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平成２５年第２回豊能町議会定例会会議録（第２号） 

 

年 月 日 平成２５年３月５日（火） 
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地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一 

教 育 長  小川 照夫      総 務 部 長  乾  晃夫 
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書 記  高橋 欣也 

 



 

 2－2 

議 事 日 程 

平成２５年３月５日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  豊民クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  おはようございます。１番・豊民クラブ

の橋本でございます。 

  本日の一般質問から議会映像のライブ中

継が始まりました。豊能町議会の議会中継

最初の質問者ですので、しっかりとスター

トを切りたいと思いますので、理事者の皆

様におかれましては的確でわかりやすい答

弁をよろしくお願いいたします。 

  それでは本日は、昨日述べられました町

政運営方針に絞って質問をさせていただき

たいと思います。 

  まず最初に、町政運営方針の「はじめ

に」のところで、「本町は人口減少が著し

く、昨年度と一昨年度末の人口を比較しま

すと、実に５０４人と大幅に減少しており、

加えて税収の減少、超少子高齢化の中で、

地方分権や広域行政への取り組みを進める

など大きな転換期にあります。」と述べら

れていました。確かに人口減少、少子高齢

化による税収の減少は大きな課題だと考え

ます。しかし人口減少は昨年度に始まった

わけではなくて、平成７年をピークに約１

６年間で約5,０００人の減人口が減少して

います。まずこの人口減少をどのような手

法で分析をされているかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  皆さんおはようございます。 

  それでは橋本議員の質問にお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

  豊能町につきましては、先ほど議員御指

摘のとおり、年々減少しておりまして、各

年度の比率でいきますと、平成２２年度に

は３７８人の減、それから平成２３年度は

３９９人、先ほどありましたけれども平成

２４年度は５０４人というような状況にな

っております。これにつきましては統計的

に、毎月の住民基本台帳等から人口の増減

等については把握しているというような状

況でございまして、またそこで、今現在、

昨年の８月から転出・転入者の方々に窓口

でアンケートをお願いしておりまして、今

現在１月まででどれぐらいのどういう入居

の世帯がどういう原因で入ってこられた、

あるいは出ていかれたというのについては

一定の分析を今現在しているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  先ほど、転出・転入の、そういう出てい

かれた、入ってこられた理由を分析されて

ますということでお答えをいただきました。

その中で一つ、住民基本台帳の話がありま

したが、例えば今現状でも年齢別の人口と

いうのを把握されていると思いますけども、
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そのあたり、例えばどの世代が多く出られ

どの世代が多く入ってこられというような

ところ、理由とは別にそういう世代別の、

世代や年代別のそういう把握、分析評価等

はされているのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今現在、昨年の１２月現在で、年齢構成

で一番多くおられるのが６０歳から６５歳

ということで、全住民の約１２％ぐらいあ

ります。６５歳から７０歳までの方では2,

３２８人ということで１０％ぐらい。３番

目に多いのが５５歳から５９歳の7.８％ぐ

らい。この三つの、５５歳から７０歳まで、

６９歳までの方で全体で３０％の方がおら

れるというふうに状況を把握しております。 

  それと過去５年間、それぞれゼロ歳から

４歳あるいは５歳から９歳という５歳刻み

の年齢構成がどうなっていったかというこ

とについては、一応把握はしております。

ただ年齢が順次上がってまいりますので、

その時点での統計というのはなかなか難し

ゅうございますけれども、そのトータルで

の統計をしておりまして、その中では５５

歳から５９歳までの方が一番多く減少して

いると。また２番目としましては、５歳か

ら９歳までの方が多い。その次には２０歳

から２４歳の方が多いというような状況に

なっておるというところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、部長が御説明いただいたとおりだと

思います。ただその中で、やはりそういう

分析とともに、多分月々もそうですけども、

把握をされてますよね。年齢別の人口とい

うのを把握されてると思いますので、その

あたりでやはりどの世代が減っていってい

るかということとあわせて、先ほどアンケ

ート調査をされているということでおっし

ゃっていただいてましたけども、そのアン

ケートの結果等を重ね合わせて、やはりな

ぜ出ていかれたのか、なぜ入ってきていた

だいたのかということを、やっぱりしっか

り分析をしながら、この町の強み、弱みと

いうものをしっかりと評価をしていくべき

ではないかというふうに考えてます。なか

なかこのアンケートも、書いてくださいと

言うて書いていただけるものでもないのか

なというふうに感じますけども、ここら、

例えば全体、入居、退去された中のアンケ

ートの回答率というのはどれぐらいなのか

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  転入世帯が、今まで８月から１月までの

方で１６７世帯、転入者が全部で、回答率

としては４３％。それから転出者について

は４７％ぐらいの方々のアンケートをいた

だいている、約大体半分の方がアンケート

協力していただいたということでございま

す。 

  ちょっと長くなりますけども、その今現

在の結果というのについては、まず転入の

世帯について、３０歳から５９歳までの方

で、一人で転入されたというのが全体の３

３％ございます。６０歳以上の方で一人ま

たは２人で転入されたというのが２２％。

子どもを持つ世帯の転入が２０％。それか

ら２９歳以下の一人で転入されたというの

が大体１４％あるというようなことでござ

います。その転入のきっかけとなった原因

ですけれども、これについては仕事の都合
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というのが３３％。それから住宅の都合で

転入をしたというのが１７％。それから結

婚とそれから親との同居ということで、そ

れらについてはともに１４％というような

結果になっています。子育てとか教育の都

合によって入られたというのは６％程度と

いうような結果になっております。 

  豊能町を選ばれた理由というのについて

は、親と子どもとの同居あるいは自然環境、

それから土地と住宅の価格の広さ等という、

住宅の環境というようなことから入られた

というようなのが大体主な状況でございま

す。 

  また転出者については、２９歳以下の一

人で転出されるという方が３４％、それか

ら３０歳から５９歳までで一人で転出され

るというのが２６％、それから６０歳以上

で一人または２人で転出されるというのが

大体１８％。それから子どもを持っておら

れる世帯の転出というのは１５％ぐらいと

いうことでございます。 

  転出のきっかけとしては、仕事の都合が

それも３３％。それから住宅の都合という

のが１７％。それから結婚と同居というの

が１４％というような形になっています。 

  それと豊能町で転出された方で不満だっ

た点というのも聞いておりまして、これに

ついては交通の便、それから通勤通学の時

間、あるいは距離、時間ですね。それから

日常の買い物の利便性が悪いというような

ことを言うておられます。 

  それから豊能町で暮らして魅力のあった

という点については、自然環境それから治

安が非常によいと。それから子育ての環境

などが整っているというような状況でござ

いました。 

  これについてのクロスのアンケートの結

果については、一応今のところでは１年間

の転入転出者のアンケートをとろうという

ふうにしておりまして、それらについては

細かくまたできるだけ分析をして、今後の

人口増になるような施策に反映してまいり

たいというふうに思っているところでござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。思ったより細か

く分析されているんだなというように思い

ました。その中で、せっかくこういうよう

なアンケートをとられてるんですから、こ

れをもって今後の町の強み、弱みというと

ころを分析しながら、その中で強みをどん

どん生かしていく。弱みというのはなかな

かすぐに改善できるものではないでしょう

けども、その中で改善できる、もしくは補

助できるようなことがあればぜひともして

いただきたいなというふうに思います。 

  その中で、今後、先ほども申し上げたよ

うに、弱みを少しでも改善する、強みを生

かす、弱みを強みに変えるというふうな逆

転の発想というのも今後必要になってくる

かなというふうに思いますけども、本町の

弱みだとか強みというのはどのように評価

分析されているかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  先ほどのアンケートの結果だけを見てま

いりますと、強みとしてはやはり自然環境

と住宅環境、あるいは治安のよさ、あるい

は子育ての環境がよいというようなことだ

というふうに思いますけれども、やはり弱

みにつきましては交通の手段、通勤通学に

距離を要するというようなこと。それから

日常の買い物の利便性が少ないというよう

なことが大きな弱点ではないかなというふ
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うに思っておりまして、人口増加策を考え

る上において、弱点をいかに克服していく

かということだというふうには思っており

ますけれども、なかなか施策的には大きな

問題でございますので、すぐにはというふ

うにはなかなかいきませんけれども、しか

し長期的な展望に立って解決をしていくよ

う努力してまいりたいというふうに思いま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  まさしく私もそれは同感でして、強みと

言うのは住環境、土地が広い、価格が比較

的安い、自然環境がよいというようなこと。

治安もいいと。それは逆に子どもを育てる

という面、また老後をゆっくり過ごすとい

う面ではいいかなと。ただ一方では、先ほ

どおっしゃったように交通の環境、距離の

問題等々、これは逆に通学される世代、ま

た通勤される世代、特に老後になって坂

等々が多いこの町でやっぱり住みにくいと

いうこともあるかと思います。ただ先ほど

申された弱みの部分については、なかなか

即改善というわけには多分いきにくいと思

うんですね。ただ、だから、やっぱりそう

いう意味ではその強みをもっともっとＰＲ

しながら、そこをもっと強化していくとい

うようなことをぜひともやっていただきた

いなというふうに思いますし、その中で弱

点である面については、できるものはでき

るとこからやっていくというようなことで

ぜひともお願いしたいなというふうに思い

ます。 

  次の質問に移りますが、四つのスローガ

ンについて掲げられています。 

  一つ目が、徹底しよう心のこもった住民

サービス。二つ目が、積極的に節約意識と

経費の削減。三つ目が、考えよう現状を打

破する歳入増加策。四つ目が、実現しよう

みんなが楽しい効率的な職場環境。いうよ

うなことで四つのスローガンを掲げて、職

員一丸となって住民の期待と信頼に応える

というふうに述べられています。 

  この中で四つのスローガンの思想、考え

方というのは十分に理解できますし、こう

いうことなのかなというふうに思いますが、

このスローガンを掲げられた後、職員一人

一人の行動にどのようにつなげていかれる

のかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  答弁いたします。 

  先ほど申されましたように、まずこのス

ローガンについてなんですけれども、徹底

するということにつきましては、一つはこ

のスローガン、実は私が示しました方向の

スローガンを、まず私だけというよりは職

員の皆様にやはり徹底していただくという

ことで、職員の皆様に、この表現について

は、より親しみやすいということでまず考

えていただきました。その考えていただい

たらスローガンを皆さんに実現していただ

こうとしているところでございます。 

  そこで一つそれを周知するためにどうい

った手段をとっているかといますと、朝礼

のたびにそういったお話をさせていただく、

もう一つは全ての職場に、こういったもの

ですけれども、これを全ての職場に張り出

させていただいて、これで張って、これを

見ながら仕事をしていただくことによって、

よりこの効果を高めていただく、スローガ

ンを意識していただくといったことで、今

現在進めているところでございます。こう

いった形で、今、浸透させようと努力して
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いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そういうような張り紙をする、そこは確

かにみんなの目に届くところ、職員だけに

とどまらず、住民の皆さんにもそういうこ

とをやっていることを知っていただくとい

うことは非常に大事なことかなというよう

に思いますけども、例えば企業なんかでは

一人一人、その上位方針に基づいて一人一

人がどういうことを実践するかということ

も、やはり立てなければ、なかなか落とし

込めないんじゃないかなと、町の上位方針

はそういうことでわかったと、みずからが

何をするのかということをやはり落とし込

んでいく、一人一人の行動実践、実践目標

を立てるというようなところをぜひともや

るべきではないかなと思いますし、例えば

名札の裏にそういう、みずからの実践目標

を書いたものを入れるとか、例えば今、町

の場合は個人個人のメールアドレスじゃな

いからあれかもわかりませんけども、企業

によってはそういうメールの署名にそうい

うことを掲げて、必ず自分が目にするよう

にするとかいうふうなことで、一人一人の

意識を高めるというようなことをやられて

ます。そのあたりについて、やっぱり今、

張り紙を次、一歩出して、そういう個人個

人の実践目標を掲げるべきだというように

思いますけども、そのあたりはどうお考え

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの質疑についてお答えいたしま

す。 

  まさに議員おっしゃるとおりでございま

して、これから考えておりますのは、一つ

は今、職員の提案制度というものがござい

ますので、こういったものを提案をしてい

ただく際に、今言った四つの視点、こうい

ったことを意識していただいて提案をして

いただくといったことで、自発的に考えて

いただく。それともう一つ、まさに今おっ

しゃっていただいたように、今後は職員の

方が仕事をするに当たって目標を掲げると

きに、こういった目標についても考慮して

いただくようなことを考えていきたいと思

っております。また、そういった提案の内

容、目標等にどれだけ達成できたか、そう

いったことにつきましても今後は人事評価

につなげるといった、そういったことも考

えていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃったように、提案制度にそう

いうような思想を盛り込んでもらう、そこ

はぜひともやっていただきたいなと思いう

ふうに思いますけども、今、人事評価に盛

り込むというお話がちらっとありました。

その中で、この町としてスローガンを掲げ

た。当然個人個人これに向かって頑張って

いくということは当然やと思うんですけど

も、この評価ですね、誰がいつするのかと

いうのはもう決めておられますか。お聞き

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まだ決めている段階ではございませんけ

れども、一つ考えられるのが、今現在４級
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の試験というのがございまして、これでは

ペーパーテストと面接という話なんですが、

やはり日ごろからの積み重ねということも

評価の対象にすべきだと思いますので、こ

ういった今のスローガンに掲げることに対

して、どういった目標で取り組んで、どう

いったことを実現したのかといったことを

一つの評価の形という形で盛り込んでいっ

たらどうかというふうに、今考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  こういうようなスローガンを掲げるとい

うのは非常に大事ですし、やはりこれを振

り返っていくということも必要ではないか

なと思います。 

  その中で自己評価をするということと、

例えば他の職場の方に、この実践項目を掲

げてやってるけども、今この職場はどうな

のかというのを、自分とこの職場で評価す

る、また同じフロアの違う職場から見てど

うかという評価をするだとか、あとは当然

住民の皆さんから見たときにどうかという

ふうな、やはり第三者の評価も取り入れな

がら、この四つのスローガンがみずからの

行動、みずからの職場にどのように反映さ

れているかというふうな評価をしながら反

省し、さらに高めていくというふうな振り

返りをぜひともしていただきたいなという

ふうに思います。 

  次に、行政情報の積極的な発信について

質問させていただきます。 

  この町政運営方針の中では、住民の参画

と協働のまちづくりの推進に向け、広報

「とよの」やホームページにおいて記載内

容の充実を図り、行政情報を積極的に発信

するとともに、住民目線に立った行政運営

を進めるために住民の意見をより積極的に

取り入れるよう努めます、というふうにあ

ります。この中で、ホームページの充実と

いうのは必要だと思うんですけども、やは

り更新情報というのが、なかなか日々ホー

ムページを見にいかないとわからないとい

うふうな、今現状になってると思います。

何度も一般質問の中でも申してますけども、

更新した結果が伝えられるような仕組み、

フェイスブックだとか、例えばメールで配

信する等々、ぜひとも実践してみてはどう

かなというふうに考えますが、そのあたり

のお考えをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  フェイスブックとかツイッターといった

ようなサービスにつきましては、今年度か

ら府内でも市町村の業務あるいは事業の紹

介をするための一つの方法ということで、

自治体に見られるような状況になってまい

りました。ただフェイスブック、ツイッタ

ーというサービスにつきましては、ホーム

ページよりも気軽に生の情報を発信できる

手段としては非常に有効なものであるとい

うふうに考えておりますけれども、日ごろ

から使いなれている方ですね、そういう方

には情報の手段としての現実は、現実性と

いいますか、そういった利用には非常に便

利だろうというふうに思いますけれども、

なかなかそういう発信ができない人等につ

いては不利といいますか、同じ情報を流し

てもそういうようなことになる可能性もあ

るというようなこともございまして、町と

しましては、今後これについては新しい情

報の発信のものだというふうに思ってまし

て、府下の市町村でもどんどんと利用され

てくるのではないかということも思ってお
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りますので、よその状況等を、どういうメ

リット・デメリットあるいは職員の研修、

同じような情報発信をそれぞれの職員がや

っていかなければなりませんので、そうい

ったような研修等も含めてちょっと研究は

させていただきたいというふうに思ってい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  この質問については、先般の１２月議会

でもさせていただきました。その中でも他

市町村の状況、コストを確認すると、それ

で検討したいというようなことを答弁いた

だきましたけども、やはり今、部長おっし

ゃっていただきましたように、他市町村の

研究をする、それも大事やと思うんですね。

当然メリットもあるしデメリットもあると

いうことも聞いています。ただその中で、

やはり生の情報を発信するにはいいツール

だということを今さっきおっしゃっていた

だきましたけれども、まさにそうだと思う

んですね。例えばイベントの情報、例えば

新しい施策の情報等々についてはそういう

ようなことで、今例えばフェイスブックで

ありますと、「いいね！」というボタンが

あって、その発信した情報の評価を受けら

れたりとか、またそれに対するコメントが

書かれたりということができます。現に今、

佐賀県の武雄市なんかでは、もうホームペ

ージ全体をフェイスブックに連動させてや

っている。しかも、武雄市つながる部フェ

イスブック・シティ課というのも設けて、

フェイスブック係ということをつくって、

ホームページの管理をされているというよ

うな取り組みもされています。やっぱり先

進的なとこではそういうことをやっておら

れるんですね。多分ここもトップの考え一

つでそんなに難しくない、しかも費用的に

はかからない。ただやっぱりそういうよう

な情報的なセキュリティーの問題、リスク

というのは若干、どういうふうに防ぐかと

いうことは考えていかなあかんと思います

けども、このあたりは取り組むにはできれ

ば早く取り組むほうが、もう各市町村でも

やってきてます。そういうようなこともぜ

ひとも考えていただきたいなというふうに

思いますけども、再度お答え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  大阪府内で熊取町も１１月から施行され

ているということで、この４月から本格稼

働をやりたいというふうに言われておりま

して、経費あるいはそういう維持管理経費、

導入経費等について聞いてみましたら、特

に大きな経費として要る必要はないという

ようなことを言われております。ただ、個

人と異なりまして自治体として発信する場

合、職員個人の考え方が町の考え方として

捉えられやすくなって、無用の混乱とか誤

解を生むおそれがあるということもありま

して、表現方法とかそういったことに十分

配慮しなければ、職員全体が同じ感覚で

日々情報発信していく、日々情報発信して

いくことについては、それはまた時間がと

られるということないですけども、それに

対する時間ですね、そういったようなこと

もございますので、十分ちょっと研究して、

できるだけ早くそういうようなものが取り

入れていけるようなことにしていきたいと

いうふうには思っております。 

  よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 
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  今おっしゃったように、確かにリスク的

にはそういうような無用な混乱とか、個人

の意志が行政の意思として伝わってしまう

恐ろしさ、確かにあります。これは確かに

こういうようなインターネットの社会が広

がれば広がるほど、こういうような情報の

管理だとか、その発信の重みというのはし

っかりと持っていかなあかんというのは事

実ですけども、そのあたりもしっかり、ど

ういうふうにその情報を生かすか、伝える

かということをしっかり議論しながら、ぜ

ひともこういうようなものも加えながら、

より積極的な情報発信をいただきたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

  次に、イメージキャラクターの創作につ

いて質問させていただきます。 

  町政運営方針の中に、町のさまざまな魅

力や特性を町の内外に効果的・積極的に発

信し、豊能町を活性化させるセールスツー

ルとしてイメージキャラクターを創設しま

す、と述べられています。 

  まずこのキャラクターをどのように活用

しようとお考えなのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  イメージキャラクターにつきましては、

町を活性化させるセールスツールというよ

うなこととして、町とかそれから観光協会

あるいは商工会等の関係団体の各種のイベ

ント、あるいは大阪府等で行われます名産

品のＰＲとか、それからまちおこしの行事

などについて、ＰＲの機会のたびにそれを

活用していきたいというふうに思っており

ます。 

  それとイメージキャラクターを選定する

に当たりましては、最終的には住民投票等

もやっていただいて、町民全部を盛り上げ

て、そういうキャラクターの選定というこ

とに取り組んでまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいた各種イベント、

まちおこしのイベント、府のイベントとい

うふうにありました。これ僕もびっくりし

たんですけども、ガンバ大阪の試合を見に

いったときに、実はお隣の箕面の「ゆずる

くん」が来てました。ガンバの「ガンバボ

ーイ」と一緒に入場したりとかいうような

こともやってました。やっぱりそういうよ

うなことで、町の中でやるのも当然大事。

それで町民にそういう認識を高めてもらう

というのも一つ大事ですし、やっぱりそれ

は町外にもそういうようなことで打って出

るということもぜひしていただきたいなと

いうふうに思います。 

  参考に、今、これは県なので全然規模が

違いますけども、あのゆるキャラの「くま

もん」なんかは、もともと九州新幹線の関

係もありますけども、九州でＰＲするんじ

ゃなくて、大阪に来て通天閣、万博、いろ

いろなところ、大阪のあらゆる場所を回り

ながら、逆に九州に来てくださいねという

ようなＰＲをしたということで、今はもう

３００億円近くの実際の商売の売り上げが

あって、熊本全体でいくと1,０００億円近

くの経済効果があるのではないかというふ

うに言われてますけども、やはりそこまで

はなかなか町のレベルでは難しいと思うん

ですけども、どのようにそれを伝えていく

か、どういう場に出ていくかということも

よく考えながらやっていただきたいなとい

うふうに思います。 
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  その中で、これ、一番勘違いしたらあか

んのが、キャラクターをつくることが別に

目的ではなくて、これを機につなげて次の

展開に広げていくということが非常に重要

だと思うんですけども、そのあたりのお考

えはどうなのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  つくることだけじゃなくて、キャラクタ

ーを活用して町の活性化につながるような

ものに生かしていきたいというふうには思

っております。 

  先ほども「くまもん」の話もございまし

たが、この休みの日曜日には大阪へ来てた

というような、テレビで報道もあって、非

常に人気が高いと。この間からもテレビ見

てますと、キャラクターの、どのキャラク

ターが人気かというようなやつで、８００

ぐらいのキャラクターが参加して、大阪府

内のものが、大阪府の都市緑化でしたです

かね、のキャラクターが一番人気がなかっ

たと、以前に。ところが人気がなかったと

いうことがかえってテレビで放映されて、

今は物すごく人気を盛り返しているという

ようなこともございますので、そういうキ

ャラクターのコンテストとか、そういった

ようなものにも出ていきたいというふうに

思っているところでございます。できるだ

け町外等にも出ていって、豊能町のＰＲに

努めていきたいというふうに思っていると

ころでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ぜひ、これいろいろなこういうキャラク

ターつくったときによくやられてるのは、

そういう名産とタイアップさせたりとか、

観光地とタイアップさせたりということを

よくやられてます。例えばそういうような

ことも含めて、地元のそういうやられてい

る生産者の方、御商売されている方、観光

協会の方等々、やはりそのあたりを一緒に

なって、まちづくりの一環としてぜひとも

考えながらやっていただきたいなというよ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

  済みません、ちょっと時間の関係上あれ

なんですけども、最後になると思いますが、

教育問題について御質問したいなと思いま

す。 

  この町政運営方針の中に、教育向上など

を狙いとした研修を教職員の人事権移譲に

伴い、豊能地区３市２町で協力連携して、

学校教育の充実に努めます、とあります。

この中で当然教職員の研修というのは非常

に重要だと思うんですけども、一方で学校

内での教職員のサポート体制というのはど

のようになっているのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  学校内での教職員のサポート体制でござ

いますが、まず教育委員会の支援といたし

まして、人的支援でございますが、４点ご

ざいます。小学校１・２年生の３５人学級

編制のための加配、これは府教委に教員を

いただいておるということでございます。

少人数指導、工夫改善のための加配、これ

も府教委から人をいただいております。そ

れと生徒指導のための加配、子ども支援コ

ーディネーターということで、今現在、吉

川中学校に一人でございます。あとスクー

ルカウンセラー、各中学校に一人でござい

ます。それとスクールソーシャルワーカー、

これは府より年間１０回の派遣をいただい
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ております。あと家庭教育支援員、これは

週３日程度学校へ行ってもらっております。 

  それともう１点、研修の支援といたしま

して、各学校に学校独自で研修をしていた

だくように費用の配当をしております。各

学校５万円でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたさまざまなサ

ポートというのがあるということは十分認

識はしています。その中で少子化の影響で、

やっぱり教員そのものも減ってきて、一人

の先生にかかる負担が大きくなっていると

いうことも、各さまざまな報道もされたり

しています。 

  そんな中で、これは悪いのかどうかわか

りませんけども、どうしても先生の個人攻

撃になっちゃって、あの先生はよくないん

だよみたいなことが、保護者なり学校の中

でもそういうようなことがあるいうことを

聞いたことがちらちらとあります。やっぱ

りそういうようなことで、先生のできふで

きをどうこうするんじゃなくて、やっぱり

それはそれで、どういうところがだめなの

かということを、例えば教頭先生なり校長

先生が入りながら評価し、逆にそれをサポ

ートし、助言してあげるというのは、やっ

ぱりそういう体制もぜひともつくっていた

だきたいなと。今はどちらかというとそう

いう側面的な支援のことをおっしゃってい

ただきましたけども、やっぱり学校の中の

教職員同士の助け合いというようなことも

ぜひともやっていただくようにお願いした

いなというふうに思います。 

  次に、学校での体罰の問題ですけども、

先般２月２２日付で、大阪府からの要請に

よりということで文言書かれてましたけど

も、アンケートをとられたというふうに聞

いてます。その結果はどのようなものだっ

たかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  この体罰問題については、昨年１２月２

３日に市立桜宮高校を発端として、文部科

学省が各都道府県を通じて調査をしている

ところでございまして、本町におきまして

は２月の校長会で私のほうから依頼をし、

その結果、２件体罰ではないかという事象

が出てきております。現在は保護者の皆さ

んに対してアンケート調査をしておりまし

て、保護者との間にその件数にそごがない

かどうか等も含めて、３月末までにまとめ

る予定でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたとおりアンケ

ートをしていただきました。ちょっと２件

あったというのは若干ショックやなという

ふうに思ってるんですけども、私、率直に

これアンケートを見たときに思ったのが２

点あって、あれは書き方の問題かもわかり

ませんけども、先ほどもおっしゃっていた

だいたように、桜宮高校での体罰が１２月

末にあり、マスコミでは大体１月ごろには

そういうようなことがどんどん出てきたと

いうような中で、やはりそれを受けての２

月２２日のアンケートをというのは僕は遅

いんじゃないかなと。それは別に大阪府の

要請を受けなくても、そういうことがない

かというのは町としてやるべきではなかっ

たかなというふうに感じた点が１点。 

  あともう１点は、アンケートの内容が、
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体罰を受けたことがありませんか的なもの

だけであって、はい・いいえ。あった場合

はその具体的なものを書いてくださいとい

うことはあったんですけども、本来はやっ

ぱりそれにプラスして、例えば見たことが

ないかとかいうようなこともあってもよか

ったんじゃないかなというように率直には

感じました。実際、例えば桜宮のアンケー

トなんかでも、あったかどうか、見たかど

うかということもされてます。やっぱりそ

れを生徒ないしは教員にもするということ

が僕はあるべきじゃなかったかなというふ

うに考えますけども、そのあたりについて

お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  保護者に対するアンケートについてはい

ろいろと内部で検討いたしました。要する

に、どういう設問の仕方についても考えた

んですが、実は私は豊能町は率先してやっ

たと思っています。他の市町村はやってい

ません。私はやっぱり徹底してやるべきだ

という判断のもとにやりましたので、私は

きちんとした結果が出てくるというふうに

考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたように、豊能

町は率先してやったと。それは教育界の中

では、僕は普通じゃなくて、早かったかも

わからへん。ただ一般のあれで考えると、

こういうことがあって、子どもたちが本当

にそういう状況下にないかというのは、当

然早い段階でやるべきだし、もっと濃くや

るべき。ただやることによって違う弊害が

出たりということもあるのもわかります。

ただやはりそういうようなことは、もっと

もっと早くやるべきではなかったかなとい

うふうに感じています。 

  最後に１点だけ。この件についてはアン

ケートですけども、教職員にもとられてい

るんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず第一義的にやりましたのは、校長を

通じて各教職員に聞き取り調査をいたしま

した。その際に、体罰と思われる方は必ず

報告してくださいということを言ってます

し、その後に保護者からもとりますので、

そこにそごがないようにということも周知

徹底いたしましたので、私はこの２件とい

うのはまさしく間違いのない数字だと確信

しております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今の２件あったことについては非常に残

念ですけれども、やはりこういうようなこ

とをしっかりと徹底して、別に個人攻撃す

るわけではなくて、これがなぜ起こったの

か、それの改善も含めてしっかりやってい

ただくようにお願いをしておきます。 

  多々まだあったんですけども、ちょっと

きょうは時間の関係上これで終わらせてい

ただきます。 

  以上です。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  豊民クラブ、井川佳子、質問させていた
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だきます。 

  理事者側にとられましては、親切丁寧に

わかりやすくお答えいただきますように、

よろしくお願いいたします。 

  では、通告書に従いましてと言いたいと

ころですが、ちょっと時間の関係上、最後

までいけないかもしれませんし、ちょっと

順番を入れかえたりすることもありますけ

ど、申しわけありませんが御了承ください。 

  では一番最初に、財政再建計画２５項目

の扱いについてお聞きしたいと思います。 

  財政再建計画２５項目というのは、前池

田町長が打って出られた政策の一つでござ

います。２０１２年４月、広報「とよの」

に、「財政再建計画の進捗状況をお知らせ

します」と特集が広報で組まれておりまし

て、その中で「安定した財政運営を目指し

て」とされまして、「豊能町では平成２２

年３月に財政再建計画を策定し、平成２２

年度から平成２６年度までの５年間で２０

億円以上の収支改善を目標とした改革に取

り組んでいます」というのが、まずの大き

な狙いでございました。そこの中で取り組

み状況が説明される中で、平成２４年４月

時点の収支改善見込み額は５年間で２０億6,

７００万円となっています。これは昨年４

月の見込み額１８億8,０００万円を上回る

額として「このまま各項目を進めることが

できれば、当初の目標である２０億円以上

の収支改善を達成できる見込みです」と広

報されてるんですね。ここの中に２５項目

というのを上げられておりまして、ここの

時点でも当初計画平成２２年３月とそれか

ら進捗状況平成２４年４月現在という結果

報告とか、２段に分かれまして報告されて

おります。 

  ここの中でまずお聞きしたいのが、エス

カレーター問題でございます。エスカレー

ターなんですけれども、１２月のときにも

聞かせていただきました。光風台駅前エス

カレーターというところで、まず当初計画

では平成２２年３月なんですけれども、設

備の更新を見送り、毎年度修繕費を計上。

平成２６年の末までに廃止と打って出てら

したんですが、その後の皆さんの状況とか

検討委員会も立ち上げられまして、平成２

４年４月現在の進捗状況のところで御報告

されてるのは、設備の更新を見送り、必要

の都度修繕を行うと。それから部品供給と

フルメンテナンスが可能な限り運転を継続

しますというふうに進捗状況が掲げられて

いるんですね。 

  それで、皆さん御存じのとおり、９月改

選が行われまして、田中新町長がお生まれ

になったわけなんですけれども、まず１２

月議会の一般質問で私もさせていただきま

した、このエスカレーター問題。これはこ

の選挙の大きな目玉になったのではないか

と私も認識しておりまして、今までのフル

メンテナンス可能な限り運転するというの

を改めまして、田中町長は、任期中に積極

的に更新されるとお約束なさったと私は思

っているんですね。そのときに、できれば

補助金を使ってされたい。じゃあ補助金が

なかったらどうするんですかという私の質

問に対して、なくても更新するとおっしゃ

いましたし、また維持費についても、前町

長は皆さんの自治会で、新光風台と光風台

の方に分配して維持費を払っていただくと

いうようなことをおっしゃるようなことを

検討会議とかに出してはいらっしゃいまし

たけれども、そのことについても前回の質

問では、私の質問では、町長は広告費等を

使いながら維持費も町で負担したいとおっ

しゃっていたと私は認識しております。 

  まず第１問目なんですけれども、この認

識は正しいのでしょうか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 



 

 2－15 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の御質問にお答えい

たします。 

  認識といたしましては正しいです。要は

補助金、今、交付金があるうちにやってし

まいたいというふうに思っております。 

  次に、維持費についてなんですけれども、

こちらについてもできる限りやっていきた

い。ただ、やっぱり住民との協働というこ

とも進めていくということもありますので、

そのあたりにつきましては検討委員会の中

でも住民の方もある程度考えていくという

ふうなこともございましたので、そういっ

たことは今後お話を進めていけたらどうか

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  維持費についてはちょっと残念な結果と

いうか、この間言ってらしたこととちょっ

と違うなと思ったんですけど、でも私ちょ

っと違うことを聞きたいので。 

  ２０１３年２月１４日の全員協議会で、

平成２５年度の当初予算案というのを概要

説明、私たち議員は受けました。そこの中

で、光風台エスカレーター更新基本設計事

業１４０万円というのが目につきまして、

これで初めの第一歩を踏み出そうとされて

いるんだなとは認識できたんですけれども、

残念ながら私たち、この２５項目の扱いに

ついて、まだちゃんと説明を受けてないと

いうような感があります。それで今回質問

させていただいたんですけれども、まず最

初に、先ほど交付金があるうちにとおっし

ゃいましたけど、どのような補助制度があ

って、どう使われようとされているのか質

問いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問についてお答

えいたします。 

  交付金につきましては、社会資本整備交

付金ということで、そういったことを、社

会資本整備交付金、これを充てるような形

で、今、調整をしているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  補足ありますか。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  補足させていただきます。社会資本整備

総合交付金という交付金、道路財源を原資

としているものでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、この今おっしゃった交付金なんで

すけれども、こちらは何年ぐらい、多分制

度があって、例えば造林事業なんかでも５

カ年計画とかいろいろあると思うんです。

それは何年になっているんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  今の現行制度の中で、社会資本整備総合

交付金制度というのがありますので、何年

というものはございませんが、基本的に社

会資本整備計画という計画に搭載された事

業が社会資本整備総合交付金の対象事業に

なるということでして、その社会資本整備

総合計画、社会資本整備計画ですね。計画
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は都道府県の計画に搭載していただくとい

うふうに、今現在は考えております。その

計画は、大阪府では平成２５年度でとりあ

えず一旦終わり、平成２６年度以降また新

たに計画を策定される予定というふうに私

どもは考えておりますので、その大阪府の

計画に搭載していただいて、その豊能町の

進めるエスカレーターの更新について社会

資本整備総合交付金の対象事業として進め

ていきたいというふうに考えているところ

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  １２月のときにもお聞きしまして、平成

２５年で一旦終わりますという感じでした。

平成２６年度以降につきましては、政権の

交代もあるかどうか、そのときにはわから

なかったのでお答えしかねますということ

でしたけれども、今その見通しはどのよう

に持ってらっしゃるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  次の計画に搭載していただけるというふ

うにこちらでは考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  搭載されるということで、この平成２５

年度の予算を立てられたということだと思

うんですけれども、では、これは更新基本

設計事業１４０万円というふうになってま

すけれども、まずこれで搭載していただい

て、その後の計画はどのような展望、それ

からなっているのかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  来年度当初予算に計上しておりますのは

基本設計といいまして、基礎の部分とか屋

根の部分、それから全体的な概算費用等々

を考えております。さらに平成２６年度に

実施設計並びに事業費を計上させていただ

き、実際事業は平成２６年、平成２７年度

で事業ができればというスケジュールを今

のところ考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  よくわかりました。平成２６年度、平成

２７年度に事業を完了しようと、今、粛々

と進めてらっしゃるということで。では、

２５項目の１個目はクリアしたわけで、次

いきます。 

  ユーベルホールについてでございます。

こちらの先ほどの広報では、平成２２年度

は自主事業削減、それから平成２３年３月

末には休止、舞台装置等の改修は見送りと

いうふうな、最初当初計画でございました

が、この平成２４年４月現在では、２２年

度は実施事業削減、平成２３年度は全体の

運営経費を圧縮するとともに自主事業を連

携協力事業に再編して存続、平成２４年度

以降は運営方法を毎年検証するというふう

に、平成２４年４月現在では進捗状況をそ

ううたわれております。ユーベルホールに

つきましては教育委員会様のほうでさまざ

まな事業を打って出られまして、運営費を

すごく削減されたと思うのです。オオサカ

ンとかの提携とか、また、まちの音楽家た

ちのロビーコンサートでありますとか、さ

まざまな取り組みによりまして運営費、事

業費というのはすごく削減されていると私

は評価させていただいているとこですが、
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それでは新町長、これは池田町長の考えで

した。新町長のユーベルホールに対しての

お考えをお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの御質問についてお答えいたし

ます。 

  財政再建計画ではユーベルホールの運営

について、平成２４年度以降は運営方法を

毎年検証するとされています。ユーベルホ

ールでは平成２３年度より大幅な経費の削

減を行い、自主事業を連携協力事業に再編

して運営してきたところです。 

  平成２５年度においては、ユーベルホー

ルは継続して運営してまいります。具体的

には、ユーベルホールの施設機能を今後も

維持していくために、設備面の大規模改修

を今後３カ年にわたって行っていきたいと

考えております。また事業の面では、これ

までの連携協力事業を一層の充実を図りつ

つ、主催事業もふやして、豊能町の文化の

拠点となることを目指してまいりたいと考

えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。毎年考えると今おっしゃい

ませんでしたか。大規模な計画を立てて、

大規模改修を３カ年にわたって設備を更新

されていこうとされながら、ちょっとその

辺がわからない。何で毎年検証するのに３

カ年の計画立てるんですかね。済みません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  少し言葉足らずでございまして、要は毎

年やはり検証をしていくということは大事

だと思っておりますので、より使っていた

だくためにどういった工夫が必要かとか、

そういったことはやはり検証といいますか、

より使っていただくことをますます進めて

いくというか、そのチェックというのはや

はり必要だと思っております。ただ、改修

するということで一定方向使っていくとい

うことについては、それはやっていくこと

になりますけれども、ただ、使用するから

といって何も検証しないというのは、それ

は一つでおかしいと思いますので、それは

毎年、よりよいことをよりよく検証してい

くというようなことはあり、検証するとい

うよりは毎年、より使っていただくために

はどうしていくのかということは考えてい

くべきだとは思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長に申し上げます。財政再建計画

２５項目の扱いについての質問ですので、

そういうこととは違って、曲解して質問に

答えておられますので、再度お答え願えま

すか。財政再建の２５項目の扱いの中でお

っしゃっているんですから、その点につい

てお答え願えますか。 

○町長（田中龍一君） 

  財政再建２５項目ということにつきまし

ては、平成２６年までに廃止するというこ

とはございません。ですから私が考えてお

りますのは、このまま続けていくというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。毎年検証するといいますと、
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それを聞くと１年更新の雇用体制のような

感じがするんです。１年ごと、来年はする

が、来年はするかと考えるんではなく、３

年間の計画を立てたということは、もう１

年ごとの検証をするというのはやめて、３

年間計画を立てて大々的にユーベルホール

を文化事業として担っていきますよという

御覚悟のもとに３年計画を立てられるんじ

ゃないですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然改修いたしますので、それでユーベ

ルホールはやってまいりますというふうに

考えてます。ただきっちりと、やはりさら

に使用率を高めていただくということは、

毎年見ていってチェックしながら、やはり

進めていくというのは事業運営ですので、

するからといって何も見ないというのは私

はおかしいと思っておりますので、いいと

ころはまだ伸ばしていく、悪いところは改

善していきながら進めていってはいいかと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。毎年検証するというのは、

もちろん大切です。でもそういう意味では

なくて、この財政再建２５項目に上げられ

てて、１年ごとの更新をどうするかと考え

るという意味のことでありまして、町長が

おっしゃってるのは多分利用状況でありま

すとか、そういうことを検証するというふ

うに思ってらっしゃいますよね。違うんで

す、私が聞いているのは。財政再建２５項

目の中で毎年検証するのはやめるのか、３

年間計画されて大々的にしようとされてる

んですから、そこのお答えを私は引き出し

たいわけなんです。済みません、よろしく

お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  それにつきましては実施してまいります

と。ですので、先ほどおっしゃっていただ

いたように、検証するというのはより使う

利用率を高めるという意味での話でござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  １年ごとの評価と１年ごとの検証とはま

た違うと思うので、そこは今実施するとお

っしゃいました。だから１年ごと検証する

のではなく、財政再建２５項目から外して

取り組んでいくという意味ですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今おっしゃっていただいたとおり、外し

ていくということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  教育委員会、今の答え合っているかどう

かについて検証お願いします。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  違います。では元へ戻します。 

  井川佳子議員、再度御質問をお願いいた

します。続けてお願いします。 
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  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  皆さんの思いが通じまして、文化ホール、

ユーベルホールはこれから３年間の計画で

修正なさりながら進めていかれるというこ

とをしっかりお聞きしましたので、２５項

目からこれは外すという結果ということで

ございますね。 

  ではもう一つだけお聞きします。ユーベ

ルホールについて、町長はこのユーベルホ

ールをもとにどのように豊能町の魅力を打

って出ようとされているのか、一つだけ、

これからの展望についてお聞かせいただき

たく思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問にお答えいた

します。 

  やはりこの町は非常に住民活動が盛んな

町でございます。御存じのように、西公民

館、中央公民館では３５０を超えるいろい

ろな活動をされております。ほかのところ

でもいろいろな活動をされていると。例え

ばこういった住民の活動が盛んというのは、

先ほど橋本議員の話もありましたように、

この町の強みだと私は考えております。こ

の強みを伸ばすために、このユーベルホー

ルで、例えばこういった活動を皆さん報告

していただいて、そこでまた新たな住民の

方がそれを見ていただいて、また参加して

いくというような形で、よりこの豊能町が

活性化していくような、そういった使い方

ができないかというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ありがとうございます。住民の皆さんは

日々、西公民館、公民館でサークル活動を

行っておりまして、その発表の場としてユ

ーベルホールをお使いになるというお答え

でした。 

  では、済みません、教育委員会さんのお

考えもお聞きしたいと思うので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まずユーベルホールにつきましては、財

政再建２５項目の一つとして、前町長との

間では、平成５年に開設して間もなく２０

年を迎えるわけですが、機械等に大分故障

が発生しておりまして、これを直すには相

当な予算が必要だということで、それはな

かなか難しいだろうということで、計画と

しては約１億8,０００万円、それをやめる

ことによって効果が出るという、そういう

予定を立てていました。一方で運営に当た

っては、自主事業から連携協力事業に切り

かえることによって運営費も節約をすると。

これについては毎年度検証していきましょ

うと。機械については使えるまで使おうと、

こういうことできたわけでありますが、今

回の新町長との間において、その運営につ

いてはやはり毎年毎年、よりいいものを目

指すために評価はしていきましょうと。た

だ、このままの状態では毎年検証するとい

う項目が残りますので、その文言は削除し

たいというふうに、私と町長との間ではそ

ういうふうになっております。その上で施

設については、続けていく上ではやはり機

械の整備をしないと維持管理もできません

ので、それは最初に１億8,０００万円のう

ちに盛り込んだ１億2,８００万円、これを
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一気にやることはできないので、３年計画

でやりましょうということで、来年度予算

に4,０００万円を計上したと、こういうこ

とでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  その経過もすごくよくわかりました。ぜ

ひそのように進めていっていただきたいと

思います。 

  では次の質問に移らせていただきます。

まだ財政再建２５項目の扱いの中なんです

けれども、ごみ収集の有料化について、前

町長は、可燃・不燃ごみは早期に有料化と

のお考えでしたが、田中町長の考えをお聞

きしたいと思います。実は田中町長と私が

初めてお話ししたのは、たしかごみ問題の

ときだったと思うんですね。ぜひ私の答え

ていただきたい答えに答えていただきたい

とは思うんですけど、よろしくお願いいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員の皆様御存じのとおり、ごみにつき

ましては、平成２２年第６回定例会での御

審議の結果、可燃ごみ・不燃ごみの有料化

については否決されているということで、

今現在、大型ごみのみが有料化になってい

るという経過でございます。こちらにつき

ましても、またことし、来年とごみの減量

化計画策定というのがございますので、こ

ういった計画を見据えながら考えていきた

いと思っております。ですので、まずは、

もともとごみの有料化というのはごみを減

量化するということから始まったものだと

私は考えております。ですので、まずごみ

の減量計画の中でいかにしてごみを減らす

のか。また住民の皆様にもいかにして御協

力いただくのかと、そういったことをまず

決めていって、それから考えていきたいと

思っておりますので、今、ごみの減量化計

画を策定中には、ごみの値上げということ

は私は今は考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうです。有料化がありきではなく、ご

みの減量化がもとになっているということ

はよく承知しております。ごみ減量化計画

をまず立てて、それから考えるということ

なんですけれども、じゃあ済みません、し

つこいですが、その２５項目の扱いとして

は外すという意味なんですか。それとも継

続ということなんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ２５項目の中では外すというか、そこに

項目は残りますけれども、ごみの有料化に

ついては平成２６年までには私は考えてお

りませんので、ちょっと表現はどうするか

はまたこれから考えますけれども、趣旨と

してはそういったことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。では次、いかせていただき

ます。 

  農村婦人の家についてですが、こちらは

議案撤回とかいう形のものもありました。

地元への移管の方針で進めていかれるおつ
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もりなのでしょうか。そのとき私お聞きし

たんですけれども、まず前町長がお考えに

なってきたことを全て引き継がれるという

ことはない、それはそれを引き継いでいか

ないといけないということはないと思いま

す。よいところは引き継ぎ、町長のお考え

で、新町長のお考えで変えられるところは

変えられる、そういうことを期待して住民

の皆さんは投票なさったと思うんですね。

ですからこのことも全部引き継いでいかれ

る必要はないとは思うんです。それで私、

議案撤回のときもお話しさせていただきま

したけれども、まずその町長の方針を固め

ていただきたいと思うのです。農村婦人の

家とは、ここで「かあちゃん漬」でありま

すとか、それから「かあちゃん味噌」であ

りますとか、大阪府の指導のもとで農村の

婦人の方々がそのブランドをつくられて、

大阪府で表彰されるというような名誉なこ

とにもなっております。この加工品のブラ

ンドを高めるために、例えば、ちょっと飛

びますけど、お隣の箕面市では、ゆず製品

の販売促進のため、あるいは箕面の滝の観

光をＰＲすべく、先ほどにも橋本議員の質

問にもありましたように、フェイスブック

に「たきのみちゆずる」君というゆるキャ

ラを使っております。滝ノ道とゆずるをか

けて「たきのみちゆずる」君になってるん

ですね。それを登場させて、そしてフェイ

スブックで本当に自由にやりとりできるん

です。私、あけましておめでとうとゆずる

君に送ったら、すぐ返ってきました。おめ

でとうございますと、ことしもよろしくお

願いしますと。これはもう簡単な会話です。

先ほど乾総務部長が心配なさってたように、

個人の考えがひとり歩きしてしまうという

ところもありますが、でもおめでとうと言

ったらすぐ、おめでとうございます。こと

しもよろしくねっていうふうに返ってくる、

この近しさが、すごくうれしいんですね。

今ゆるキャラを考えようと、イメージキャ

ラクター創作事業３４５万7,０００円を上

げてらっしゃいますけれども、そういうふ

うに活用していただきたいと思うのです。

まずこのブランドですね。婦人の家でつく

ってらっしゃる加工品のブランド力を高め

るおつもりがあるのか。このゆるキャラを

使ってぜひ進めていただきたいと私は思う

んですけど、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの質問についてお答えします。 

  ブランド力を高めるという意味では、一

つの有効な手法だと思いますので、例えば

ゆるキャラ、今回どういった形のものがで

きるかわかりませんけれども、そういった

ことも活用していくということは一つの方

法かとは思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  まずゆるキャラを募集するときに、私は

何を売りたいです、何を売るためのゆるキ

ャラですというのがあれば、考えられる方

もそれに即してそんなアイデアが出てくる

と思うんです。ただ豊能町を漠然とつかま

えるのではなく、何を売りたいかというの

があると思うんですけれども、町長は何を

売りたいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  このゆるキャラにつきましては、やはり
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住民の方、皆様の、どういったものがいい

のかということを選んで、その中から決め

ていくということが趣旨ですので、私がど

うかというよりは、やはり皆様の御意見を

伺って、その中でこの豊能町には最もふさ

わしいというものを探すということがいい

のではないかと思ってます。ですので、こ

のゆるキャラがあくまでも加工品のためだ

けのものではないと私は思っております。

ですので、これにつきましてはまさに豊能

町の住民の方にいろいろなこと、いろいろ

な提案、いろいろな考えを出していただい

て、その中で決めさせていただきたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ばくっとした中で、それはいろいろな魅

力がありますから、各個人の皆様が、ここ

が売りというところをアピールされてくる

んではありましょうけど、それだったらも

う収拾がつかないように思うんですね。私

はむしろ、加工品だけのためにという意味

じゃありませんけれども、やはり、例えば

教育が売りなんですとか、緑を前に出した

いんですとか、例えばイノシシが出るとい

うことも御存じないかもしれませんので、

こちらからイノシシが出るんですよとか、

そういう情報提供が必要なんじゃないかな

と私は思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今の点につきましてはずっと同じ回答に

なってしまうんですけれども、やはりそれ

ぞれこのゆるキャラを求めることについて、

住民の方、どういったものがいいのかとい

うことお考えいただいて、それをもとにこ

ちらでまた考えさせていただきたいと思っ

ております。ですので、あくまでも行政か

らこうやりなさい、ああやりなさいという

押しつけではなくて、豊能町にとってどう

いったものがいいのかということを皆さん

に御提案いただいて、そういった形で出し

ていただいたもので最もよいものを選ばせ

ていただくというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員に申し上げますが、ゆるキ

ャラについてはまた別の機会の委員会があ

りますので、農村婦人の家に限って御質問

願うようにお願いいたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  最初の質問に戻ります。済みません。農

村婦人の家は存続させていくおつもりなの

かお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ちょっと存続ということで、ごめんなさ

い、僕意味がよくわかってないんですけど

も、今回その条例廃止をさせていただいて、

切畑の自治会のほうで運営していただくと

いうふうに理解しております。そういう意

味では存続になるかと思いますけれども。

来年度ですね、済みません。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  これからの展望、要は今、申しましたよ

うに、今回条例を上げておりますので、そ

ういった形で進めてまいりたいと思ってお

ります。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  条例改正が上げられているのでというこ

とです。それはわかってます。６３万1,０

００円なんです、計算したら、実質の運営

費が。それが払えないのかなと思うんです

けど、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  要は、今回、吉川の自治会館等もまた自

主運営とかやっていただいてますと同じよ

うに、やはり自主的にやっていただけると

ころにつきましては自主的にやっていただ

くという方向で考えております。ですから

金額の問題ではないかとは思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。金額の問題ではないとおっ

しゃいましたけど、財政再建というのが金

額の問題だと思うんですけれども、その辺

のちょっとすれ違いがあるのかなと思うん

ですけど、ぜひとも、もうちょっと考える

時間があるかもしれませんので、考えてい

ただきたいと思います。 

  では、それはそれとして、職員給与につ

いて、財政再建のところ５％を削減されて

います。そして実施済みというふうに進捗

状況では書かれています。この５％削減と

いうのは町独自でされている財政のことで

す。それに人事院勧告でさらに退職金が下

げられました。またさらなる人事院勧告が

あれば、給与削減というふうな方向に打ち

出されていくのかなと思うんですけれども、

この退職金で１７％、３８０万円が下げら

れることが決定いたしまして、私思うんで

すけれども、この５％削減というのは町独

自の案ですよね。ですからこちらは町長の

方針によって変えられると私は思うんです。

私は職員の働く環境を守るのも町長の一つ

のお仕事だと思います。町長いかがでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの議員の質問についてお答えい

たします。 

  職員の給与につきましては、先ほど申し

ていただいたように、平成２２年４月から

５年間、５％の削減を豊能町独自で行って

おります。また、ことしの１月からは退職

金の支給水準を下げて、また高齢層の職員

の昇給停止についても実施してきたところ

でございます。一方国からは、地方公務員

の給与については、国家公務員の給与の改

定及び臨時特例に関する法律に基づく国家

公務員の給与削減支給措置を踏まえ、各地

方公共団体において速やかに国に準じた措

置を講ずるように要請されているところで

ございます。 

  今後はこうした国の要請の取り扱いにつ

いても検討していくこととなりますけれど

も、町職員の給与水準については、平成２

４年４月のラスパイレス指数が９9.６とな

り、既に給与削減後の国家公務員の給与水

準を下回っていることから、国に準じた措

置を講じることについては、町のこれまで

の給与の削減状況や国の給与削減措置の内

容等を踏まえながら検討していきたいと考

えているところでございます。 

  ただ、給与が削減されている中、さらに
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給与を削減するということは、職員の士気

をより低下させることにもなりかねません。

ただ、給与削減に関する国の要請について

は、こういった先ほどのような士気を低下

させるようなことも考えられますので、こ

れにつきましては慎重に検討していきたい

と考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ２０１３年２月９日、朝日新聞のところ

に、４０市町の給与、国水準上回るという

書き出しで上がっております。ラスパイレ

ス指数というのは国家公務員を１００とい

たしまして、豊能町は９9.６、要するに国

家公務員の給料よりも豊能町の職員の皆様

の給料は低く設定されてますよという、大

阪府では下から３番目の数字に上がってお

ります。これはすごく厳しい国の体制で、

これを超えたものについては、交付金、地

方交付税を削減する方針を決めているとい

うようなかなり厳しいラスパイレス指数の

そういう取り扱いについては、ここにも報

道されているように、ペナルティというか、

そういうのもついてくるんだなと思ってお

ります。 

  もう一度聞きます。私の時間、あと１分

２６秒なので、一番聞きたいことなんです

けど、とにかく人事院勧告から言われてい

る数字というのは動かしがたいんだなと理

解します。それは職員の皆さんには大変申

しわけないですけど、それは飲んでいただ

かないといけないです。さっき言いました、

私、町独自で進められている５％、こちら

を考え直すおつもりはないのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  こちらにつきましては、先ほど申しまし

たように、国のほうからも給与の削減とい

うことも出てきております。現に、ただ、

今、削減した５％以下で、今、ラスパイレ

ス指数が９9.６と、１００を切ってるとい

うこともございますので、そういったこと

もいろいろ総合的に勘案しながら、今後検

討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長、５％を撤回するかどうかにつ

いての質問ですので、その辺明確にお答え

願えますか。 

○町長（田中龍一君） 

  撤回するかについては、今後さまざまな

状況も考えながら検討してまいりたいと思

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ぜひとも職員の皆さんの働く環境を守っ

ていただきたいと思います。５％について

は変えられるのですから、変えていただき

たいと思います。 

  では私の質問は終わらせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午前１１時５分といたします。 

（午前１０時５２分 休憩） 

（午前１１時０６分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、岩城重義議員を指名いたします。 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  豊民クラブの岩城でございます。豊民ク

ラブ最後のバッターでございますので、よ
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ろしくお願いします。 

  私も、町政運営方針からの質問でござい

ますので、よろしくお願いをいたします。 

  まず第一に、安心・安全のまちづくりに

ついてという項目からの質問でございます。 

  地域防災計画を、今後発生する地震や土

砂災害などに備えるため計画を修正します

とあるんですけども、どのように修正され

るかお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  地域防災計画につきましては、町が実施

すべき災害対策とか、あるいは災害発生時

における町の関係機関の役割を定め、それ

から町としてその中で避難所の指定あるい

は備蓄品の整備、それから大阪府を初めと

する防災関係機関との連携をいかに図って

いくかということを定めたものでございま

す。 

  防災計画の策定に平成２５年度予算を計

上しておりますけれども、今現在は国にお

きましては、東南海沖地震の被害想定が今

月の末ぐらいに出されるだろうというふう

に思っております。それに伴いまして、大

阪府のほうが防災計画の新たな修正という

ことをされるというふうに聞いております。 

  豊能町の場合も、東南海沖地震では、被

害想定は人的なものも家屋等についても５

弱でありますので、被害想定はゼロという

ふうにされております。しかしながら、今

度６弱というような想定やというふうに変

更を聞いているところでございまして、そ

れが家屋の倒壊が何件、それから人的な被

害というのがどういう状況やというのが大

阪府のほうから示されてくるというふうに

思っております。それに基づきまして、そ

の被害想定に基づいて防災計画を作成する

というふうに今後、今年度についてはそう

いう形になるのではないかなというふうに

思っております。ですから被害がふえたり

しますと備蓄品の数量等も関係してまいり

ます。 

  それから以前に新聞等に載りましたけれ

ども、原子力発電所の事故あるいは災害等

が起きたときに、新聞発表されましたけれ

ども、風向きによっては能勢町あるいは豊

能町、北摂の関係で、一部風向きによって

被害を及ぼす影響が出るかもわからないと

いうような調査が出ておりましたので、そ

の辺についても大阪府のほうから指示があ

るだろうというふうに思っております。 

  それから津波等で、豊能町の場合は関係

ないんですけれども、近隣の市あるいは大

阪市等が被害を受けたときに、豊能町が避

難場所としていかに提供ができるかとかい

うようなことについても、広域的な協力と

いう、協定といいますか、そういったよう

なことについても防災計画上の中では大阪

府のほうから要請をされるのではないかな

というふうに思っております。それらにつ

いて防災計画を策定してまいりたいという

ふうに思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  防災計画は、やっぱりこれいつ災害が起

きるかわからない状態でございますので、

できるだけ早くしていただきたいと思って

おります。 

  次にいきますけども、通学路の安全確保

という項目がございまして、社会資本整備

総合交付金を活用し、必要な整備を行うと

あるんですけども、これはどのように取り

組んでいく予定かお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  通学路の安全確保対策でございますが、

昨年の秋に関係機関、教育委員会、学校現

場、ＰＴＡ、警察、道路管理者等々で合同

で点検を行った結果、本町内には２３カ所

の点検要望箇所が上がっておりましたが、

本町の対応できる場所は１０カ所でござい

ます。さらにその後３カ所の要望が上がっ

てきております。それらについての安全対

策の施行計画でございますが、今年度たま

たま要望箇所の１カ所を他の工事で施工す

る現場がありますので、その工事に合わせ

て防護さくを１個設置する工事を追加して

対策を行う予定でございます。平成２５年

度以降２カ年でその要望箇所の１３カ所の

うち１２カ所をやっていく予定でございま

して、平成２５年度におきましては８カ所

を対応すべく考えております。残りは平成

２６年度の対応で考えております。 

  以上でございます。なお、工事の内容に

つきましては、防護さくそれから区画線、

あとカーブミラー、啓発看板設置工等でご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  通学路の安全にも関連するんですけども、

豊能町内におきましては車いすが通れない

歩道が、私はたくさんあると思うんですけ

ども、何カ所ぐらい町として、通れない箇

所を何カ所把握しているかお聞きをいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  物理的に車いすが通行できない歩道とい

ますのは、本町内では光風台地区に存在し

ているというふうに考えております。具体

的には１丁目と２丁目の間の道路にかかる

歩道並びに２丁目から３丁目のマンション

とか銀行の横の通りの直線の道路、さらに

３丁目から４丁目間の国道までの歩道の道

路には街路樹ます等があり、車いすの通行

には支障を来しているというふうに認識し

ております。 

  対策としましては街路樹の撤去というの

が可能でありますが、この件につきまして

はなかなかいろいろと意見を伺っていると

ころでありますので、慎重に検討してまい

りたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  町長は町政運営方針にも、安心・安全の

まちづくり第一みたいな感じの発言をされ

ておりますので、これ街路樹が邪魔で通れ

ないということであれば、ほかの施策、方

策があるのではないかと私は思うんです。

片側に寄せて片側の街路樹をとってまうと

かいうのがあると思うんですけども、その

辺のお考えはないんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  現況歩道付近は非常に狭くて、街路樹が

あることから、歩道を車いすが十分通行す

る幅員が確保できていないというのは重々

承知いたしておりますが、街路樹を全面的

に撤去するということにつきましては、な

かなか直ちに可能と考えるのは難しい面も

あるのではないかと。それと片側の歩道を
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なしにして片側にあわせて、片側に広い歩

道を設置するというのは一つの解決手法か

とは思いますが、それには膨大な事業費が

必要になってくるのではないかということ

から、直ちに非常に難しいのではないかと

考えておりますので、今後とも、街路樹が

枯れたりした場合はその分随時補充せずに、

ますに舗装等を加えて通行可能なような状

況にはしていきたいとは思いますが、なか

なか直ちに進めるというのは非常に難しい

と考えておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これやっぱり住民の定住化またＩターン、

Ｕターンをアピールする上にも私は大事な

ことやと思っておりますので、どうかもっ

ともっと取り組んでいただきたいと思いま

す。 

  次に、氾濫するおそれのある河川、私は

何カ所か、私個人としてはあると思ってお

るんですけれども、町といたしまして何カ

所ぐらい、氾濫する河川があると把握して

はりますか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  昨年、大阪府におきまして、河川の降雨

確率によるシミュレーションの洪水リスク

の開示が行われております。それは本町の

３階のエレベーター前のロビーにも配置し

ておりますが、それによりますと、余野、

切畑、川尻地内で氾濫の可能性があること

が示されております。 

  その降雨確率でございますが、１０年確

率、３０年確率、１００年確率、２００年

確率という形でシミュレーションされてお

りまして、それらのシミュレーションをし

た図面によりますと、余野、切畑、川尻地

内で氾濫の可能性があるというふうに示さ

れておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そう示されておるのであれば、何らかの

手を打っていくというのがやっぱり安心・

安全のまちづくりにつながっていくと思い

ますので、どのような手を今後打っていく

のかをお聞かせ願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  先ほど申し上げました降雨確率による氾

濫の予想、洪水リスクの開示の件でござい

ますが、それら河川全てが大阪府の管理河

川でございまして、我々町といたしまして

は、従前からもあふれそうな部分につきま

して対策をというふうに要望を、池田土木

事務所にしてまいったところでございます。

今のところ対策としては、町としては大阪

府に働きかけているというところでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  もっともっと大阪府のほうへ働きかけて

いただきたいと思います。町の管理の河川

いうか、それにはそういうところはないん

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  町が管理する準用河川並びに水路でござ

いますが、豪雨とかの雨量によってはあふ
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れる可能性があるというふうに考えており

ます。したがいまして来年度では、その一

部でありますけども、護岸の改修、流路断

面を大きくするというような工事を着手す

る予定をしております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それではよろしくお願いいたしまして、

次にいきますけども、土砂災害が結構発生

する箇所、私は私なりに把握しているとこ

ろはあるんですけども、町といたしまして

はどれぐらい把握しておるかをお聞きいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  豊能町の土砂災害の起こる可能性という

ことでございますが、ざっと言いますと東

地区の旧村、そこら辺についてはほとんど

のところが土砂の災害に可能性があるとい

うような図になっております。東地区でも

希望ヶ丘についてはそういう危険性はない

というようなことは言われてますけれども、

そういう状況になっております。特に川尻

とかそれから木代の平野地区とか、できる

だけ国のほうにおいて砂防の工事等はやっ

ていただいておりますけれども、順次され

ておりますので、なかなか対応がいかない

というようなところでございます。それか

ら西地区の住宅地等についても、一部土砂

災害の、多量に雨が降ると土砂災害の起こ

る危険性がある箇所というのは一部にある

というふうに把握しているところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これは今、大阪府が主に工事やってると

思うんですけども、町は工事することはな

いんでしょうか。お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  以前は国の補助あるいは府の補助を受け

て町が実施をした箇所は大分前に、昭和の

時代にあったというふうに思っております。

ただ、平成に入ってからはそういう補助制

度、町がやる補助制度というやつについて

はございません。ですから町単独でも非常

に難しいということがございまして、ここ

１０年以上、町が事業をやったという記憶

はないというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  今、住宅の旧村、何でしたかな、定住化

策のことで高橋議員が得意な分野のあれが

あるんですけども、ちょっと今、ど忘れし

ましたけども、それで、あれは旧村を売り

出すみたいなことなんです。それやのに旧

村が全体が危ないとこばっかりやというこ

とでは、なかなか進まないのではないかと

思いますので、これ府がするということで

あるのであれば、府のほうにがんがん要望

していただきたいと思っておりますが、い

かがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  府のほうも、昔は府の単独事業というこ

とでどんどんと施行していただいたんです
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が、府のほうも金がなくて、国庫補助を対

象としてやられているというのが現状でご

ざいます。 

  町も工事はできませんけれども、例えば

川尻地域については、昨年の６月に集中豪

雨を想定しまして、地域の皆さんと避難訓

練といいますか、避難をやりまして、どう

いうところに問題があるかということを住

民の方とワークショップ形式でいろいろと

論議を、大阪府の池田土木等も入れまして

論議をいたしまして、川尻版のハザードマ

ップというふうにこしらえまして、もしも

そういう避難をしていただかなければなら

ないというようなときには、どの経路を通

って避難をしていただくというようなマッ

プをこしらえたということでございまして、

順次そういうところについてはハザードマ

ップ等をこしらえて、住民の方々とを話し

合いを持っていきたいというふうに思って

おります。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ではそのように一生懸命頑張っていただ

きますようにお願いいたします。 

  次に、防犯カメラの設置のことでござい

ますけれども、防犯カメラは街頭犯罪だけ

ではなく、子どもに対する性犯罪や空き巣

などにも強い不安を今抱いておる、住民さ

んが抱いております住宅地や通学路につい

ても、今後防犯カメラの設置が必要ではな

いかと私は思っておるんですけれども、町

としてのお考えをお聞かせ願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  新光風台からの要望を皮切りに、町によ

る防犯カメラ設置に対する事業要望が数年

前から出されてきましたが、費用対効果及

び肖像権、プライバシー問題の理由で実施

がかなわず、新光風台では地元自治会単独

による設置を行い、順次、東ときわ台など

西地区の自治会においても自治会単独によ

る設置が進んできている状況でございます。 

  東地区におきましても、設置を検討して

いる自治会があると聞いておりますが、ラ

ンニングコスト等がかかり過ぎるなどの問

題から頓挫しているとの情報もございます。 

  防犯カメラ設置しましたら、街頭犯罪と

か、今、議員おっしゃいました犯罪等が激

減するという情報、警察からの情報もござ

いますが、カメラの効果については、今言

いましたように実証済みでございますが、

本町としましては、かねてから、以前から

質問ございましたんですが、防犯カメラ設

置への町単独での事業実施並びに補助金の

交付につきましては、財政上からも難しい

状況であるものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  この防犯カメラにつきましては、府のほ

うで何か補助金がついたとの、私のアンテ

ナにひっかかってきたんですけども、町の

ほうではそれは把握してはりますでしょう

か。お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃることでございますが、去

る２月２５日に大阪府で開催されました、

安全なまちづくり市町村連絡会議におきま
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して、突然、大阪府青少年地域安全室から、

平成２５年度についての子どもや女性を犯

罪から守る防犯カメラ設置補助金を総額2,

４００万円を要求しているとの情報提供が

ございました。 

  補助の内容は、府域で多発する子どもや

女性を対象とした犯罪の抑止を目的として、

市町村に対しカメラ１台当たり補助率２分

の１、上限１０万円の設置補助を行うもの

ということでございます。 

  これまでのカメラ設置補助金は街頭犯罪

の多発する駅前などに指定されまして、本

町ではその基準が適用されずにまいりまし

たところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  その市街地だけだったやつが、一般の豊

能町にも使えるということですわな。これ

町長、積極的に取り入れていくというお考

えはないでしょうか。町長お答え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  本補助金は、今、自治会で、西地区とか

カメラ積極的に設置されているところもご

ざいますので、また自治会に対して適用可

能かどうか、府議会で議決された後に、そ

ういったことができるのであれば検討を始

めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それではよろしくお願いいたします。 

  次に、新しい消防庁舎が秋に完成する予

定でございますけども、この新しい消防庁

舎の役割について、どのようなことを担っ

ていくのかいうことを消防長のほうからお

答え願えますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  岩城議員の質問に対する答弁を行います。 

  我々消防職員というのは、住民の生命、

身体、財産をあらゆる災害から守るという

使命がございます。日夜、有事の即応と、

対応するということで、そういう活動の拠

点が新消防庁舎であるというふうに認識を

しております。 

  それからまた、消防庁舎におきましては、

箕面市との消防連携のさらなる体制の強化

と、大規模災害時における災害活動の拠点

でもあるというふうにあわせて認識をして

おります。 

  それと新消防庁舎ということで、機能の

充実ということもございまして、特に消防

のといいますか、将来の消防行政需要に的

確に対応するということと、資機材の備蓄

また住民の防火防災の教育、例えば救急講

習、また防火講習、防火相談などの実施を

行う。またＯＡ化への対応をすると。さら

には職員の屋内訓練を通じての体力錬成も

ろもろ、諸機能の充実が行われるというこ

とでございまして、今後の本町の消防防災

活動の拠点であるという位置づけで、やは

り住民にとっては安心して暮らせる、災害

に強い安全なまちづくりの推進に大きな役

割を果たすのではないかなというふうに私

は認識をしております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 
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  いろいろ質問してまいりましたけども、

私はやっぱり安心・安全が第一やと思って

おります。近い将来に安全・安心のまち豊

能町宣言というものを出せるような取り組

みをぜひお願いをいたします。 

  次にまいりまして、元気に暮らせるささ

えあいのまちづくりの項目から質問をさせ

ていただきます。 

  地域密着型介護老人福祉施設や、機能訓

練型通所介護施設の整備を行うとあるんで

すけれども、具体的にはどういうことかを

お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  地域密着型老人福祉施設でございますが、

定員が２９人以下の特別養護老人ホームの

ことでございまして、入所できるのは、原

則、施設が所在する住民の方しか入所でき

ないものとなっております。 

  本町では、民間活力を導入して行います

豊悠プラザの再整備事業の一つのメニュー

としておるものでございまして、来年度、

平成２５年度中完成を目指しているもので

ございます。 

  なお、今回整備する地域密着型介護老人

福祉施設の定員は、施設の面積等の関係か

ら２２人としておるところでございます。 

  もう１点の機能訓練型通所介護施設でご

ざいますが、機能訓練を中心としましたサ

ービスを提供するデイサービスセンターの

ことでございまして、日常生活上のお世話

や入浴などを中心としたサービスを提供す

る一般型のデイサービスセンターとは異な

るものでございます。これも同じように豊

悠プラザの再整備事業の一つのメニューと

しまして、来年度、平成２５年度中に整備

を目指しているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  豊悠プラザのことだったんですね。よく

わかりました。 

  次に、高齢者福祉計画及び介護保険事業

計画についてお聞きをいたします。 

  今、中間年に当たるということですけど

も、今後のことにつきまして、もう来年ぐ

らいに考えなあかんと思うんですけども、

これについてはどのようなお考えかお聞き

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃいましたように、今、第５

期の高齢者福祉計画を進めておるわけでご

ざいますが、第６期の計画につきましては

平成２６年度に作成をしなければいけない

ところでございます。 

  今までの高齢者介護計画では、介護保険

運営委員会におきまして各計画年次の進捗

状況の把握・検証など、進捗管理を行って

いるところでございます。一般高齢者施策

につきましても、計画期前に進捗状況など

課題を検証し、次期計画に反映していきた

いと思っております。 

  今後はしっかりと現状把握や課題抽出な

どをすることによって、さらなる高齢者施

策の推進に取り組み、第６期計画につなげ

てまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 
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  豊能町もやっぱり高齢化が進んでおりま

すので、高齢者のニーズにあったような福

祉の計画をぜひともしていただきますよう

にお願いをいたします。 

  次に、活力のあるまちづくりについての

項目からお聞きをいたします。 

  この町政運営方針には、農家の方がそれ

らの野菜を積極的にＰＲして販売できるよ

うに、西地区に農産物直売所の設置に向け

検討しますとあるんですけども、ここも具

体的に場所が決まっておるのか、どういう

計画かをお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  農産物直売所の件でございますが、本年

度中に設置ができればいいというふうに、

生産者の団体の方と意見交換を行っている

ところでございまして、具体的な場所とし

て町が生産者に提示いたしておりますのは、

保健センター周辺の場所を提示いたしてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これ前からずっと、こういう道の駅構想

とかあって、みんなだめになった経緯が結

構あるんですけども、確かにこれやってい

けるんでしょうか。その辺私ちょっと心配

しておりまして、その辺のことをちょっと

お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  議員おっしゃるとおり、前回この双葉保

育所跡地での直売所の件で頓挫したという

ような経緯がございますので、我々として

はできる限り軌道に乗るような形で検討し

てまいりたいとは思いますが、今後、生産

者等の関係者との話し合いを詰めていきた

いというふうに考えておるところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  頓挫ばかりするわけにはいきませんので

ね、よう詰めていってもらって設置してい

てほしいと思います。 

  次に、地産地消のさらなる推進とあるわ

けなんですけども、地産地消事業のさらな

る推進のために生産者と消費者が集える場

の提供や、学校給食への地元食材の供給な

どに取り組むとあるんですけども、これは

具体的にどのようなことを予定されている

かをお聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  地産地消のさらなる推進につきましては、

今現在行っております学校給食への食材の

提供でございますが、これにつきましては

教育委員会とより密接な情報交換を行い、

より生産者の生産物が給食の食材として使

用していただけるように協議を進めてまい

りたいという考え方でございます。 

  それと、今現在行っております地産地消

フェア、これは農業関係団体の主催による

ものでございますが、その支援を継続して

行っていくという考えのものでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  その給食に使うということなんですけど

も、中学校は今度給食化するわけですけど

も、これ外の弁当屋さんに注文する場合、

その場合は今、川上部長おっしゃられたよ

うに、うちの豊能町のやつを使ってもらえ

ないのではないかという懸念があるんです

けども、その辺のことはどうなるでしょう

か。お聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、川上部長のほうから答弁いたしまし

たのは、現在行われている小学校給食につ

いてでありますが、将来中学校給食につい

ては現在計画を立てておりまして、デリバ

リー方式というのを導入する予定でおりま

す。昨年ある業者をお尋ねして、私も試食

をしてきた際に、できるだけそういった町

の食材を使えないかというお話をしており

お米についてはなるべくそういったことの

導入も可能だろうというお話も聞いており

ますので、詳細についてはその辺も含めて

これから詰めていきたいというふうに思っ

ています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それではよろしくお願いいたします。 

  次は４番目の項目でございます。 

  ユーベルホールの件は先ほど同僚の井川

議員のほうからございましたので割愛しま

して、図書館の貸出という項目がありまし

て、巡回図書館がまた復活するのかなと私

ちょこっと思っておるんですけども、これ

はそのような考えでいいんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  図書館の巡回貸出についてでございます

が、これは移動図書館では、まずございま

せん。 

  内容ですけれども、２点ございまして、

１点は、今まで基本的に町立図書館、一般

の住民さんに資料を提供するというところ

でございます。各学校、所園からリクエス

ト等がございましたら、その都度職員がま

とめて持っていったりしておるわけですが、

今回は小学校、まず小学校４校、中学校２

校でございますが、特に調べ物学習を中心

に６校分、本を買いまして、これは新しい

新刊図書でございますが、それを６校、例

えば６グループのセットを買いまして、そ

れを１年間で全体に渡るようにするという

ところでございます。 

  もう１点は、保育所、幼稚園でございま

すが、保育所、幼稚園あるいはすきっぷ、

全部で四つなんですけれども、これも４グ

ループＡＢＣＤセットの、特に絵本中心で

ございます。保育所、幼稚園専用とすると

いうことで買いまして、それを年４回ごと

に四つを全体に、図書館が中心として配本

をして回すということでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  学校へ行くんでしたら、ついでと言った

らおかしいんですけども、交通の不便な地

域、結構豊能町ありますので、その辺へ前

の移動図書館が行ければ、バスが不便で今

の図書館まで行かれない人は結構いてはり

ますので、その辺のことは考えるおつもり
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はないでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  大事な課題の一つだとは認識しておりま

すが、できるだけ検討していきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  今、最後でいいお答えをいただきました

ので、私の質問は以上といたします。あり

がとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊民クラブの一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午前１１時４３分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、町政会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  こんにちは。７番・永並啓です。町政会

を代表し、一般質問をさせていただきます。 

  時間限られていますので、すぐに質問に

入りたいと思います。厳しい質問になるか

もしれませんが、期待を込めてということ

ですので、御理解をいただけたらと思いま

す。 

  順序は異なりますけれども、まずダイオ

キシン問題についてお聞きしたいと思いま

す。 

  まず町長には真剣に取り組んでいただき

たい。１２月議会の答弁では、ダイオキシ

ンはこれまで解決できなかったからなかな

か難しいというような後ろ向きな答弁され

ました。やはりこの発言はいただけません。

確かにダイオキシンというものは、発生し

てから１０年以上、いまだに解決できてい

ません。しかしこれまで日下町長、池田町

長も何とか自分の任期中に解決するという

強い思いで取り組んでまいりました。確か

に住民の中には、もうダイオキシンという

ものは過去のものとなっている、考えてい

る人も多いと思います。でも町長、今はも

う一住民ではなく、豊能町を引っ張ってい

くリーダーなんです。副管理者と相談して

とよく言われます。もちろん緊密に相談し

て連携を強める、重要なことです。しかし

最後には決定するのは管理者であるあなた

であるということを忘れないでいただきた

い。やはり何としてもこの４年間で解決す

るんだという気持ちで取り組んでいただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの永並議員の質問に対してお答

えいたします。 

  まず前置きですけれども、これはまず本

質疑の回答につきましては、本来豊能町長

として答弁すべき事項ではございませんと

いうか、豊能町環境施設組合の議会で答弁

させていただいた範囲でお答えさせていた

だきたいと思っております。 

  その中では、今現在、鋭意、今回、１市

３町のほうで、国崎クリーンセンターとい

うところで処理していただくということで
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能勢副管理者とも話をさせていただいたと

ころでございますけれども、現段階では難

しいという話がございまして、また引き続

きお願いしていきたいと考えておるところ

でございます。 

  また、国や府に対してもより一層の支援

を求めておりまして、組合としてもこれら

の支援を受けながら、一刻も早く処理でき

るように取り組んでまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ありがとうございます。 

  なかなか難しいということですけれども、

そうしたら何が原因で難しいのか。次に引

き続きお願いに行くに当たってどういった

準備をされて行くのか。ただ管理者のもと

に行ってお願いします、これで受けてもら

えるとは思いません。そういった、だめだ

った場合は、やはりだめでしたではなくて、

どういった部分が原因である、こういった

ところを解決したらいけるんだ、そういっ

たふうに答えていただきたいと思いますが、

いかがですか。お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  この問題につきましては、答弁いたしま

す。 

  先ほど申しましたように、本来施設組合

の議会で答弁させていただいた範囲でお答

えさせていただくということですので、こ

れにつきましては現在、施設組合の議会で

の範囲でございますので、今の答弁はこの

場でお答えするべきものではないと思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それくらいの答弁できないですか。それ

ならいいですけども。 

  一度行く、営業マンというものは、一回

行ってだめだったら何回も行って、５回ぐ

らい行ってようやく新規契約をとる、それ

ぐらいの覚悟を持って行くんです。やはり

町長におかれましても、そういった気持ち

を持って行っていただきたい。じゃあ答え

られる範囲で答えてください。じゃあその

準備という意味で、町長は行かれる前に、

例えば環境保全委員会ありますよね。それ

とか川西市の議員の方、地元住民の方、こ

ういった方に会って理解を求めて行かれた

のかどうかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり今申しましたように、私この場で

お話しするようなものではないと思ってお

ります。この場は、今回平成２５年度の所

信表明、それと予算に関しまして一般質問

ということでお答えしておりますので、こ

れはやはり施設組合の議会でのはんちゅう

ではないかと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時０６分 休憩） 

（午後１時０７分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私といたしましても、何とかこの問題に

つきましては早期の解決を図ってまいりた

いと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それ以上答えてもらえないのかな。私が

言った、準備として、川西市の議員であっ

たり。国崎クリーンセンターって豊能町に

あるんじゃないんですよ。川西市にあるん

ですよ。じゃあ町長、お聞きしますけど、

川西市長である管理者が引き受けてくれた

場合どうなるかということを考えたことは

ありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然、引き受けていただければ、地元の

住民の方に説明をして御理解を求めていた

だくと、求めるという形になります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  町長の答弁はかなり冷たく感じます。何

か法的にもオーケー、技術的にもオーケー、

そうしたら処理はできる、こういうロジッ

クがあるように思います。やはりそこに、

今まで解決できてこなかったのは、そこに

住民感情というものが入ったからです。町

長はまちづくりを２４年経験されてきた、

選挙でおっしゃっていました。まちづくり

においても一番配慮しないといけないのは、

その地域住民の感情、そこが重要になって

くると思います。しかし今のような発言で

はそこが一切抜けているように感じます。

もっと相手側の立場に立って、じゃあ川西

市長どうなるか。説明するんじゃないです

よ。絶対に、引き受けたら川西市の議会か

らも追及されますよ。何で処理するんや。

環境保全委員会からも追及されますよ。も

しかしたら地元で反対運動起こりますよ。

でも豊能町と能勢町はそういった場合何も

できないんですよ。何ができるんですか。

川西市の議会に行って何かできますか。で

きないんです。だから引き受けてもらえな

い。そうしたら豊能町としては、そういっ

た人に何度もお会いして理解を求めていく

しかないんですよ。そういったことをわか

らないですか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これにはやはり、ものには順序というも

のがありまして、私はまずは川西市長さん

にお話をして、そこから理解を求めて、そ

れから話を進めていくべきだと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それじゃあ理解求められませんて。だっ

て市長の立場からいったら何のメリットも

ないじゃないですか。それをもっといろい

ろな人が協力してもらうように、周りを、

協力体制を整えてから行かないと。そうい

う意識だからですよ。 

  正直、言いたくなかったですけど、もう

あえて言わせてもらいます。先日の１市３
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町町の組合議会、町長、一般質問のとき、

うとうとされてましたよね、結構な時間。

それを川西市の議員さん見てるんですよ。

川西市で処理しよう、国崎で処理しようと

している。そうしたらそれを処理しようと

している豊能町長がうとうととしている。

そんな真剣さが伝わらない状況で受けても

らえると思いますか。やはりもっとそこは

きりっとして緊張感持って、すべきや思い

ますけど、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  うとうとしていたとは僕は思っておりま

せん。それは客観的に見てはるだけで、ど

ういったかというのは、僕はそんなこと、

寝てたという事実はございません。そんな

ことは言わないでください。無責任でござ

います、今の発言は。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時１１分 休憩） 

（午後１時１２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  そうしたら、町長であるならば、もっと、

どのようにしたら理解を得て進むのか。現

に断られている。なぜ断られるか、その原

因を押さえた上で行かないとずっと断られ

ますよ。同じように川西市長にお願いしに

行ったって断られます。そこのところをわ

かった上でぜひとも前向きに、絶対処理が

できるんだという、１２月のときのような

答弁は控えていただきたいと思いますが、

いかがですか。最後にそれだけお答えくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  安全解決に向けて最大限の努力をいたし

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それでは次に町政全般についてお聞きし

たいと思います。 

  先に、所信表明に示された方針の具体策

と町長退職金についてであります。 

  町長が就任して半年が経過するんですが、

ちょっとこれまでの町長の町政運営を見て

いると、私自身の中ではリーダーシップと

いう面では疑問を感じてしまいます。 

  １２月議会の私の一般質問の中で、私は

町長に退職金を削減するべきではと質問し

ました。そのときの理由としまして、大阪

府の松井知事が７００万円まで削減したこ

と。報道では、松井知事は、各市町村の首

長も賛同していただけるとありがたいとお

っしゃってました。それとか、改革派の首

長は率先して退職金を大幅に減額もしくは

辞退されていること。豊能町と同じ大阪府

の一自治体である大阪市の橋下市長は、市

長が知事よりもらうのはおかしいというこ

とで、同じくらいの削減をしたこと。私も

同意見です。田中町長は選挙においてどこ

の政党からも指示を受けず、住民の力で選

挙を戦われたわけですから、住民感覚と異

なる、たった４年をして退職金がもらえる

というようなところは早急に修正すべきで

あるということ。そして前町長は半分にさ
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れていたから、トータルでの削減額は前町

長のほうが上回ってしまう。これは住民に

対して、改革をしていくんだ、本気で取り

組むんだというメッセージ力を低下させる

ものであることなどを理由に、削減をして

はと質問させていただきました。これだけ

理由を上げたんですが、町長は条例どおり

ということで受け取るとおっしゃられまし

た。しかし２週間後には、国が退職金の削

減を行うということから、豊能町職員の退

職金の削減を行うようにした。その際に方

針を転換され、みずからの退職金も削減す

るとおっしゃられました。しかし自分の部

下である職員の退職金の削減をするにもか

かわらず、みずからの退職金は削減しなか

ったこと。これについては昨日、手続上間

に合わなかったとおっしゃってますが、本

当にリーダーシップというものを重要視す

るのであれば、私はいろいろ方法あったと

思いますよ。手続的に間に合わなかったで

はないと思います。最初から、私もこれだ

け削減しますから協力してくださいと言え

ば十分間に合った話です。それで間に合わ

なければその時期をずらすことだってでき

ます。ずらしてる自治体もあります。です

から、手続上間に合わなかったということ

は違うと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これもうちの職員の方にも聞いていただ

いても構いません。この話は申しておりま

したけれども、事実、手続上間に合わなか

ったというのは事実でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  だから、手続上間に合わないのであれば、

それをずらせばいいだけです。２月、３月

でもいいんです。ずらしてるとこあります

よ。混乱が起きるからということで４月か

らにしている自治体もありますよ。リーダ

ーシップというものを非常に重要視をする

なら、私はこれは非常に重要だと思います。

退職金の削減、それはやはりトップがして

それから職員です。そのことは非常に重要

視してますから、ずらすという選択肢はあ

ったと思います。だから手続上間に合わな

かった、それは僕は言いわけにしかすぎな

いんじゃないかと思いますが、そういうこ

とはじゃあなぜされなかったのかお聞きし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはりこれ、早急に退職金の条例につい

ては改正する必要があったというふうに考

えております。ですので今回、あの１２月

の時点で出させていただいたところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  いや、現にほかにずらしている自治体と

いうものもありますよね。だから私は、そ

こはリーダーシップというものを非常に重

要視している。だから一緒に出すというこ

とが非常に重要だと考えているから言って

るんです。そこの認識というものは、ずれ

がありますけど、そこは重要だと思います

よ。これから４年間、３年半豊能町を引っ

張っていく、その立場にいるんです。やは
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りそういったところからも非常に慎重に扱

わなければいけないと思います。だから手

続上間に合わなかったからずれてしまった

んだ、そういったものは通用しないと思い

ますよ。だから私はそういったところも踏

まえて、質問に戻りますが、リーダーシッ

プという意味では若干疑問視、疑問の点が

出てきているということを言わせていただ

いてます。それ以外にも、例えばみずから

が判こをついて出した議案を撤回したこと。

小寺議員の質問で明らかになりましたけど、

前町長からの引継書にみずからサインをし

ているのに、内容を把握せずに思い込みで

間違った答弁をされたこと。これは町長が

就任直後で仕事になれる、なれないという

問題じゃないと思ってるんですよ。だって

サインをするとか判こをするということは、

その内容を全部自分が引き受ける、その責

任を全部持つということなんですよ。そこ

ができてなかった、それは僕はすごい深刻

な問題だと思います。そういうのがあるか

らどうしても緊張感に欠けるんじゃないか、

欠けてるんじゃないかというふうに写って

しまうんです。町長という立場です。皆さ

んに見られてるんです。そういったところ

は特に注意をして運営に挑まないといけな

いと思います。 

  それでは質問に戻りますが、行革にとて

も重要なのは意識改革であります。それを

成功させるには、何よりもあなたの強力な

リーダーシップ力が必要になってくる。だ

から今まで上げた点というものは非常に重

要なんです。そこはどんどんクリアにして

職員からの信頼を勝ちとって、私について

きてくださいというような、こんなパワー

を持ってやっていかないと、改革なんて何

も進んでいかないですよ。 

  町長の就任直後の所信表明では、住民サ

ービスの徹底、経費の削減、歳入増加、働

きやすい効率的な職場の実現、四つの基本

的な考え方で意識改革としてます。町長は

発信するだけです。それを実際に職員にや

ってもらう、これが重要になります。今回

の町政運営、それを見ると言葉が変わりま

した。でも今のほうが響きはいいんですよ。

耳には入ってくるんです。でも標語のコン

テストに応募するわけじゃないんですよ。

言葉なんてどっちでもいいんですよ。大切

なのはあなたの４年間の所信表明を出した、

それを毎年度、毎年度、町政運営において

具体的にどのようにそれを実行していくの

か、それを示さないと。それがないんです。

四つの基本的な考え方を職員に徹底させて

いく方法、これ聞きたかったんですが、橋

本議員のほうから聞いた際に、何ですかね、

朝礼で毎回言う。それとか張り紙をすると

いうことをおっしゃってました。ペットの

しつけじゃないんです。同じことを繰り返

し言って理解する、そういうんじゃないん

です。やはりやり方、別の角度から言うと、

町長は１２月議会で、職員の方は非常に優

秀だと答えられてます。優秀な方だったら

１回聞いたらわかりますよ。それに職員の

意識改革、こういった言葉の問題は日下町

長時代からずっと同じようなことは常に言

われてます。じゃあなぜいまだに、町長は

所信表明をされた際に、さまざまな提案を

してきたが影響力はなかった。優秀な職員

なのになぜ影響力がなかったのか。これは

なぜだと考えますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。わからなんだら再度論

点をあわせて聞いてください。許可します。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  済みません。先ほどの趣旨がわかりませ

んでしたので、もう一度質問をお願いいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  自分の時間ですか。 

  四つの基本的な考え方を職員に徹底させ

る。所信表明でも述べておられます。その

徹底させる方法として、先ほどの答弁でも

ありましたけども、張り紙をする、それと

か朝礼で言う。私は、そのことはもうさん

ざん職員は言われてきてます。それで僕は

意識改革ができるとは思ってません。それ

に所信表明の中でもあなたは、今まで一住

民としていろいろと提言してきたが影響力

はなかったと書かれています。１２月議会

の中では町長は、職員は非常に優秀ですと

答えられています。優秀だったら影響力、

提案したら反映されるでしょう。それがで

きない理由はどこにあると思いますかとい

うことを聞いてるんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まずは、できなかったというのは、私は

今、私がなって、町長に就任させていただ

いて、いろいろな今の意識改革のことを出

させていただいたりとか、一緒に仕事を進

めるに当たって、それについてはもう職員

の皆さんは前向きにやっていただいている

と私は思っております。できていないとは

思っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  所信表明の中にそれが書かれてたのでね。

住民の立場から提案してきたと、でもそれ

は反映されなかった。そうしたら提案の内

容が悪いのか。いいのであれば、職員がそ

れを見ても無視してたのかということにな

りますから、それやったら、優秀な職員や

ったらそれは見たら採用してるんじゃない

ですかということです。だから私は、さん

ざん今まで意識改革という意味では言われ

てますから、今度は田中町長が具体的にど

のように、仕事のやり方というものがずれ

てるんだと思ってるんです。意識改革とし

て張り紙をする、朝礼で言う、そういうん

じゃなくて、ここはこういうふうにするん

ですよと、ここはこういったところがぐあ

い悪いですよとか、そういったところを、

いろいろな制度があります。やり方があり

ます。そこを田中町長が具体的に示す、こ

れが町政運営で欲しかった。そこを聞いて

るんですが、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当初の設定の質問にはない質問でござい

ますけれども。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長、あるとかないとかいう問題は言わ

ないでくださいね。 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時２５分 休憩） 

（午後１時３２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは哲学を示して、基本的なところを

一致してると思っております。 

  また、個別の話につきましては、現在、

プロジェクトチームというものを組んで、

今その実現に向かって鋭意やっているとこ

ろですので、その結果についてはまだ出て

おりませんが、近いうちには成果を示せる

ものではないかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  わかりにくい質問で済みませんね。 

  意識改革の方法で、プロジェクトチーム

じゃなくて、それはリーダーがどういうふ

うに運営してもらうのか。僕はそれはリー

ダーが方法を選ぶんだと思いますよ。じゃ

あ同じ職場内にいて、例えばＰＤＣＡでよ

く回してますと言います。同じ人が、今ま

で同じ業務をしてた人がどうやってチェッ

クするんですか。形上回ってるだけで、そ

こへ違う人の考えが入らないと、チェック

してもどこが問題かというのは明らかにな

らないんですよ。豊能町には、例えばたく

さんの部下を扱ってきた人、たくさんいま

す。いろいろな人事の方法ってあると思い

ます。そういった人の意見を聞くとか、そ

ういったことをされたらどうですか。そこ

についてお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今、御指摘いただいたように、当然、も

のを進めるに当たりましてはさまざまな方

の、必要であれば意見を聞いて進めてまい

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やはり僕は、リーダーシップというもの

はまずリーダーがこういったふうにやるん

だということを示すべきだと思いますよ。

それでどういう意見があるんだ。１２月で

も言いましたが、下の声を吸い上げる、こ

れは安定してるとき、企業がゆっくり成長

してるときはいいですよ。でも追い込まれ

た企業を立ち直らせる、改革させるという

ときは強力なリーダーシップがないと変わ

らないですよ。そこはどんな企業でも、再

生にかかった企業でもそうですよ。一人の

強力なリーダーシップ。ＪＡＬでもそうで

す。そういったふうに改革をしないと変わ

っていかないですよ。それを私は田中町長

に示してくださいと、もっと私はこうある

べきだ、こういうふうにするんだというこ

とを示してくださいと言ってます。いつも、

誰々に聞く、誰々に聞く、職員から吸い上

げるじゃなくて、そういったふうには少し

はできないですか。そこだけお聞かせくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ただいまＪＡＬの社長というお話ありま

したけども、ＪＡＬの社長の稲盛さんは京

セラフィロソフィということで哲学を示し

て運営をしているという意味ございまして、

私はそれも見習いながら一定の哲学を示し

て、今、やっているところでございます。 

  それと方向性につきましては、こういっ
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たことをすべきだということについては町

政運営方針の中にも書いておりますし、そ

れを具体的にするために、現在プロジェク

トチームを立ち上げて具体的に、今、進め

ようとしているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  わかりました。結果を待ちたいと思いま

す。本当は町長自身がこんなのあるよと、

いろいろなことを出していくべきかなと、

私自身は思っております。 

  次に、公約の目標設定についてです。今

の公約というものは、田中町長に限らず、

多くの地方自治体の首長同様、非常に抽象

的であります。今回の町政運営方針を見て

も、定住化を促進する。人口増加に力を入

れる。丸々を推進する、促進します、努め

ます。この言葉が非常に多いんです。やは

り増加を目指すんだったら、何人くらいの

人口増加を目指す、世帯数をどれくらいふ

やすなどの、誰が見ても客観的に判断でき

るような数値目標の設定が必要と考えます

が、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  数値目標、確かに大事でございます。現

在、空き家・空き地につきまして、プロジ

ェクトチームの中で豊能町の実態を把握し

ながらこれから考えていこうと思っており

ます。ただ、目標を立てる前に動かないと

いうのは僕はよくないと思っておりますの

で、できる範囲の定住化施策を今現在やっ

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  なぜ、行政というのは数値目標を本当に

立てないんですよ。でも数値目標がないと

予算って僕は考えられないと思いますよ。

例えば人口増加、例に上げますと、１０人

ふやすのと1,０００人ふやす、目標によっ

て人口増加策にかける予算って違ってきま

すよね。人口１０人ふやすために例えば１

億円使う、これは余りにも大きいと感じま

すが、じゃあ1,０００人ふやすんだと、こ

ういう目標のためやったら１億円かけても

いいんじゃないかとなりますよ。いろいろ

なチラシ、町長つくってるかもしれません。

それをまく範囲だって広がっていきますよ。

でもそれと同時に予算もふえていきますよ。

ですから数値目標によって施策の金額、施

策の大きさというものは変わっていくんで

すよ。とりあえず何かするんじゃなくて、

とりあえずどこどこの目標を決めるという

ことが私は必要だと思います。 

  また橋下市長の話になりますけど、市長

が知事になったとき、まずは出血をとめる

と言って予算の数値目標を決めました。そ

れを達成するためにいろいろ削減しました。

でもなかなか達成できずに最後は人件費と

いうところを３割カットか何かを踏み込み

ました。でもこれ目標があったからそこに

いけたんです。ここの目標を達成するため

にです。でも数値目標がなかったら、人口

がふえようがふえなかろうが、努力しまし

た、でも結果余りふえてません。力を入れ

て取り組みました、でも成果は余り出ませ

んでした。こうなってしまうんですよ。や

はりそこが民間企業と行政の大きな違いで

す。民間企業は全て、いつまでにこれだけ

の利益を上げる、全部目標を持ってます。

やはりできる・できないは後の結果です。



 

 2－43 

でも最初に目標を立てるということは非常

に重要だと思いますが、それについてはい

かがでしょうか。やはり数値目標は入れて

いかないつもりですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど申しましたように、空き家・空き

地対策につきましては。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長、空き家・空き地対策じゃない、具

体的じゃなしに、数値目標。 

○町長（田中龍一君） 

  数値目標につきましては、一つは、目標

を定めるのが適切なものであれば数値目標

は定めていきたいと思っております。具体

的に空き家・空き地対策につきましては、

豊能町の中にどれぐらいの空き家があるの

か、空き地があるのかということを把握し

てからでないと目標は定められないと思い

ます。ですので、それまでにまずはどうい

った施策をするのかということもありまし

て、それも含めて今現在検討しているとこ

ろで、それまでの間、できる範囲で、１２

月にも申しましたような、ホームページを

使って不動産の情報を流すであるとか、あ

とは「豊能に住もう」というパンフレット

をつくって、１月にお戻りのお子様に対し

て豊能町のＰＲをするであるとか、できる

範囲のことをまずしなければいけないと思

っておりますので、まずはできることをや

る。それから目標についても、当然できる、

目標を掲げることが必要なものであれば目

標を掲げてやっていく、そういったことで

進めております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  多分これは公務員と民間企業の考え方の

違いになるのかなと思います。やはり目標

というものを決めないと、現実、全部を知

った上でできる限りの目標を立てるじゃな

いんですよ。民間企業は、この目標を決め

たらそこに向かっていろいろな方法を考え

て、今までと違うやり方、いろいろなアイ

デアを出してそこに向かっていくようにす

るんですよ。現状を把握してできる範囲の

目標やったらすごいかたいですよ。失敗も

ないだろうし。でもそこはそれだとその幅

というのは非常に小さいと思いますよ。現

状空き家の数を全部全て把握しました。そ

れに目標を立てたら、多分本当に人口増加

幅なんていうのは大したことないような目

標になってしまうと思いますよ。やはり僕

はそういった意味では、民間企業の感覚と

いう意味で、先に数値目標を立ててここに

向かってオール豊能で頑張っていくんだと

いうことが必要だと思いますので、これは

理解してもらえないと思いますけども、頭

の片隅にでもおいていただけたらなと思い

ます。 

  続きまして、業務遂行の姿勢ということ

ですが、１２月議会において私は、梅田周

辺ですね。週末になるといろいろなところ

に簡単なブースをつくり、地方の自治体の

職員がはっぴや着ぐるみを着て、名産品を

ＰＲしたり、首長とかがいろいろな声をか

ける、そういった光景をよく目にしますが、

そういったことを町長はされないですか。

提案してますが、町長は実際にされないで

すか。お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  そういう機会があればやりたいと思いま

す。ただ、今現在やっていることといたし

ましては、例えばふるさと居住ということ

で、シティプラザの１階に、田舎住まいを

したい方を募集しているコーナーとかがあ

りまして、そういったところに行って、直

接どうすれば人口を呼び戻せるのかとか、

要はそういった形で直接話をしたりとか、

私のできる範囲のセールスは、今、してい

るつもりでおります。またそういった、今

言われたような機会があれば当然やってま

いりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  あなたは町長なんですよ。機会はつくる

んですよ。そういったとこに申し込んだり

とか、このブース貸してくださいとか。そ

こで豊能町の名産並べたらいいじゃないで

すか。町長みずから出たらいいじゃないで

すか。豊能町こんなとこですよと、いいと

こですよ。それをもっとみんな、大阪市内

の歩いてる人に声かけたらいいじゃないで

すか。そんな決まってるところにどうした

らいいかって相談するんじゃなくて、まず

はそれがトップセールスじゃないかと思い

ますが。トップセールスという言葉は東国

原知事、宮崎県の元東国原知事がいろいろ

なとこ顔出してましたよね。百貨店であり

デパートであり。自分が顔を出して名産を

売り歩いてましたよね。あそこからトップ

セールスってどんどん広まっていったかと

思いますが、そういったことはされないの

かお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  トップセールスについてですけれども、

私は何点か考え方があると思っております。 

  一つは、トップの間で話をしてセールス

をする。 

  もう一つは、トップが参加できるような

会合とか発言の場、そういったところで町

政の運営とかについて協力を求めたり宣伝

をする。 

  もう一つは、時間の合い間を縫ってみず

からが営業する。また、町長のところには

いろいろな情報がありますので、人と人を

結びつけてさらにこの町をよくしていくと。 

  まずトップ間で話してセールスするとい

うことにつきましては、私は１２月にも申

しましたように、現在、大阪府知事のほう

に挨拶に行った折に、ぜひこの食の自給率、

大阪府２％しかないということで、この食

の自給率を高めるために、今回中学校の給

食を大阪府下もしくは大阪市内で導入する

のであれば、ぜひ豊能町にその供給先を任

せてほしいというようなセールスを前回し

てまいっております。それにつきましては、

副知事は私に、大阪市の区長を紹介してい

ただきまして、その区長とも今現在密接に

話をしているところでございます。 

  またトップができる会合とかの発言とい

うことでも、能勢電鉄、池田泉州銀行、郵

便局等々、集まりの場で積極的に話をして、

こちらにつきましてもさまざまな協力とか

協定とかそういったことを結ぶべく、今現

在動いているところでございます。 

  またトップみずからということで、時間

の合い間を縫って、先ほど申しましたよう

な「豊能に住もう」というペーパーを直接

住宅展示場のそれぞれのメーカーに話を持

っていって、この豊能町のよさ、これを売

り込むといったことはしております。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長、今、副知事に、区長に。ちょ

っとその、あったんですけど。副知事から

区長に紹介されたような。何かそういうパ

イプがあるんですか。ちょっと理解できま

せん。ちょっと補足説明お願いします。 

○町長（田中龍一君） 

  副知事に話をしていた折に、より具体的

に進めるためには、私に知り合いの区長が

いてますと、ですからその区長を紹介いた

しますよということで紹介をいただいたと

いうことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  そういうトップセールスもあるかもしれ

ません。でも私が期待してるのは、町長み

ずからが顔を出して、どっちかというと東

国原知事のように、みずからが豊能町をＰ

Ｒする。もちろんトップ間、重要ですよ。

それよりも豊能町に来てもらいたい、それ

は一般の若い世代とかに来てもらいたいん

ですよね。そしたらそこに向けてのセール

スというものは重要だと思いますよ。ぜひ

ともそういったところに自分の顔を出して、

いろいろなところに行ってアンケートをと

る、そういったことをしていただきたいと

思います。 

  トップセールスということで町政運営の

中にも書いてましたけど、豊能町の立地は

川西市や亀岡市と隣接していると。新名神

のインターも近いから企業を誘致したい。

それは所信表明でも書いてました。そうし

たら、今まで半年経ちました。どれぐらい

の企業を回られてどんな感触を得たのかお

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つは、具体的な企業名はなかなか上げ

られませんが、ある企業に話をしにいって、

どういったところであれば豊能町に来てい

ただけるのか、そういった具体的な話はさ

せていただいているところです。その企業

から、ほかの企業でこういったところなら、

いけるんではないかとか、そういった話は

具体的にしております。また本町にもその

方は来ていただいておりますし、私も出向

いたりとかして、そういった話はしている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  １社だけということでいいんですかね。

僕は、いろいろなところに行かないと、い

ろいろなところに行って数を打たないと僕

は当たらないと思ってますけど、その１社

だけと考えていいのか、ほかにこれから、

その回答を待つのか、ほかにいろいろなと

ころへ行くのかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  １社だけではございません。何社かと話

をしております。またその１社からほかの

ところを紹介していただいたりとか、そう

いった広がりも、今、広がろうとしている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 
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○７番（永並 啓君） 

  そうしたら、その結果はわかりましたら

また御報告をお願いします。非常に、豊能

町において企業がない、働く場所がないと

いうものは若者の定住化において非常にマ

イナスな面であります。ぜひとも企業誘致

なりを率先的に進めて、ぜひとも実現させ

ていただきたい。 

  まだ時間がありますので若干進めたいと

思います。 

  情報発信、まちおこしについてですが、

不要品のオークション。私はリサイクル情

報板と不要品のオークションなんですが、

不要品のオークションというものは町長も

提案されてました。これを実際にやってい

くお考えはございませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  不要品のオークション、これは私も、こ

れはいいことだと思って提案しておりまし

た。今現在できるかどうかということを具

体的に見ておるんですけれども、一つは古

物商の免許が要るとか、あとはさまざまな

問題もある。また、実は私が見つけてきま

した伊根町というところが、平成２４年を

もってそのネットオークションをやめてい

るということもございましたので、そうい

ったところも総合的に勘案して、豊能町に

とってやるべきことであれば進めてまいり

たいと思いますし、その他ほかにいい方法

があればまた考えてまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  今、町長が御答弁申し上げたとおりでご

ざいますが、町としましては、不要品じゃ

なしに、御自身が価値があると御判断され

たものであるなら、御自身でそういうガレ

ージセールなりオークションなりという手

法をとっていただくのが本来であろうとい

うふうに考えておるということでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ぜひとも、最後になりますが、町長には、

今回の予算を見ても余り田中町長の色とい

うものがまだ出てないような感じがします。

やはりこれから自治体間で人口の獲得競争、

日本全体の人口が減っていくわけですから、

いかに人口を獲得していくのか、これが重

要になってまいります。ぜひとも他市町村

にはない特徴のある施策を早急につくって

いただきたい。まだそれはほとんどできて

ません。ぜひともそこをお願いして、私の

質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、町政会の一般質問を終わります。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  ５番・小寺正人です。 

  先ほど来、昨日の町政運営方針について

お話が出ておりますが、私も、「大幅に人

口が減少しており、加えて税収の減少、超

少子高齢化の中で、地方分権や広域行政へ

の取り組みを進めるなど大きな転換期にあ

ります。まさに自治体の能力の真価が問わ

れる時代となっている。」と、こういうふ
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うに述べられていますね。それから、「町

政運営に取り組む私の基本姿勢は、住民目

線で行政改革を行うことです。そして、職

員の意欲の高揚と活力ある組織づくりを進

めることが肝要であると考えていますので、

職員を対象に所属の垣根を越えた提案の募

集を行い、町の活性化などにつながる提案

を積極的に町政に反映させます。」と。四

つのスローガン、「積極的に！節約意識と

経費の削減」それからさらに、「住民の皆

様におかれましては、このような取り組み

を効果的・効率的に進めるにあたり、「オ

ール豊能」として一体感のもと、協働のま

ちづくりに御協力をお願いします。」と、

こういうふうに初めに述べられて、むすび

に、さらに「先見性とスピード感を持ち、

広域行政も推進しながら、住民の皆様と共

に協働によるまちづくりにを進め」「「人

とみどりが輝くまち とよの」の実現に向

けて邁進します。」また、「今まで以上に

コスト意識をもって業務に取り組み」と、

こういうふうに述べられて、最後に、「こ

れからの町政運営にあたりまして、議員の

皆様の一層の御理解・御協力と、住民の皆

様の積極的なまちづくりへの参画を心から

お願い申し上げ」ますと、こうくくられた

わけです。 

  私がこれにぴったりの案を、今、提示し

たいと思いますので、ぜひこれを参考に、

テスト的にやってもらえたらなと思います

ので、今から申し上げるのが情報処理のク

ラウド化です。これは必ずやらないといけ

ないこと。それで、確実に経費の削減、何

千万円、こういう単位で削減が可能となり

ます。 

  とっておきのテーマなのでプロジェクト

チームを組んでぜひおやりになったらと思

いますが、いかがでしょう。 

○議長（福岡邦彬君） 

  質問の趣旨がちょっとわかりにくかった

と思いますので、申しわけありませんが再

度質問を明確にしていただけますか。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  クラウドはわかったんですけど、クラウ

ドを採用するかしないかということでよろ

しいんですか。 

○５番（小寺正人君） 

  これをテーマに取り上げたらどうでしょ

うと。 

○議長（福岡邦彬君） 

  それは質問ですか。提案ですか。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  提案の趣旨がわからないので、提案で具

体的に、ここ一問一答の世界でございます

ので、できたら質問をきちんとしていただ

いて、それで答えてもらうということで、

よろしく御理解ください。 

○５番（小寺正人君） 

  もう一度、そうしたら。 

  それで私もいろいろなところを視察して、

先般も１週間ほど前に奈良県へ出かけて、

資料も取り寄せました。そうすると奈良県

では経費シミュレーション、実際にもう行

ってるんですけども、７市町村が共同でク

ラウド化を推進している。これはＮＥＣの

システム。もともとは京都電産という会社

のシステムですけれど、これを取り上げた。

そしてこういう資料で出してるわけですけ

ど、大体いろいろ、Ａ町、Ｂ町、Ｃ町とあ

りますけれど、５６％、平均でですよ、５

６％の削減になると、このように書いて出

しておられます。ぜひとも、私が何度も何

度もこれを取り上げてると思うんですけど、

どこまで考えていただいているのか。ちょ

っと進捗を教えていただけませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  小寺議員、具体的に、情報処理システム

のことをおっしゃってるんですか。それを

言ってもらわなければ全然わかりませんの

で。もうちょっと具体的に言ってもらえま

すか。 

○５番（小寺正人君） 

  情報処理システム。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  情報処理の方法としてクラウド化という

ことで、以前から小寺議員と一般質問等で

論議をしているところでございます。これ

につきましては、大阪府内でも各そういう

小規模の団体といいますか、人口大体３０

万人未満のところがクラウド化をすれば、

経費が比較的安く上がって効果があるとい

うようなふうに、一応国のほうでは言われ

てますので、今現在市町村の中で、去年と

ことしにかけてクラウド化に対してどうい

う問題があるかとか、よい点悪い点等をい

ろいろと研究をしておりまして、今年度中

にはその結果が出てくるというふうに思っ

ております。豊能町からも職員を１名派遣

しておりまして、その中で今、論議をして

るというところでございます。今度国のほ

うでも総背番号制といいますか、そういっ

たようなことも考えられておりまして、平

成２７年の１月からですか、そういう、年

数まではちょっとあれですけれども、そう

いうふうに今、国会のほうで審議されてる

ということになっておりますので、当然そ

れに向けてクラウド化で行うかどうかとい

うやつについては、今後真剣にデータ、国

からの情報、それから大阪府等のやりとり

等でどういうふうにしてやるかというのは

真剣に今後は取り組んでいかなければなら

ないというふうに考えているところでござ

います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  今、審議が２月２６日に始まったそうで

す。それで平成２８年１月からそれが導入

されると、このように聞いております。 

  それで、これも提案してきたことなんで

すけれど、任期付職員の採用ということを

何度も、ＣＩＯの件ですけども、ＣＩＯ補

佐官というらしいですね。これについては

どこまで進んでいるのでしょうか。検討さ

れましたかね、まず。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ＣＩＯといいまして、最高情報責任者と

いうふうに言われてるというふうに聞いて

おります。一般に経営戦略に沿った情報機

器とかＩＴの投資計画の策定などについて

は、責任を持った方が企業等では行われて

ると。国においても各省庁にそういった方

がおられるというふうに聞いているところ

でございます。 

  ただ豊能町の場合、そういう期限つきの、

非常勤等で、そういうＣＩＯの専門的な方

というのについては、今現在は考えておら

ないという状況でございまして、今後そう

いうクラウドとか、そういうことを相対的

に検討せなあかんというやつについては、

町の情報化の推進本部という中で一応検討

はしてまいりたいというふうには思ってお

りますけれども、ＣＩＯを入れて、例えば

２年間検討するとか、そういうようなこと

については今のところ考えておらないとい

う状況でございます。 

  以上です。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  ＣＩＯの任期付職員というか、これには

条例の制定が多分必要になると思うんです

けど、そういう条例は豊能町にはあるんで

しょうか。任期付職員の採用に関する条例。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  任期付の職員の条例というやつですけれ

ども、それは今、僕の考えるところでは必

要がないのではないかなというふうには、

ちょっと思ってございます。例えば嘱託で

週４回、そういう専門的な方に来ていただ

くというようなことについては、それぞれ

の職種を持っておられる方で任期付の方、

例えば２年間週２回とか、そういう条件を

つけて雇用しているということもございま

すので、そういう条例については必要がな

いのではないかというふうに、今のところ

思っているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  今おっしゃったのは臨時職員の話ですね。

臨時職員じゃなしに任期付職員。５年です

よね、５年を限りにできると。大体３年で

契約して延ばしても５年というような条例

をつくってやらないといけないということ

みたいですね。今おっしゃったその臨時職

員の場合は、やっぱりもう退職された方と

か、そういう方にどうも限られるようで、

バリバリの人を呼ぼうと思うと、公務員の

身分でその期間を保証すると、そういうの

が普通らしいです。そうしないとだめだそ

うです。実際につくっておられるんですか

ね。つくってないということですか。どち

らでしょう。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。簡潔に。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  そういう方のための条例というのは設置

はしておりません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それじゃあ、そういう人を招くんだった

ら、早くその条例をつくってもらって、と

にかくやれば必ずできる話なので、必ず削

減もできるし。今、町長がおっしゃったと

ころは全部これできます。確実に。ぜひお

やりになることをお勧めします。 

  それじゃあもう時間がありませんので、

ちょっと飛ばしながら行きます。次は、た

くさんあるんですよ。水道事業についてで

すね。大阪府、大阪市水道の統合に伴い、

水道事業の統合に伴って、今、進んでると

思いますね。基本的なその合意内容とか将

来像をちょっと簡単に説明していただけま

せんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  大阪広域水道企業団と大阪市の水道事業

統合につきましては、新聞でいろいろと掲

載されていると思いますけども、本年１月

２５日に開催されました府内４２市町村、

大阪市を除く首長会議がございました。そ

の中で、区域１水道に向けた統合条件につ

いて審議をされております。 

  一つ目としましては、事業団と統合する

際は市町村の資産は企業団に無償承継する。 
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  二つ目として、企業団は技能職員を持た

ない。 

  ３番目といたしまして、企業団は外郭団

体を持たない。 

  ４番目として、土地の利活用として水道

事業で使用しないという判断及びその土地

の売却については市町村と十分協議した上、

企業団が行う。と、その４点について承認

されました。これが基本的な条項でござい

ます。 

  今後につきましては、この４点が承認さ

れたことにつきまして、今度、大阪市の市

議会のほうでこの議論を進められていくと

いう状況で、大阪市の市議会のほうで今現

在協議をされているというような状況で思

っております。 

  大阪府内の市町村につきましては、それ

を受けてからの話になると思いますので、

結果的には６月以降の議会でまた説明をで

きる状況にはなってくるのかなと、今の現

状ではそう思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺議員、この問題については本会議の

最終日の３月２２日に受けることになって

おります。それをお含みおきの上で質問を

お願いいたします。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、企業団が大阪市を含めて一

つになると、そういうことですね。そうす

ると、その水道事業というのは、その企業

団に移ってしまうと、そういう意味ですか

ね。それまずお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  水道事業につきましては、企業団と一本

化されますので一つになっていくというよ

うに思いますけども、会計につきましては、

用水供給事業と末端給水事業という２本立

ての会計で運用されるというような方向で

今は検討をされております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、その身分も企業団に移って

しまうということですかね。今、水道事業

に１１人でしたっけ、いてはる人は、企業

団の職員になってしまうと、そういう意味

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  職員の身分につきましても、企業団職員

としての身分になりますので、そちらに移

るということになると思います。ただ、組

合の関係もございますので、その辺は十分

協議をした上でということで、個人の考え

方もございますので、その辺も職員とは十

分調整した上ということになると思います。

今、企業団におられる職員につきましても、

大阪府営水道ということで府の職員でござ

いました。そこから企業団に移っておられ

ますし、そういうと同じ状況になると思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、豊能町の人件費も随分浮く

という話になってまいるわけですね。 

  それでそういう状態で、今回情報処理シ

ステム構築費約4,０００万円が予算計上さ

れているわけですけども、これは先ほども

検討してもらいたいという、そのクラウド
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でなぜやらないのか。やらない理由をちょ

っと教えていただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  まずクラウドでやらないということでは

ございません。今年度につきましては、今

の行っている方法のメーカーいろいろござ

いますけども、そのメーカー数社、またク

ラウドを扱っているメーカーを水道のほう

に来ていただきまして、デモンストレーシ

ョン、またヒアリングを行っております。

決してクラウドを排除するとか、そういう

ような考え方ではございませんし、クラウ

ドの内容についてもヒアリングした中で、

またそのメーカーにつきましても町の方針

なんかを伝えて、できるかできないか、そ

のような判断をしていただくというような

ことで、検討は相手方の方もしていただい

てますし、来年度、平成２５年の予算上げ

ておりますけども、その中でも入札関係に

入っていただくのはいいことだというよう

には思ってますし、それができるかできな

いかの判断はメーカーによると思います。

決して排除しているようなことではないで

すし、だめだという思いはございません。

ただ、料金システムについてはなかなか難

しいというようには聞いております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  私も奈良で、これはやってないんですか

と聞いたら、やっぱりやってるという話で

した。だからこの4,０００万円が仮に半額

になったとしたら大きなコストダウンにな

るので、ぜひともクラウドをやってくださ

いよ。大幅に、ちょっとのコストダウンじ

ゃなしに大幅なコストダウンにきっとつな

がると思います。 

  それから、予算の計上しておられるので、

会計資料ですかね、これを見てこの前から

おかしいおかしいとずっと思ってることを、

ちょっともう一度言ってみたいので、通告

はしてると思いますけど、引当金というと

ころがありますね。これ引当金を何で一つ

にしたんですかね。二つあるはずですよね。

一つにしてませんか。退職給与引当金と修

繕引当金、二つあるのをなぜ一つにしてる

んですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  水道の件でよろしいですね。 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  回答いたします。 

  引当金制度でございますけども、退職給

付引当金の計上の義務化ということで、今

現在は退職給与引当金、また修繕引当金と

いう２種類で行っておりますけども、平成

２６年度以降、給与引当金また特別修繕引

当金、貸倒引当金についてもその要件に該

当するものは義務化するということになっ

ておりますので、その３点については、そ

の状況によりますけども、義務化して積み

立てていかなければならないというような

状況になると思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  今お話をしたのは、引き当てておられる

のはわかってるんですよね。ただ一つの項

目にまとめられてるのはちょっとおかしい

のではないかと思うんです。だから二つに

分けないといけないんじゃないんですかと
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いうことです。 

  引当金というのは強制的に引き当てない

といけないものだと、これ義務的なもんや

から逃れることはできないんですよ。引当

金を引き当てたときに、もう費用を計上し

てるので、修繕が発生するたびに費用を充

てたらだめなんですよ。それを充ててるで

しょう、ずっと。だからこの平成１０年か

らずっと調べたら、ずっと上がっていくん

ですよね。退職給与引当金も修繕引当金も

ともに上がっていって、どこかでぴたっと

とまってるんですね。修繕積立金は平成１

６年度でぴたっととまってるんですよ。そ

うしたらこれを取り崩す、これ引当金をな

ぜ引き当ててるかというと、使用しなかっ

たら引き当てられないんですよね。わかっ

てます。これは戻さないといけないんです

よ。利益にしないといけないんですよ。こ

のままとめることはできないんですよ、使

わないんだったら。使うことを前提にして

引当金は引き当てるもの。ところが全然、

これとまったままになってるじゃないです

か。これはだから法的にいったら違法なん

ですね。だから正しい処理をしたら利益は、

今は損失が出てるわけ。損失はもうちょっ

と小さくなるんです。それが一つ。それち

ょっと違法ですよという話。 

  それからもう一つ、資本金が毎年、毎年

ふえていってるんですけど、これどういう

理由で資本金が勝手にふえていくんですか。

それちょっと理由を教えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺議員、一問一答ですので、二つ、ち

ょっと困ると思うんですけど、どっち先に

しましょうかね。 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。損失について、まずお

答え願えますか。二つ結構ですので。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  １点目の修繕引当金でございますけども、

町の考え方としましては、大規模な修繕が

あった場合にそれを取り崩して修繕をする

という意味で、１億円をめどに積み立てを

しておりました。先ほどおっしゃっていた

だいたように、平成１７年ですかね、とま

っていると。その付近で多分１億円近くに

なってると思います。それ以降は赤字とい

うこともあって、引き当てをしないでつぶ

していくという方向へ行っておりますけど

も、先ほどおっしゃっていただいたように、

それを今度、修繕引当金というのはなくな

りますので、またどこかで使用するという

ことになると思いますけども、修繕する箇

所自体はたくさんございますので、そのと

きにつぶして使用していきたいなというよ

うには思っております。それも今後もため

るというようなことはございませんし、正

規の費用として使用していきたいというよ

うに、料金を少しでも抑制するためにはそ

れをつぶしていくということが必要だとい

うように思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  とにかく処理として違法な処理をしてい

ると。だから欠損が水増しされてるという

ことを言ってるわけですね。修繕引当金と

いうのは費用じゃないんですよね。これは

負債でしょう。引当金の取り崩しというこ

とになって、費用でも何でもない。だから

これを正しく処理せずに赤字を上乗せして

値上げに持ち込もうという魂胆が見えると

いうことです。それから、まあいいです。 

（発言する者あり） 

○５番（小寺正人君） 

  それ認識してはります。まずほんなら認

識してるかどうか。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。違法な処理が行われて

いるか。決算を水増ししているか。そうい

うことも踏まえてお答えください。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  会計処理の関係ですけども、決して違法

な方法ではないというように認識をしてお

ります。 

  また赤字を水増しするという方向へ持っ

ていってると、意図的にそんなことをやっ

てるということでもないと認識しておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  いや、そのものですよ、これ。 

  それと、ちょっと飛ばしますね。減資で

すね。減資でもってその損失を減らすこと

は可能ですか、不可能ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  減資を解消するということは、議会の議

決を得て行うということは可能です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、減資によってその損失を消

すという可能性はあるということですよね。

今たくさん積み上がってきて、どんどん積

み上げていってるわけですけど、減資によ

って消してしまうというのは、資本金がど

んどんどんどん勝手にふえてんねやから、

これを減らせば済む話ですよね。ずっとふ

えていってるんですよね。どんな理屈でこ

れふえているのか。資本金が勝手にふえる

という理屈はどういうあれで処理、今して

はります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  資本金の増加につきましては、まずいろ

いろな要件があると思いますけども、一般

会計の繰入金を繰り入れてますので、その

辺で資本金がふえていっているというよう

に、一つ思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  これはまたもう一回やりたいと思います。 

  それからちょっと人事について、ちょっ

とどうしても言っておきたいので、１月２

４日ですね。特別職人事に関して、副町長

は大阪府から招聘したいと、教育長は文部

科学省から招聘したいと、町長みずから全

議員に説明をされたと思います。先般、副

町長招聘の件は大阪府から断られましたと、

そういうことですね。教育長の人事はどこ

まで進捗していますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  教育長の人事につきましては、文部科学

省からこの方ということで御指名をいただ

いて、電話でですけれども、直接お話もさ

せていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  教育長は文部科学省からどうも招聘でき
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そうと、そういうことですね。 

  そして問題は、３月末に退職者が多数出

るというふうに聞いているわけですが、部

課長級以上の退職者、これはどのような階

職の人が何名ぐらい出るんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  部長級が４名、課長級が２名、その他１

名でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうしますと、幹部職員が大量に退職す

るわけですから、４月になるとたちまち大

幅な人事異動が必要ということになります

ね。この人事権、これは特別職じゃないん

ですから、首長が勝手に決めればいいわけ

ですけど、その権限行使するときに、田中

町長はその職員の人心を把握しているのか

どうか。これはどうなんですか。把握でき

てるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私は把握できていると思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  大丈夫だと、そういうことですね。 

  それと、今、総務部長もやめられるとい

うことを聞いてるんですけど、ガバナンス

という件をとったら、行政のピラミッド、

組織は、ガバナンスがちゃんと機能するの

かどうか、それをお伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然、ガバナンスが機能するようにやっ

てまいります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  私は、私の私見でございますけれど、今、

豊能丸という客船があるという仮定で見た

ら、私らから見て、航海術を知らない船長

がブリッジに陣取っていますと。そのとき

に一等航海士を募集したけど、一等航海士

は集まらないと。二等航海士は間もなく下

船します。水先案内人はいない。これは、

船は人が動かしていくものですよね。じゃ

あこれ、誰でもいいんですかということが、

物すごい心配なわけですけれど、どうなん

ですかね。田中町長、大丈夫ですかね。ち

ょっとお答えいただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  大丈夫です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  大丈夫ということで、安心しました。 

  前町長は、庁舎を一元化することによっ

て１６０人体制を目指すと、そういう考え

を持っておられたわけですよね。田中町長

は、庁舎一元じゃなしに機能一元化と、こ

ういうふうに主張されているはずですね。

そもそもその機能一元化とは、どのような
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ことを言ってるのか、ちょっと教えてもら

えますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、職員や住民の皆様から、本町で主

に実施すべきサービスで、支所で実施すべ

きサービスについて、支所でやってほしい

ようなサービスについて意見を聞き、それ

ぞれのニーズに即したサービスができるよ

うな体制をとっていきたいというふうに考

えております。また、本町で支所で同様の

サービスを受けられるように、必要なサー

ビスについて聞いて、機能の充実を図って

まいりたいということで、機能の充実を図

ると。機能の統合というか、必要な機能を

必要なところに配置して、機能を図ってま

いりたいと。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  一元化というのは一ところに集めると、

機能をね、こういう意味じゃないんでしょ

うか。じゃないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  一元化より機能統合ということですので、

一つに集めるという意味ではございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それから、１２月議会の一般質問の中で、

職員は何人ぐらいが妥当であるかという質

問に対して２００人体制と、２００人が妥

当だと、そういうふうに見解を表明されま

したよね。これは２００人で妥当なんだと。

前町長は１６０人にするんだと、そのため

に庁舎を一元化して一つに集めて減らすん

だということを明確に述べられてたわけで

すけど、２００人体制でもつというのは、

どういう試算に基づいて２００人っておっ

しゃったのか、教えていただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  この２００人につきまして、まず最初に

平成２５年度、平成２６年度で事業の評価

をするということを申しまして、その中で

人数とかについても把握していくというこ

とで。例えば聞かれたらということで２０

０人というお話はさせていただきました。

ですので、これから精査をしていくという

ことです。 

  その２００人の根拠といたしましては、

これは漠然としておりますけれども、平成

２３年度の大阪府下の町の職員と人口の割

合で平均を出せば、ほぼ豊能町は２００人

程度になったので、それでほぼそうではな

いかと。ただ、これにつきましては、これ

から平成２５年度、平成２６年度で考えて

いくということになります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうしたら２００人というのは変わるか

もしれないと、そういうことですね。これ

も心配事ですけど、その２００人体制で財

政が本当にもつのかなと。もたないと思う

から１６０人にしようと前町長は言わはっ

たわけやからね。もつのかなという。どう



 

 2－56 

ですか、２００人でもつと思いますか。財

政がですよ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これから、平成２５年度、平成２６年度

と事業の評価をしていきますので、その中

でできるような形で考えてまいりたいと思

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうしたら、考え直して数が減るという

ことも大いにあり得ると、そういう御発言

でよろしいわけですね。もっと減らすと、

かもしれないと。どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。簡潔にお願いします。時間が

ありませんので。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  平成２５年度、平成２６年度の評価で決

めていきますので、そのときに減る場合も

あるかもしれませんし、それはその評価に

従ってこれから決定していくところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  以上で私の質問は終わりにします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後２時４５分といたします。 

（午後２時３２分 休憩） 

（午後２時４５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、川上勲議員を指名します。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  御指名をいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 

  きのう、実は帰ってから、きょうから実

況中継があるというということで、これは

散髪をしとかないかんなと思って帰ったと

ころ、孫が晩飯食わへんかというて電話し

てきたので、そっちのほうがええかなと思

ってそっちへ行ったところが、散髪もせず

きょうの勉強もせずでございますので、質

問内容はあっちへ飛び、こっちへ飛びする

と思いますけれども、的確な答弁をよろし

くお願いいたします。 

  まず、国家観と地方観について。この内

容で町長に質問をさせていただきます。 

  去年の総選挙におきまして、我が自由民

主党が国民の支持を得まして、３００人近

い代議士が誕生いたしました。そして、そ

れまでの３年余りの、何も決められない民

主党の政権が３代続きました。自民党の安

倍内閣が誕生いたしましたけれども、安倍

内閣は最優先の課題として、経済対策、東

日本の大震災の復旧・復興、外交防衛等の

緊急の課題を政策とされまして取り組まれ

ておられます。 

  まず、経済施策におきましては、デフレ

対策と円高対策のために、公共事業、金融

緩和、成長戦略のいわゆる三本の矢として

大胆な補正予算を組まれました。その結果、

わずか２カ月余りで円安効果と株価の上昇

があり、安倍内閣の支持率は７０％を超す

という支持率になりました。安倍総理はま

さしく確かな国家観を持った総理でござい

ます。今日の日本のリーダーとしてふさわ
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しい政治家の一人であると私は確信をして

おります。 

  ところで、同じく昨年の９月に、投票数

の約６５％獲得されまして、新しく田中豊

能町長が誕生したところでございます。そ

れから今日まで５カ月を過ぎ去りましたけ

れども、豊能町のリーダーとして、財政再

建とダイオキシンの処理など最優先の懸案

事項と、そして住民サービスのために日夜

努力をされているものと私は確信をいたし

ております。 

  そこで、田中町長の人物像と行政に対す

る能力を豊能町の住民に知っていただくた

めに、まず、まことに失礼とは存じますけ

れども、この議会の公開された本会議場で

議論をしていきたいと思うのでございます。 

  私の座右の銘は、酒を酌み交わしながら

天下国家を語るということでございますが、

最近酒がちょっと弱くなりまして、飲んだ

らすぐ寝てしまいますので、きょうはしら

ふで議論をしていきたいと、このように思

いますので、よろしく明確な御答弁のほど

お願いいたします。 

  まず、国家観と地方観について。 

  田中町長は豊能町の住民であると同時に、

大阪府民であり、日本の国民でございます。

当然、日本国民として町長という公人であ

る以上は国家観をお持ちのはずであると思

います。ちなみに私の国家観というのは、

四季、つまり春夏秋冬、この日本におきま

して春夏秋冬のはっきりとしたこの国土の

中で、自由と民主主義の美しい日本の国の

中で、世界の有史以来、世界中に２００近

くの国家ありますけれども、類を見ない万

世一系の天皇を中心とした国であり、そし

て理性と法による社会の秩序を確立して、

主権在民を本分として、選挙制度によって

選ばれた国会議員で構成される政府は、国

民の安全・安心そして日本の国の安定のた

めに国土と領土、領海を守り、世界の国々

の手本となる国をつくり上げるということ

でございますが、このことは私の国家観で

ございます。田中町長の国家観はどういう

ものか御答弁していただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの川上議員の質問についてお答

えいたします。 

  すばらしい国家観ありがとうございます。

私もいろいろ、国家観というのはやっぱり

いろいろな考え方があるとかと思いますの

で、この中でも特に私は豊能町のことを考

えながらということで述べさせていただけ

ればと思っております。 

  まずはもう一段上に行きまして世界観か

らということで、要は思いとしましてはや

っぱりシンクグローバリー、アクトローカ

リー、地球規模で考えて足元から行動せよ

ということは昔から言われております。環

境問題にしても。そうしますと、まず世界

はどうなのか、日本はどうなのか、それか

ら地方はどうなのか、じゃあ豊能をどうす

るのかというようなことが、やはり国家観、

世界観を持つときにこういったことが重要

になってくるのではないかと思っておりま

す。ですので、先ほど申されたような理念

的なことではございませんけれども、私が

思っておりますのは、まず世界観と国家観

でございますが、まず世界観でございます

けれども、今現在、アジアの人口が爆発し

て、世界の人口がすごくふえ続けていると、

豊能町とは全く逆のことでございます。そ

ういった事実でございます。またそういっ

たことで、地球というのが限られていると

いうことで、要は資源も限られている、食

料も限られている。御存じのように、だか
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ら食糧も今、高騰していっている、資源も

高騰していっている。その中で、まず世界

でサブプライムローンでありますとか、要

は実物経済以上の３０倍の、実物経済とは

かけ離れた３０倍のいわゆるデリバティブ

といいますか、そういった架空のお金が動

くことによりまして、結局世界中がそうい

った架空のお金で振り回されてしまってい

るというのが一つの国家観ではないでしょ

うか、世界観。その中で、結局今はじゃあ

本当に大事なものは何かというと、実物で

ある金であるとか食料であるとか、そうい

ったことがまた見直されてきているのでは

ないかというのは私の世界観です。 

  もう一つは仕事についてなんですけれど

も、今は賃金が安い国のほうにどんどん仕

事が行っていると。賃金が高い国の方につ

いては職業がなくなっていっているという

ような大きな流れの世界観があるのではな

いかと思っております。 

  そういったことを受けまして、まず国家

観でございますけれども、じゃあ日本はど

うなのかといいますと、人口においてはや

はり世界とは違って減少してきて、超少子

高齢化をしてきています。これが１点でご

ざいます。それと食料、食料につきまして

はやはりこれから、御存じのように食糧は

自給率が４０％ということで、今、アベノ

ミクスで当然経済対策、まさに今、川上さ

んがおっしゃったように、今、円安のほう

に動いております。円安になるということ

は、食の自給率が低いということは、外国

から食糧を輸入しなければいけないと。そ

うすると円が安いということは食料は高く

なってしまう。非常にそういったことが今、

起こっているということがございます。 

  それともう一つは、日本でも一旦バブル

が崩壊したということがございまして、こ

のバブルの崩壊というのは、私が思ってお

りますのは、結局これもやはり先ほど申し

ました世界観の架空のお金、デリバティブ、

これが原因で私は崩壊させられたのではな

いかと思っております。要は日経２２５と

いうもの、以前は株式は現物、信用取引、

そういったものしか扱えませんでしたけれ

ども、これバブルが崩壊する、たしかバブ

ルが１９８９年の１２月２９日に最高値を

更新した。そのわずか実は３カ月前に日経

２２５のオプション、その約６カ月ほど前

に日経２２５の先物取引、こういうものが

開設されたと。これは何かといいますと、

まさにデリバティブです。１の1,０００倍、

要は１円動けばは1,０００円動くというよ

うなデリバティブの中で、これで日経２２

５というもので、結局上がればもうかる、

下がれば損する、誰かがプラスかマイナス

かという、本当にゼロ・サムゲーム、こう

いったことができるようになって、これで

結局日経２２５を暴落させられることによ

って日本の株価というのは暴落させられた

んじゃないかと。ですので日本も御多分に

漏れず、こういう架空のお金、こういった

ことで過去に空白の１０年とか１５年とか、

そういったことに巻き込まれたというので

はないかと思っております。 

  また労働力につきましても、先ほど申し

ましたように、なかなか日本の賃金という

のは世界的に見てもやはりレベル的には高

いということで、なかなか仕事も海外に出

ていってしまってると、そういったことが

今現在の私の国家観と世界観でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ちょっと私の思ってる概念と。実態は今、

町長述べられたような実態やけども、その

国家観という概念やね。それちょっとピン
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トがずれてますので、次に地方観というの

を質問しようと思ったけども、それも多分

ずれるやろうと思いますので、次に２番目

のリーダーとはというところで質問します。 

  端的に言えばリーダーとは、人間集団の

中で人望と信頼、統率力、そして決断力を

備え持った人をリーダーと言うという、私

はそれが規定やというぐあいに思っており

ます。先ほど永並議員とリーダーの件で随

分やり合いされておられましたけれども、

すなわち人望と信頼とは、集団の中でコミ

ュニケーションを重ねるうちに仲間をつく

り、そしてその仲間を自分に引き込み信任

をされる人物になることであるということ

で、統率力とは、自分に引き込んだ仲間を

ひっぱっていく能力を持っている人物であ

る。そして決断力とは、正しく迅速な判断

をすることができる人物であると。これが

リーダーと言われるゆえんであります。以

上のことを兼ね備えた上で、与えられた権

限を十分に発揮してというのは、町長とい

う権限を十分に発揮して、自信を持って行

動するということが大事であるし、それは

すぐれた指導者であると、いわゆるゆえん

であると思いますので、田中町長はこのリ

ーダーとはどういう人物を指すのか、その

考え方をまずお伺いします。簡潔に答弁し

てください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  地方観と豊能町がどうあるべきかという

ことも用意しておったんですけれども割愛

させていただきます。 

  先ほどのリーダーとはということでござ

いますけれども、私はリーダーというのは

一言で言うと組織の可能性を最大限に引き

出せる人というのがリーダーではないかと

いうふうに考えております。組織もそうで

すし、この町の可能性を最大限に引き出せ

る、こういったことができる方がリーダー

ではないかというふうに思っております。 

  その中で、要はその成果というのは、こ

れも私、先ほど話しさせてもらいましたけ

れども、永並議員のときもさせてもらいま

したが、私、リーダーというのは稲盛さん

を非常に尊敬しております。稲盛さんの考

え方としては、その成果というのは、考え

方掛ける熱意掛ける能力というのがござい

まして、この三つを掛け合わせたものが成

果というかそういったものになっていると。

稲盛さんが最も大切に思われているのは、

実は考え方ということでございまして、こ

の考え方、これがプラスなのかマイナスな

のか。マイナスであれば結局悪くいってし

まう、幾ら頑張っても。プラスであれば当

然いいようになる。このプラスの考え方を

示せるのがリーダーではないかと。それが

先ほど来から申しております、私が哲学と

いうことで示させていただいた四つの考え

方、こういったことはどこの役所でも必要

かということで、この四つの考え方をプラ

スの考え方と私は考えておりまして、これ

を実現することによりまして、この豊能町

を、可能性を最大限に引き出せる、そうい

ったことを目指していきたいと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  可能性を最大限に引き出しても、決断と

実行力がなかったら、これはすぐれたリー

ダーとは私は言えないと思います。その辺

がちょっと違うのかなというふうに思いま

す。 
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  日本の歴史上の人物でも、古い順番から

言えば聖徳太子あるいは平清盛、源頼朝、

足利尊氏、そして戦国時代になると織田信

長、豊臣秀吉、徳川家康、明治維新では吉

田松陰あるいは坂本竜馬、そして１万円札

の福沢諭吉、それから初代内閣総理大臣伊

藤博文ですね。大東亜戦争におきましては

吉田茂、岸信介、佐藤栄作兄弟、そして田

中角栄、功を上げ名を遂げたすぐれたリー

ダーたる人物がおられますね。そんな中で、

私、第９５代内閣総理大臣、今は第９６代

ですね。第９５代野田内閣、野田佳彦さん

ですね。この人もやっぱり今のこの日本の

窮状を救ったすぐれたリーダーであると私

は思ってまんのや。というのは、この消費

税問題に対して、必ず民主党は分裂すると

いうことを承知の上で、自民党・公明党の

党首に近いうちに解散すると、近いうちに

国民に信を問ういうことを約束して、そし

て消費税をアップの方向に持っていって、

日本国債に対する世界中の信用をつなぎと

めましたわね。しかしその後、民主党は分

裂して、野田総理という求心力は衰えまし

たけれども、その上で解散したら必ず民主

党は負けるということは承知の上で解散さ

れましたね。これはやっぱり今の日本の窮

状、この状態を救った、私はすばらしいリ

ーダーであって、この先１０年、２０年あ

るいは歴史に名を残す、やはり総理大臣だ

ったなというふうに私は真剣に考えてます。

このことも一つのリーダー像で私はあると

思いますが、田中町長のリーダー像、具体

的にどのような人物であるか。また私が今、

申し上げました野田総理の考えにどのよう

な感想をお持ちか、答弁してください。よ

ろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長、別に挑発に乗らんと、きちん

と。田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ２点あったかと思うんですけれども、野

田総理についてどう思われるか。多分、党

の行く末よりは日本の行く末を思って消費

税なりを実行されたということですよね。

そういう意味では日本のことを思ってとい

うことはすばらしい方だと思います。 

  もう一つはリーダーとはということ、リ

ーダーというのは、先ほども申しましたよ

うに、私は稲盛和夫さんを非常に尊敬して

おります。それで稲盛さんが京セラフィロ

ソフィということで、今のもとの京セラに

しても、現在のＪＡＬにしても、稲盛さん

いわく、まずこの哲学があってこの企業を

再建したというようなことをおっしゃって

おられるので、それで私もちょっと見習い

まして、何かこの組織を貫くような哲学が

ないかということで、今、４本出させてい

ただいたということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そこでずばりお聞きしますねんけど、こ

の前の９月の町長選挙のときに、９月まで

の池田町長は豊能町のリーダーとして資格

がないと、私こそこの豊能町にふさわしい

人物だと、そして選挙であなた当選されま

して、そしてリーダーとして、赤ちゃんか

らお年寄りまで住みやすい豊能町をつくる

んだという意気込みで当選され、今日おら

れると思いますけれども、ずばり聞きます

よ。私こそ今の豊能町にとってリーダーに

値する人物だと、あなたは思っておられま

すかどうかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私こそ必要だということで立候補させて

いただきまして、今も気持ちは変わってお

りません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  その評価は、自分ではその評価されてま

すけども、その評価は結果として、我々議

員であり、そして職員であり、豊能町のね。

そして豊能町の住民の皆さんが評価すると

いうことでございますので、その質問はこ

れまでにしときます。 

  次に、具体的に副町長とか教育長の提案

の件は、これは置いときまして、具体的に

平成２５年度の町政運営方針と予算につい

て、その中身についてまず聞いていきたい

と思います。 

  まず、ちょっと確認をしておきたいと思

います。高濃度汚染物、つまりドラム缶の

件は、この間施設組合の議会ありましたけ

ども、施設組合で答弁した内容の範囲内で

豊能町の議会も答弁するというぐあいに先

ほどおっしゃってましたかね。それは当た

り前のことであって、それはようわかりま

すねん。ただし、施設組合の管理者イコー

ル豊能町の町長ですわね。現在この高濃度

汚染物ドラム缶は豊能町にありますね。具

体的に言えば、１月の初旬に高山自治会か

ら確定書いうか確認書いうか、そういうも

んが来たと思いますけれども、誰あてに、

内容はどんなもんか、ちょっと担当の部局

はどこか知らんけど、ちょっと答弁してい

ただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  書類を持っておりませんので、明確には

あれですけれども、たしか豊能町長あてで、

期日の１０月の末までに撤去をしてほしい

ということを確認書として出させていただ

いたという内容になってたというふうに認

識をしているとこでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そうですね。高山の自治会の方も我々も、

豊能町の住民の方も、豊能町長田中龍一氏

あての確認書ですわね。誰も管理者田中龍

一あて違いましたわね、今の答弁では。皆

そう思ってまんねや。だから、確かにドラ

ム缶を豊能町、能勢町以外のところで処理

するのには、こういう受け入れるとこがあ

りますとか、こういうぐあいに今、行動し

ていますとか、そういうことは施設組合の

答弁の範囲内を超えてすることはちょっと

ぐあいが悪いかもわかりませんけれども、

今のこのドラム缶について、保管をするこ

とに対しては、やはり豊能町の町長として

答弁をしていただくということが、これは

普通のことですし当たり前のことやと思っ

てますので、以下の質問にお答えしていた

だきたいと思います。 

  まず、高山地区のドラム缶は、処理する

のであれ、他の場所で保管するのであれ、

期限までに搬出ができますか。お願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、確かに豊能町長あてに来ておりま

す。ただ、施設組合というのも一つの自治

体でございまして、その中にも議会がござ
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いまして、その中で川上議員御存じのよう

に、この前施設組合の議会ございました。

その中でお話をさせていただいてるとこで

すので、議員のおっしゃるように、確かに

今は豊能町の中にありまして高山にありま

す。ですけれども、やはりここでその議会

以上の発言をするというのは、やっぱりい

かがなものかなと私としては理解しており

ますので、やはり施設組合の議会の中での

回答の範囲内でお答えさせていただきたい

ということで、それでいきますと、先ほど

申しましたように、要は期限の延長も含め

てお願いもしているといったところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  なら、もう一つ確認をしたいと思います。

確認書を高山が出された以後、高山のほう

に多分行かれたように聞いておりますけれ

ども、それは誰がアポイントをとって、あ

なたはどういう形で高山地区へ行かれたの

か、明確に答弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  組合の理事の方からお電話をしていただ

いて、私はお話、要は延長についてお願い

にいったというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ちょっと今の答弁、私が聞いている範囲

とちょっと違いますねんけどね。 

  そうしたら、あなたが行かれたときに、

豊能町長に対しての確認書であるのに、あ

なたは豊能町長田中龍一として行かなくて、

管理者として行かれたんですか。向こうは

当然、豊能町長が来られたと言ってますよ。

それの使い分けは、これはしてもええ場合

と、したらあかん場合とあるわけですわ。

当然、豊能町長田中龍一氏が来られたとい

うふうに地元は思ってますので、やはりこ

のドラム缶の件は、施設組合でどういう答

弁されたかどうか知ってるけども知らんこ

とにして、やはりこの件については一番大

事なことですわ。というのは、行政いうの

は優先順位があるわけですわ。例えばこの

ドラム缶の処理を早いことせんと、置くこ

とによってどんどん、どんどん金がかかる

わけですわ。それも１００万円、２００万

円ちゃいまっせ。1,０００万円、2,０００

万円の単位で出ていきまんねん。よくあな

たおっしゃってるけど、税収を図るという

ことをおっしゃってるけど、後ほど言いま

すけども、水道の料金の値上げあるいはま

たごみ処理費のお金をいただくと、これも

大事な施策ですわ。そうしてから以後に、

例えばエレベーターの問題も必要。エスカ

レーターの問題、それからユーベルホール

の件、これも必要。しかしこれは１年、２

年辛抱できるわけですわ。辛抱しても金要

らんわけですわな。ところが初めに言うた

分は、辛抱することによって金どんどん出

ていきまんねん。優先順位つけてすること

の一番大事なことがダイオキシンのドラム

缶の処理ですわ。当然これは答弁をしてい

ただきたいと思ってますので、これ施設組

合で保管の費用が計上されましたわね。そ

の保管の場所はどこですか。答弁お願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはりこの話につきましては、施設組合

の議会の中でというふうに私は理解してお

りますので、回答は申しわけございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長、ちょっと申しますけど、向こ

うの議会でしゃべったことについてはしゃ

べってください。 

○町長（田中龍一君） 

  施設組合の議会でも、その話は出ており

ませんでしたので、回答については差し控

えさせていただきます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時１７分 休憩） 

（午後３時１８分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まだ現在、未定でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  場所が未定ということで、その予算の計

上はこれはあり得ん話ですわね。国の予算

でも、各市町村からいろいろな要望が上が

ってきて、それを精査して国の予算として

決めるわけですわな。場所もわからな、ど

こへ持って、どんなことをするのやわから

ずに、ただ漠然と計上されたんでっか。そ

の辺はちょっと余りにもずさんな計上の仕

方やと私思います。その場所、これはもう

当然豊能町内での場所探しということであ

りますねんけども、今現在、これはもう豊

能町の責任において場所を探さなあかんね

んけども、その場所の予定は現在あります

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  場所の予定はありません。ただ、延長に

ついては申し入れたということは議会の中

でもお話ししたとおりでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上議員、ちょっと申し上げますが、こ

の件については予算特別委員会で、予算の

中にもこの出資金の中に入っておりますの

で、そこで詳しくやっていただければ、や

っていただくようにお願いいたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  場所の予定もわからずに計上されてまし

たわね。高山にも延長のお願い行かれてい

る。これは二兎を追う者は昔から一兎も得

ずとありますわね。高山で延長のお願いす

るのやったら別に、予算計上もなしにしつ

こく行ったらよろしまんがな。それは、う

ん言うか知りまへんで。知らんけども。 

  それで、１２月に私これ言いましたけど、

この件について場所を探すの、あるいは高

山でオーケーもらうの、これは二兎を追っ

てもよろしまんがな。あなた一人でされる

んでっか。やはりこれ、私１２月言うだけ

ど、担当の職員をつけてもうたほうがよろ

しおまっせと言うたはずですわ。それ現在

どないされてます。それだけお答えくださ

い。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  趣旨がちょっとわからなかったんですけ

れども、今、担当者は局長、課長、施設組

合に５人の方はいらっしゃっておりますの

で、施設組合には今、５人いております。

その担当職員の方は今、いているという認

識でいております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それは施設組合の職員はいてまんがな。

施設組合の職員はいてるけども、この前の

池田町長も、わざわざ副町長を２人置いて、

その一人はダイオキシン対策、ドラム缶の

対策だけに当てておられたわけですわな。

この豊能町の中で、豊能町内で場所を探し

たり、あるいはまた延長してくれというの

に、施設組合の局長ですって行っても誰が

相手にします。誰も相手にしませんで。や

はり豊能町の職員やからみんな話聞くわけ

ですわ。だから豊能町の役場の中で担当の

職員をつくったらいかがですかって１２月

に言いましたんや。その認識がなかったん

でっか。ちょっと答弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  豊能町の中にも担当理事ということで２

名いておりますので、豊能町の職員で担当

理事ということで２名いております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  予算特別委員会で詳しく聞きますけど、

ほならなぜ高山へ頼みに行くのに施設組合

の局長ら、電話さしまんねんな。おかしい

でっしゃろ、その辺。もう少しはっきりと

指示を出してするのもリーダーの役目でっ

せ。それをあなた、私はリーダーのあれが

かなってないんかなというふうに判断をし

ます。 

  次に、ちょっと順番違いますけど、とき

わ台地区の側溝のふたの進捗状況について

お伺いします。 

  ダイオキシンの件はまた予算特別委員会

でみっちりとやらせていただきますので、

よろしくお願いします。 

  これ設置しなければならない総延長のう

ち、今年度まで、この３月までどれだけの

延長が施行されたのか。あるいはまた全体

の何％ぐらいなのか、ちょっとお答え願い

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  ときわ台地内の側溝ぶたの設置の件でご

ざいます。今、本年度末での進捗状況は６

４％になる見込みでございます。それと延

長の総延長は6,９５４メートルというふう

になる予定でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ちなみに、これも来年度の予算書に載っ

ておりますけども、平成２５年度の予定と

して大体何％あるいは何メートルかお答え

願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 
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  平成２５年度当初予算に計上しておりま

す額は、一応事業費としまして2,１００万

円、延長で1,７００メートル、これを行い

ますと年度末の進捗率は７６％というふう

に考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これまだ、いつから始まったかちょっと

わかりませんけども、これもやはり先ほど

言ったように、優先順位としてはときわ台

住民の人のためには必要ですので、できる

だけ早くやるべきだと思います。その施行

上、これ問題点があろうと思いますけれど

も、どのような問題点があるのか、わかっ

ておれば答弁していただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  昨年の今議会で同じ会派の議員の方から、

いつまでかかってんのやと、もっと早急に

やってはという御提言をいただいて、内部

で検討しまして、去年の６月にときわ台の

自治会に対しまして、もうここ数年でめど

をつけたいという申し入れを行いまして、

地元調整を積極的に取り組んでくれという

ことをお願いしました。そして今現在、ふ

たかけに反対されている方は少数ですけど

おられるというのが実態です。 

  それと、既存の自前でふたを設置されて

いる方は、町としては基本的にそれを利用

したいというふうに申し入れておりますが、

町が入れるのやったら、わしこれもっとほ

かのところへ使うわというような方の場合

もありますので、それらの調整はまだ若干

は残っておるという計画であります。この

ような問題がまだ若干残っておるというこ

とです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そういう問題点もあろうし、もう一つ、

よくこの石積みの間にサツキとかツツジと

か植えてますわね。それは側溝の横、出て

まっしゃろ。ふたしても何の意味もないわ

けですわ。やっぱりそれもその持主の方と

話し合いして、道が狭いよってにやっぱり

もうざっと切っていただくということをし

なければ、ふたかけてもそのふたが何の意

味もせんかったら、お金をかけるだけもっ

たいないですので、そういうようなところ

もちょっと考えてしていただきたいという

ふうに思います。 

  それから次の基礎的財政収支について質

問をさせていただきますけれども、これを

括弧書きでプライマリーバランスという表

現してますけど、ちょっと意味合いが違う

というようなことも指摘をされましてんけ

ど、私は要するに、単年度に入って来るお

金ですね。いわゆる町税、いわゆる国の交

付金、補助金、そういうもの。だから貯金

の取り崩し、財政調整基金の取り崩しとか、

あるいは公債とか、その返却の金とか、そ

ういうものを度外視して、実質、入ってく

る金と実質出ていく金、このバランスをと

らんことには、財政調整基金を取り崩した

りなんかすると、もうなくなれば取り崩し

できないのであって、赤字の方向にどんど

ん行ってしまうということですわな。平成

２５年度の基金繰入金、これ約５億円です

ね。そのうち財政調整基金、これは何でも

使える金ですわな。これが来年２億4,００

０万円余り計上されてますわね。たしか今

年度、平成２４年度はゼロやったはずです

わ、財政調整基金は、当初はね。それをこ

とし、数字が間違ったら指摘くださいよ。

これ計上された。なぜ、財政調整基金２億4,
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０００万円ぐらい計上されてるけど、なぜ

計上しなくてはならなかったのか答弁よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  さっきの初めのプライマリーバランスと

いうのでは、一般的には歳入歳出の総額か

ら地方債と、入は地方債、出は公債、借金

を返す金を引いたものが収支均衡であれば、

健全な一定財政が保たれてるという、通常

一般的にそういうふうに言われております。

川上議員の言われるように、一番端的に言

えば、そういう必ず入って来る金、必ず出

る金で賄えれば一番いいんですけれども、

例えばものが、例えば小学校を建設すると。

これについては当然一般財源と国の補助金

と地方債というのを借りますけれども、こ

れについても、地方債についても将来にわ

たって負担すべき、今いてる人が負担すべ

きじゃなくって、４０年例えば建物がある

というやつについては、４０年間使う人が、

当然後の人が払っているという考え方で、

そういう公債費というような形になってお

ります。 

  今度の予算のふえたというやつにつきま

しては、前年度よりも、例えば光風台大橋、

それから消防の庁舎等が前年度は年度割と

しては３０％ぐらいしか、光風台大橋につ

いてはもっと少なかったと思いますけど、

そういったようなやつが今年度にふえてき

たということで、私、今ちょっと去年の財

政運営、当初は財政調整基金の取り崩しと

いうのはちょっと今覚えてませんけれども、

そういったような形で、去年の建設事業等

に使った比率よりも、ことしのそういった

ような事業のほうが多くなったということ

で、財政調整基金として与えたということ

でございます。財政調整基金は何に充てる

ということではなくて、通常はその年の財

政に不足を生じた場合については積み立て

る。あるいは法的にも剰余金として余れば

その半分は必ず次の年に財政調整基金に積

み立てなければならないというふうに法律

等が定められておりまして、その年その年

によって多くなる年、少なくなる年という

のは当然出てきますので、それによって、

それは財政調整基金で充てたり返したりと

いうような操作をするというような目的で

つくられた基金だというふうに思っており

まして、たまたまそういうふうになってお

りますし、それから去年の当初はどうやっ

たか忘れましたけど、それ以前も財政調整

基金というふうに充てておりますけれども、

最終的には平成２２年度以降では、財政調

整基金という形で当初充てますけれども、

結局は交付税とか税収とかそういったもの

が入ってきて、最終的には剰余金として余

って、その半分を翌年度に財政調整基金へ

積んでるというような状況で現状でござい

ます。これが平成２５年度、財政調整基金

を取り崩さなければならないかどうかとい

うのは、ちょっと進めて、もう少し交付税

等の算定がきちっとならなければわからな

いというようなこともございますけれども、

今、当初としては川上議員の言われるとお

りの財政調整基金を当ててるということで

ございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、部長の答弁はごもっともな答弁で、

そのようにいけば別に何の憂いもないわけ

ですな。ところが、例えば先ほど質問した

ように、ダイオキシンで何ぼ要るかわかり

まへんわな、実際のところ。これ起債もで
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きひんし、国の補助金いうて言うてはるけ

ども、恐らく無理やと思いますわ。そのと

きにこれ何の金使いまんの。それを考えた

場合は、やっぱり入ってくる金と出ていく

金、それは道路とか学校とか、あるいは将

来にわたって豊能町の住民が使うものであ

れば、それは将来の人も税金を払ってもう

て当然で、それは起債で十分いけますわ。

それはそれで別の考え方で置いといて、こ

の１年間単年度で実際のとこ、入ってくる

分と出ていく分が実際に必要なものとして

計上した場合に、入ってくるよりも出てい

くのがオーバーしたら、これは赤字ですわ

な。そういうことを常に考えてしていかん

と、一般的に、せっかく前の町長が５億円

も６億円も金ためたのに、去年の当初はゼ

ロですわ。確かに調べたらゼロでしたわ。

ことし全部は５億円弱やけど、結局２億4,

０００万円余りは財政調整基金で賄ってま

んがな。このことはやっぱり頭に入れて、

優先順位をつけて、これはしていかないか

ん問題ちゃうかなというふうに私思ってま

すけども、そういう基本的な考え方は、町

長、どないでっか。間違いですか、私の考

えは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの川上議員の質問に対してお答

えいたします。 

  基本的な考えはそういった考えです。た

だ、今回、先ほど総務部長からも話があり

ましたように、今回、昨年度から消防庁舎

でありますとか光風台大橋でありますとか、

既に着工している事業がありまして、それ

が昨年よりことしのほうが事業費が大きい

ということも一定大きな影響になっている

というのは事実でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それも来年度の、予算特別委員会でまた

質問しますので。 

  次に中学校の給食ですね。この件につい

てちょっとお伺いしたいと思います。 

  私は中学生の給食は必要ないと思ってま

んねん。というのは、戦後の食糧難の時代

であれば、これはやはり必要かなと思いま

すけれども、今はもう町じゅうに食料品が

あふれているわけですわ。子どもの時分は

いざ知らず、中学生ともなれば当然子ども

の体力に差が出てきますわね。この差が出

てくる体力に合った食事、これはやはりそ

れぞれの御家庭でお母さんが、あるいは保

護者の方が丹精込めてつくっていくと、こ

れは私は必要であるんじゃないかなと。一

律的な給食をして、一律的な生徒をつくっ

ていくいうことは、ちょっと私には抵抗が

あるんですわ。その辺、教育長か教育次長

かどちらでも結構やけども、ちょっと考え

方、私の考え方が間違ってるのか、その辺

ちょっと答弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  この学校給食につきましては、当時橋下

知事の時代に、知事みずからが、大阪府の

学力調査の結果を見るとかなり全国レベル

よりも低い。その原因の一つがきちんと食

事ができていないことにあるのではないか

というのが発端でこういう制度をつくりま

した。大阪府としては、府内で今、実施さ

れている中学校の割合というのは１3.５％

です。これは全国と比較しましても、全国
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の中学校の給食というのは既に８５％に至

っている。そういうところから、府として

各市町村の小中学校に対して給食を導入す

るという、その政策の中で打ち出されたも

のでありまして、個人的にどうかというこ

とありますと、私としては、豊能町は実は

お弁当を持ってこられない生徒というのは

５％です。大体２０名ぐらいだったんです

ね。その子どもたちにはパンを買えるよう

な仕組みもとっておりましたので、今まで

どおりでもいけるかなと思いましたけれど

も、やはりそういった府の政策、それを保

護者にも伝えたところ、保護者の中では約

８割にのぼる保護者が給食に賛成というこ

とでありましたので、これはその補助金の

制度が平成２７年度までだということもあ

りまして、今回そういったことをかんがみ

て給食を導入することを考えたということ

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それは、はっきり言うたら親のなまくら

ですわ。ちなみに子ども、生徒でっか、そ

のアンケートこの前たしか教育長に聞いた

ところが、六十何％が弁当をつくってほし

いということだったと思いますわ。という

ことは、子どもはやはり親をあてにして、

親のつくってくれる弁当のほうがええわけ

ですわ、子どもは。そうすることによって、

今、社会問題になっている、平気で子ども

が親を殺したり、親が子どもを殺したり、

そういう現象起きてくるわけですわ。とい

うのは、そういうやはり親のありがたみ、

子どもの大切さ、そういうことがこの戦後

の民主主義という、違った民主主義という

形ではびこってきた、これが現在のええ例

ですわね。私はそう思ってまんねん。だか

ら、もう小学校の給食は、これはもう全国

に張りめぐらされているけども、せめて、

大阪府はそういう方針か知らんけども、豊

能町はそれはもう受け入れんと、独自でい

くのやと。そうすれば親のありがたみがわ

かって、そして大きくなったら親をほっと

いてよそへ出ていくという子どもも少なく

なる可能性もあるわけですわ。そやから今

の親も、今の子どもの親、私らにしてみた

ら孫ですわな。私の年代も知らんけども、

今の親、今、やじ飛ばししている人を初め

として、そういう親の教育がされてないか

ら、そういうアンケートをとれば８０％以

上が結局給食のほうがええと、手を煩わせ

んでも遅くまで寝ておったらええというこ

とにつながるわけですわ。これは私はゆゆ

しき問題や思いまっせ。そういうことを、

今まさしく教育長も、多分私と同じ考えと

ちゃうかなというふうに承りましたので、

私はこの件には反対しようと思ってますの

で、そういうことでございます。 

  次に受益者負担、これについて質問をさ

せていただきます。 

  今まさに、先ほどの質問もありましたけ

ど、町行政からこの恩恵を受けている御家

庭、わかりやすいところで言えば水道水で

すね。それからごみ、これの処分ですね。

水道水はそれなりの受益者負担をされてま

すけども、ごみに関してはいまだに、大型

ごみでっかな、これは費用をとってますけ

ども、家庭用の一般ごみ、普通のごみです

ね。これは無料で町が引き取って処分して

ますわね。これ２年前から値上げするいう

ことであったけども、大型ごみだけがあっ

て、一般のごみはまだ無料で続けていくと、

しかし早い段階でこれはお金をもらわなけ

ればならないということがあったと思いま

す。先ほどの、誰の質問やったか知らんけ

ど、答弁聞いてますと、町長の答弁で、ご

みの減量化対策をやってしてまんねんと、
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しまんねんというておっしゃってましたわ

ね。ならばこの減量化の件は、ダイオキシ

ンの問題が出た平成９年から今日まで言い

続けているわけですわ。現実問題として現

在そのごみがどれだけ減量になったか、全

体のごみがね。ちょっとわかっておれば答

弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  ごみ量の推移でございますが、今、手元

にあるデータは平成１７年度以降でござい

ますが、人口が年々減っていることから、

相対的にごみ量全体は減っておりますが、

人口１人当たり、いわゆるごみでいう原単

位という数字を使っておりますが、これは

平成のごみの問題があって大きく減って、

逓減傾向にあったのが、平成２１年度以降

は逆に逓増傾向にあるというのが今の現状

でございまして、我々としてはさらにごみ

の減量化のＰＲを積極的に推進しなきゃな

らんという状況だと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長、今の数字わかりましたやろう。以

前から減量化対策でいろいろやってるわけ

ですわ。今、町長が幾ら減量化に力入れて

まんねん言うたって絶対無理。それ可能で

あるかちょっと答弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私が考えますのは、今回のごみの減量化

の計画の中で、何年までに何グラムという

のを設定させていただいて、この数値に対

して皆様一緒に努力して頑張りましょうと、

もしできなければ、申しわけないですけれ

ども上げさせていただきますといった形で、

住民の皆様と協働で一緒に力を合わせて減

量化を取り組むというようなことは考えら

れるのではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  田中町長のリーダーシップを発揮してそ

ういうことを、結果できたらこれはすばら

しいリーダーや思いまっせ。しかしそれは

絶対無理。今まで１５年間ずっと取り組ん

できたのがかえってふえてるわけですわ。

人口が減ってるにもかかわらずふえてるわ

けです。これを一番、ごみの減量化をする

最善の方法はお金。一日も早くこれはして

いかなあかん問題ですわ。平成２２年でっ

かな、池田町長が初めて提案されたのは。

それからもう３年たちまんねん。ことしの

この予算計上するときのヒアリングいいま

すか、そのときにはこういうごみのお金を

とる件は問題にならなかったのかどうか、

ちょっと部長、その辺どないでっか。答弁

してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  ごみの有料化の件でございますが、昨年

の１２月の議会で財政再建２５項目の答弁

の中で、町長はエスカレーターとユーベル

ホールとの見直しという発言をされてまし

たので、ごみの有料化の既存の方針に変更

はないというふうに考えておりましたけれ

ども、予算の段階の手前で町長と打ち合わ

せしますとお考えが違ったことから、我々

としては今はまだ有料化は、予算措置計画
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上は全く考えていないということでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長、収入を図って財政を潤わすという

ことも書いてますわね。エスカレーター、

これ収入図れるんですか。ユーベルホール

を4,０００万円、大規模改修をかけて収入

図れるんですか。豊能町が今なすべきこと

は、出ることを締めて入ることを考えなあ

かんのですわ。出ることを締めるいうこと

は、結局ダイオキシンの処理を一日も早く

せないかん。入ることを図るいうことは、

そういうことを住民の皆さんの負担してい

ただいて入るように考えなければあかんわ

けですわ。その上でユーベルホールあるい

はエスカレーターのことも、これは必要や

から考えていかなあきまへんで。それが私

は豊能町長としてのするべき役目やし、そ

れがリーダーシップやと思いますわ。大衆

迎合主義でどっかの政党みたいにいろいろ

花火上げて、できひんことを花火上げです

る、これはやっぱりトップと違いまっせ。

そういうことをちょっと考え方、どないで

っか、町長。ちょっと答弁してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  答弁いたします。 

  まずそのエスカレーターにつきましては、

やはり今あるサービスですし、当然これが

なくなることによって町の魅力がなくなる。

そうすると住民の方が転出されるというこ

とも十分考えられますので、これは生活上

必要不可欠なものだという認識でしており

ます。 

  もう一つはユーベルホール、こちらにつ

きましてもやはり町を活性化していく、住

民の方、住民の活動をどんどん活性化して

いって、頑張っていくというか、町の活性

化のためには有形無形、要はお金で図れな

いようなものだと思ってます。やっぱり活

性化するというのは非常に大事なことであ

りますし、この町でやはりあのユーベルホ

ールがあるから成人式も行えますし、さま

ざまなことも行えます。あるので、あれを

やっぱり有効に活用していくというのは、

やっぱりこれから大事かと思っております。 

  それと先ほど申されましたように、当然

入るを図って出をという話で、当然ながら

エスカレーターなりユーベルホールで何か

広告を出すとか、何かそういったことは今

後考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  関連質問が１０分残すということでござ

いますので、あと４分弱ありますねんけど、

活性化図るのは大事ですわ。後ろにおられ

る傍聴者の皆さん、活性化していただきた

い。しかし悲しいかな、納税終わってまん

のや、ほとんどが。わかります。エスカレ

ーターも平成３１年まで動きまんのや。１

年や２年や３年、調べるのは結構でっせ。

１４０万円、５０万円かける、これは結構

やと思う。しかし実施は、先ほどの答弁や

ったら平成２６年、平成２７年度やります

いう答弁でしたやろう。まだ先にできまん

がな。そういうことはやっぱり考えてして

もらいたいと思いますわ。 

  それで次に水道の件ですわ。これも受益

者負担で今してもうとるけども、この間の

説明聞くと約６億円でっか、赤字が。これ

１年間の供給する業務の経費に匹敵する赤

字ですわね。先ほど資本金がふえるとか、
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あるいはまた基金がふえておる、取り崩し

たらええとかいう議論ありましたけども、

結局基本的にはどんどんふえておるわけで

すわな、赤字が。その上で大阪府が今、統

合をやって水道事業団にしていくというこ

とを、今、大阪市の議会で議論してますけ

ども、これが統一になって果たして豊能町

にどれだけの配水の減額があるのか、ある

いはないのか。その辺は大ざっぱで結構で

すので、ちょっと答弁できたらしていただ

けます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  今の質問なんですけども、配水の減額、

減量というのは意味がわからなかったんで

すけども、もう一度済みません、よろしく

お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  統合することによって、大阪市は損や言

うてますわな。今したら損やと。大阪市が

損やいうことは、企業団が得するわけです

わな。得したことによって豊能町に大阪府

の水道を持ってくるのに、その持ってくる

水の値段が下がるんかということですわ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  まず大阪市が企業団に統合されたとして

も、先ほど少し触れさせていただきました

けども、企業団の中で用水供給事業の会計

と末端給水事業の会計と二つに分かれる予

定です。今、川上議員がおっしゃっていた

だいた豊能町に送ってくる水というのは用

水供給事業の料金になります。大阪市が入

ったとしたら大阪市が運営するのは末端給

水事業の会計になりますので、それで料金

が下がるというようなことは考えられませ

ん。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  結局、基本的には料金が下がらんという

ことですね。基本的に大阪府から配水され

た水の料金は下がらんということですね。

ということは、年間の経費に匹敵する赤字

があるので、やっぱりこれはもう一日でも

早い、ことしからでも水道料金をアップす

る、この考え方が私は必要やと思いますわ。

先ほどのごみと同じように値上げについて

のその考え方、１１月か１２月のヒアリン

グか何かのときには出なかったんですか。

その辺どないです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  水道事業会計の赤字の関係なんですけど

も、新年度予算編成の中で町長と協議をさ

せていただきました。その中でも御存じの

ように単年度で１億円越えの赤字がまだで

きてくると、トータルですると平成２５年

度末６億円の赤字になるというような話を

させていただいた中で、水道事業としては

料金改定を視野に入れたいという話をさせ

ていただきました。町長のほうとしまして

も企業団の統合問題がございます。その状

況を踏まえて考えていきたいというような

ことでございましたけれども、最終的には

私たちの意見をある一定尊重していただい

て、平成２５年度一般会計の関係また人員

の関係、そういうのと企業団の関係を見据
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えた上で料金改定の検討に入っていこうと

いうようなことでございましたので、直ち

に行うということではございませんけども、

料金改定も視野に入っているというように

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  しかし現実は、町長、現実は大阪府と大

阪市がどないになろうとも、今の答弁では

関係ないと。現実はやはり入ってくるよう

にせなあきまへんのや。私は今の考えで、

田中町長はちょっと豊能町のリーダーには

ふさわしくないなと思ってますねんけども、

田中町長自身ふさわしくないと思ってやっ

たら即刻やめることですわ。どないでっか。

これで最後に質問を終わりますので。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  小寺議員の御質問のときにもお答えしま

したとおり、私は選挙のときから今も含め

てふさわしいということで思っております。

頑張りますのでよろしくお願いします。ま

たいろいろ教えてください。よろしくお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  以上で、関連が、ときわ台地区の側溝ふ

たはちょっと関連質問があると思いますの

で、以上で終わります。私の質問を終わり

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問はございますか。 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それでは１点だけに絞って関連質問とい

いますか、ときわ台の溝ぶたの件でござい

ますねんけれども、進捗状況、先ほど教え

ていただきました。平成２３年度では５3.

８％のできだったのが、平成２４年度、こ

の１年間で１０％ふえて６４％になったと。

そしてまた来年度の予算、これについては

７６％になると。１０％ずつふえて、やっ

と後半になって仕事の量がふえてきたのか

なと。十数年来、本当にとまっておった、

とまっておるというよりもゆっくり進んで

おったんですけれども、やっと来年度の平

成２５年度で７６％のできになるというこ

とでございますので、まずこの辺の感謝は

申し上げておきたいと思います。 

  あと、前回の質問のときにもお願いをし

ておったわけでございますけれども、ある

程度、二、三年でめどをつけたらどうかと

いう話もしておりました。そういったこと

についても取り組んでいるようでございま

すので、その辺の御回答をちょっとお聞か

せ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  昨年度議会の３月議会で平井議員から御

提言をいただきまして、その内容は過去１

０年以上かかっていると。当時私が将来的

にも約１０年かかりますという予定を申し

上げて、議員から一挙に解決する方法はな

いのかということで、去年の４月、５月に

内部で協議をいたしまして、一遍地元に、

できるだけ早急にやりたいから話を持って

いこうというふうに決まりましたことから、

去年の６月、地元に、ここ数年でというの

は、年数ははっきり申し上げませんでした
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が、やりたいというので地元調整に御協力

よろしくということでお話をさせていただ

き、今、私どもが考えておりますのは、平

成２７年度、ですからあと３カ年で完成さ

せたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  もうそこまではっきり言っていただけれ

ば申し上げることはございません。本当に

ここ十数年来かかっておったこの問題も、

ようやく終止符が打てるというか、住民の

皆さんにも喜んでいただけることでござい

ますし、できるだけ早く、平成２７年度に

は完全に終結していただいて、この工事は

終わっていただけるようにお願い申し上げ

ます。本当にここ三、四年の間、一生懸命

早急に頑張っていただいたことを感謝いた

しまして、私の関連とさせていただきます。

ありがとうございました。 

  以上で、一般質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊能第一クラブの一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、４時１５分といたします。 

（午後４時０５分 休憩） 

（午後４時１６分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  皆様にお諮りいたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延

長いたしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  御異議なきものと認め、本日の会議は延

長いたします。 

  次に、公明党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  指名をいただきました、３番・公明党の

高橋充德です。４項目通知をさせていただ

いております。私、観点を変えまして、町

政運営方針からではなくて、発展的に未来

に向けての町あり方などについて質問をし

ていきたいと思っております。なお、途中

で資料の掲示ございますけれども、これは

議長に許可を得てますので、資料の提供も

させていただきます。 

  高齢化が進む中において、全国的にひと

りで暮らしておられる方が非常に大きな問

題となってきております。豊能町において

も、私の知っている範囲においても、ひと

り暮らしの方が、高齢の方がふえ続けてお

ります。昨年の暮れに、「助けてな、ひと

りで動けなくて困っとんねん。」というふ

うに私のとこに電話がありまして、すぐ何

事だろうと思って飛んで行きましたけれど

も、民生委員の方と御一緒にと思ったんで

すが、当地の民生委員の方がわからなくて、

とりあえず私一人で伺ったわけですが、そ

のとき行ってみたら玄関にはかぎがかかっ

ておりまして、チャイムを鳴らしても出て

こない。どうしたんだろうということで、

うろちょろうろちょろしておりまして、隣

の人を見つけて電話をしてもらって、やっ

と家の中の人と話すことができたという状

況がありました。 

  そのとき強く強く感じたことは、民生委

員の方たちがこういう方のところに訪問を

されて、いざというときに何か処置をしな

ければいけないことが発生した場合におい
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て、例えば門扉が閉まっておって入れなく

て、でも庭先まで入れる。窓をちょっとの

ぞいて見ることができるといったような、

立ち入ったことができるというような規則

があったらいいのになというふうにつくづ

く思ったわけです。その後、その方には当

地の民生委員の方に来ていただいて引き継

ぎをして返ってきました。 

  ほかにもたくさんあるんですけれども、

おひとりで暮らしておられる高齢の方の見

守りについて、以前から、何年も前から何

度も確認はさせてもらっておるのですけれ

ども、先ほどのような事例があったもので

すから、平時において福祉関係者の見守り

や安否確認は万全な体制はしかれているの

か、たびたび聞かせていただきますけども

確認をしておきたいと思います。町として

の取り組みは現在どのようにしているのか

お答えをいただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  議員も御承知でございますが、本町で実

施しておりますひとり暮らし高齢者の見守

り事業といたしましては、議員おっしゃい

ました社会福祉協議会、民生児童委員協議

会と町の３者で連携して取り組んでおりま

す災害時の要援護者支援事業の中での日常

の見守りを希望される高齢者の方につきま

して、民生委員の方々によります日ごろか

らの見守りを実施する事業と、またひとり

暮らしや高齢者等に牛乳等を配達すること

で安否の確認行う高齢者の見守り事業、ひ

とり暮らしの高齢者等の方に緊急通報装置

を貸与することで、急病や災害等の緊急時

に迅速な対応を図ることを目的とする緊急

通報装置貸与事業を実施しておりまして、

見守りをやっておる現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  以前からのお答えの中でもそのとおり、

３項目についての見守り活動をされている

ということなんですが、あと続きますけど

も、全国の報道では、亡くなってから数日

たって発見されたという痛ましい事件がま

だまだ後を絶たずに発生しておるわけです

が、町内ではこのような、おひとり暮らし

になって後で見つかったというようなこと

は実態はあったかどうなのか確認をしてお

きたいと思いますので、よろしく回答をお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  残念なことではございますが、今年度に

入りまして２件の孤独死がございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  私も若干、情報は得ておったんですが、

そういう関係におきましても、今回こうい

うふうな提案をさせてもらうんですが、先

般大阪府から、地域支援事業、高齢者ささ

えあい事業の補助金をいただいております。

保健師が訪問するのに小回りが利く便利な

電動自転車を購入して訪問活動にしますと

いう計画を立てていますが、他市町村の動

きの中でこんなすばらしい活動をしていま

すよというのを二、三紹介したいと思うん

ですが、ちょうど１年前の３月８日付で厚

生労働省から各都道府県の介護保険主管あ
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てに出された文書の中に、地域包括支援セ

ンターにおける地域高齢者等の把握及び適

切な支援のための関係機関との連携体制の

強化についてというのが、長ったらしい文

章ですが出されております。それを受けて

各市町村で地域コーディネート推進事業、

暮らしのネットワークの立ち上げ、安心生

活創造事業、また地域包括ケア推進事業な

どの取り組みが各地域では活発にとり行わ

れています。 

  また、ちょっと変わったのがありまして、

底びき網方式というのが一つあるんです。

本当は、これは定期的に訪問が必要とされ

る、さっき言った要援護者の登録制度です

ね。それと関連するんですが、定期的な訪

問を必要とされる、判断されるけれども訪

問を受け入れない人ら、この人たちに対し

ても漏れなく把握しようという自治体もか

なり多く出てきております。 

  では質問をさせていただきますけれども、

平時、先ほどお答えになった災害時の要援

護の、これの登録制度ですが、登録とはま

た別において、平時において高齢者、特に

おひとりでお住まいの方の安否確認、なか

なか困難でできなかったことがあった場合

に、その対応として、先ほどお二人亡くな

ったというお話がありましたけれども、こ

ういうふうな対応ができないというような

場合に町としてどのようにしているのか、

これからどのようにしようとしているのか、

この点をお答え願いたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答え申し上げます。 

  先ほど議員おっしゃいましたように、や

っぱしこういう要援護者ですね。災害時要

援護者支援事業の中の登録者のうち、日常

見守り希望者という方は今現在５０６人お

られまして、その方には日常的な見守りを

するんですが、そのときに民生委員さんが

自分の受け持ちの担当地域へ行きましても、

先ほど議員おっしゃいましたように、もう

いいんやという方はたくさんおられます。

町としましては、今、申し上げました、冒

頭に申し上げました３点ですね。民生委員

さん、社会福祉協議会、町との緊密に連携

した見守り事業、プラス牛乳等の事業を一

層取り組んでまいりたいと思ってるんです

が、また新たな取り組みとしまして、例え

ば郵便局の配達業務と連携をいたしまして、

地域の高齢者等を日ごろから見守ることが

できないかなど、そこの仕組みづくりを検

討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  今の福祉部長のお答えの中で、新しい取

り組みとして郵便物の配達ですね。これも

本当に大きな見守り活動の一つと思います。

これは今までは公共的なものでしたけども、

民間になってきてますので、かなり手をと

り合って、地域に密着した郵便があります

ので、発展していけるんじゃないかと思っ

ておりますので、ぜひともその辺は進めて

いっていただきたい、このように思います

ので、よろしくお願いをいたします。 

  もう一点、総合計画の中で、地域福祉の

推進というのがあるんですが、そこで各種

団体との協働で、さりげない見守り活動の

推進と要援護者のマップづくりを進めます

というふうな計画が、第４条の中であるん

ですが、この進みぐあいというのは現在ど

こまで進んでおるか、ちょっとお答え願え

たらよろしくお願いします。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  数値的な進みぐあいというのは、今ちょ

っとお答えできないんですけど、計画にの

せておりますので、逐一検証等を行いまし

て、今後の見守り活動に向けていきたいと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  文書に載せるだけではなくて、やはり実

行力がなければ絵に書いたもちですし、特

にこういう社会情勢がいっぱい出てきてい

る状況の中において、この点、計画に上げ

ているさりげない見守り活動、これもさっ

き郵政などと入ると思うんですね、配達の

中でもさりげなく見守っていくという。そ

れとマップづくりですね。マップづくりと

いうのは特に何か事があった場合に非常に、

誰がどこへ行って誰がどこへ行くんだとい

うことをすぐ指示できますので、こういっ

たマップづくりは非常に重要と思います。

これは個人情報もありますので、しっかり

と管理をしていただいて作成を進めていっ

ていただきたいと思いますので、町長もよ

ろしく御指導をお願いしたいと思います。 

  それでは、災害発生時の要援護者等の名

簿作成において、希望者のみを掲載するか

ら、希望者以外も掲載するという自治体が

あるんです。最近、これは勝手に調べると

いうふうに調べておるんですね。社会福祉

協議会とか民生委員、児童委員の協議会等

も協議を重ねて、なかなか協議を重ねなけ

ればできないということでもあるんですけ

れども、しっかりとこういった心のこもっ

た住民サービスというのを、勝手に、おせ

っかいというのもあるんですよね。事故が

あれば最後は行政的な責任にもなってきま

すし、民生委員が動くときも動けない、そ

れでは困る。最終的には行政の方が行って

手を打たれる。ですから行政の方が動きや

すいような条例といいますか、そういうも

のもつくっていかないかんのじゃないかな

と私、思っておるんです。例えば高齢者安

否確認条例、私が勝手につくってみたんで

すけども、安否確認条例、１０条ぐらいで。

これは町が勝手につくるのはいかんと思う

んです。これについては民生委員の方、社

会福祉協議会の方、それぞれ地元住民の方

と協議を重ねてやっていかないと相当ハー

ドルが高い条例だと思うんです。こういっ

た、最終的に行政の方が民生委員の方たち

に御苦労をかけないで手を打てるようなシ

ステムをぜひともつくっていただきたい。

それとおせっかい条例ですね。勝手に調べ

て、町が勝手に、要するにおひとり暮らし

のことを登録してくれよと言われるんでな

くて、言われない人も、俺んとこ載せてく

れるなという方も、こちらでおせっかいと

して何かに載っけておくと。そうなってき

ますと、何か事があった場合にはすぐ手が

打てる。これがおせっかい条例であって、

優しい町政ではないかなというふうに思い

ますので、こういったお考えをぜひとも持

っていただきたいと思うんですね。これは

ハードルがかなり高い条例となってきます

けども、こういった高齢者安否確認条例な

どを作成していくおつもりはあるのかどう

か、この点確認をしておきたいと思います

のでよろしくお願いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 
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  お答えいたします。 

  現在のところは、条例の制定する予定と

いうか考えはございません。今やっており

ます民生委員児童委員協議会、社会福祉協

議会、行政などがやっております見守り事

業をより連携をもちまして、制度の周知も

含めまして地域全体で取り組みを推進して

まいりたいと思っております。 

  ただ、今、災害時要援護者の要綱でござ

いますが、ある程度は他市さんがそういう

条例こしらえてはるんですが、同じように

網羅してると思います。ただ、議員おっし

ゃいましたように、立入調査権というのが

入ってないというのが、入ってない状況で

す。条例をこしらえましたら調査権までい

けるんですが、その辺が、今おっしゃいま

したようにいろいろな賛否両論といいます

か、ございますので、今後いろいろ勉強し

てはまいりたいと思いますが、今はそうい

う現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  確かにハードル高いんです、これは。非

常に高いんです。でもお一人の命を大事に

する、命を大事にする優しい豊能町をつく

っていくためには、ぜひとも、民生委員の

方も本当につくりますと動きやすいんです

ね。御苦労かけるのが負担が減る。社会福

祉協議会の方にも負担が減る。最終的には

行政自身の方が負担が減って一番動きやす

い、手を打ちやすい条例になってくると思

うんです、立ち入りになりますとね。これ

はぜひとも検討の上に検討を重ねて、どう

か真摯に前向きで考えていっていただきた

い。優しい豊能町をつくるにおいて必要、

ぜひ、これから高齢者が３５％、４０％に

なってくる時代においてぜひとも必要な条

例となってきますので、御検討よろしくお

願いをしておきます。これはお願いしとき

ます。 

  次に、時間的にもありますので、どうか

あるときにつくとったらよかったと思わな

いように、ぜひとも御検討しておいていた

だきたい。後悔は先に立たずですから、し

っかりと検討してもらいたいと思います。 

  次にごみ問題であります。現在、ごみの

減量に取り組んでいる最中ではありますけ

れども、昨年度全体のごみの減量を見てみ

ますと、一昨年と昨年の比率でも、家庭か

ら出る一般のごみも７回減ってますね、７

月。ふえた月が５月間、若干一般ごみがふ

えているということで、先ほど建設環境部

長のお答えの中にも、１人当たりのごみの

量は平成２１年から増傾向となっています

というふうな御答弁がありました。また、

粗大ごみの回収方法も軌道に乗っていると

ころでありますが、町長の言われるところ

のごみの減量化と資源化における指針とな

るごみ減量化計画第３次というのが策定し

ようとしてますが、これまで、それとは別

に、これまで進めてきている第４次総合計

画の中で、行政としてさらなるごみの減量

を図るため、新たな施策の導入を検討して

いくことが課題ですと、このように第４次

総合計画の中でうたわれておるんですが、

この新たな取り組みというのは、今、啓発

活動をやっていますが、新たなものがあれ

ばちょっとお知らせ願いたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  ごみの減量化についてのお尋ねですが、

我々が行っております啓発につきましては、

例えば水切りを対象とした水切りの啓発、
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もしくは可燃ごみの中の紙類の引き抜きの

啓発等々を行っておりますが、議員が今お

尋ねになりました第４次総合計画の中にう

たっているようなことに応じた具体的な対

応というのは、今、特段何もないという状

況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  取り組み、やっぱりさっき言ったように

絵に書いたのでは、これちょっといかんで

すね。もう一回見直してもろて、しっかり

と、計画つくったんであれば検証していか

なあかんと思うんですね。この検証するシ

ステムをつくってもらわないかんと思いま

す。ただ文章に載せたらいいわというので

はなくて、全体として、行政としても町民

としても全体として取り組んでいけるよう

な方法でぜひとも進んでいっていただきた

いと思いますので、これも要望になります、

要望でなくてこれはもう確認ですよね。し

っかりと計画どおり進めていっていただき

たいと思いますのでよろしくお願いをいた

します。 

  平成２３年の９月の議会で、一般質問で、

レアメタルの回収してはどうですかという

ふうな伺いましたけれども、時間がなくて

御回答はいただけなかったんですが、それ

以降この希少金属について検証したかどう

か、考えたかどうか、それを御回答願いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  いわゆるレアメタルというのは、いろい

ろな家庭の中に存在し、都市鉱山というよ

うな呼ばれ方をしている金属類のことを指

すものでございますが、具体的な検討とい

うのはなかなか進んでおらないのが実情で

ございます。我々が考えられ一番身近な手

法としては、携帯電話、昨今ですとスマー

トフォンに変わってきておりますが、それ

らの回収の拠点回収なんていうのは考えら

れるのかなという検討はいたしましたけれ

ども、運送費とかそれから引き渡しのコス

トとか考えますと、１回当たりの引き取り

がやっぱり１００キログラムぐらいはない

と、なかなか回収に見合うような状況では

ないという状況がわかってきまして、我々

が回収ボックスを置いて１００キログラム

相当の都市鉱山と言われるようなレアメタ

ル類を含んだ電化製品等を回収するという

のはなかなか至難であろうというところで、

具体化には全然至ってないというのが状況

です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  今回の環境特集号にごみの減量化委員会

が家電リサイクルの工場見学というふうに

載ってました。非常にいい傾向だと思うん

ですが、この中に家電ごみだけで小型家電

のレアメタル含んだ家電のところは残念な

がら見きてないという状況で、残念に思っ

てたんですが、平成２３年当時のこの小型

家電リサイクル法は、準備も整備も中途半

端なところがあったんですが、今回平成２

５年度の取り組みにおいて、このような取

り組みができてます。これは世界的でも今

資源問題が大きく出てきておりますところ

の、新制度では、この参考図を見てもらい

たいんですが、さっき言ったように非常に

集積が難しいとおっしゃいましたけども、

これは住民から出したものを一回ボックス

で集めて、そして第一次集積所に持ってい

くだけなんですね。それから第一次集積所

に持っていきますと、その後どうするかと
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いうと、業者が集めにくるんです。業者が

集めるんです。持っていくんですね。です

から現在、平成２３年度までのこのリサイ

クル法ですと、これは各地方自治体がばら

して業者に渡すという第二次まであったん

ですが、今回の平成２５年度の出てますと

おり、使用済み小型家電電子機器リサイク

ル推進事業と、平成２５年度、これは４月

１日から始まります。これを入れると、回

収方法はいっぱいあるんですが、簡単とい

いますか、先ほど、前回のようなリサイク

ル法とは違って新たな方法でできるという

ことですから、これも検討してもらいたい

と思うんですが、このリサイクル法という

のは、自治体とリサイクル業者が柔軟に連

携をして、地域の実態にあわせた形でのリ

サイクルの推進をしていくと。家庭から出

た資源となる家電等を一次の集積所に集め

て業者に渡すというようなシステム、先ほ

ど図でもって示しました。御存じのとおり、

都市鉱山と呼ばれる、家庭で眠っている、

そして破棄されてしまう品物は９７品目あ

るんです。すごい数があるんですね。そう

いった小型家電の中に、小さいんですけれ

どもレアメタルといったような貴重な資源

が多用されているにもかかわらず、一般的

なこのリサイクル法というのが、現在の新

しい制度的なもののリサイクル法がなかっ

たために、これは海外に流出しておったの

が、これが非常に多いんですね。環境省の

推計によれば、年間、有用な資源が２8.４

万トン、金額にすれば８７４億円にも達し

た金が捨てられているんですよ。こういっ

た資源が一般廃棄物として家庭から出され

て、使用済み小型家電が海外にも流出して

いるという報告が、３０％海外に出てると

いう報告がされてます。町としても収入の

増加が見込まれない中において、何らかの

方法で回収をして業者に売却できればよい

と思っております。私だけ思っても仕方な

い、できないので、行政にも働いてもらわ

なきゃいけないんですが、資源が確保でき

ること、鉛などの有害物質の環境のリスク

管理ができること、廃棄物の減量が見込め

るということの３点、国としてもこの参加

した自治体には財源的な支援しますという

ふうに言ってくれてるんですね。この新制

度に加入した市町村には、ボックスやコン

テナなど購入した際の初期費用の援助と、

ランニングコストについても地方交付税に

算入する、これらの財政の支援措置を行い

ますというふうに国のほうは今約束をして

くれてます。回収方法はボックス回収、ピ

ックアップ回収、ステーション回収、集団

回収、住民参加型回収、イベント回収など

などありますけれども、町に合った回収方

法でもいいのではないかと思ってます。一

次集積場所に町独自で設けてもよいし、１

市３町で共同して協議をして話し合って、

国崎クリーンセンターに集めるのも一案だ

と思ってます。お答えをいただきたいと思

うんですが、こういった事業もぜひ進めて

いっていただきたいと思ってます。国とし

ても循環型社会を目指して指針を出してい

ます。町としても第４次総合計画の基本計

画の中でも、循環型社会の構築に向けて啓

発を行うと、このように言ってます。今回

の町長の町政運営方針にも、排出をできる

だけ抑制し資源を循環させることが必要だ

と、このようにおっしゃってます。４Ｒで

すね。このうちのリサイクル部門、不燃物

として回収・廃棄されている小型電子機器

家電に含まれる希少金属をぜひとも回収し

て資源を確保していく。金属が、中に含ま

れる金属は少ないかもしれないけれども、

また住民の皆さんの御理解と御協力がぜひ

とも必要ですけれども、分別を、回収しよ

うという新たな取り組みをしようとする意
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志はあるのか、町としてあるのか、御回答

願います。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  議員お尋ねの件は、本年４月から施行さ

れます、使用済み小型機電子機器等の再資

源化の促進に関する法律に基づく小型家電

に含まれる回収されていない金属、貴金属

やレアメタルなどでございますが、の再資

源化を促進するためのものの法というのが

法律の趣旨でございます。この法律は、小

型家電の再資源化を適正かつ確実に行うこ

とができる事業者を国が認定し、市町村が

回収したそのような小型電子機器等を引き

渡すということで、従来の廃掃法の特例措

置を講じたもので、いわゆる循環型社会と

いう観点と、資源の、環境負荷の低減と資

源の確保、これを両方をにらみ合わせた法

律というふうに理解しておるところでござ

います。 

  そこでこの法律の考え方に対する市町村

の取り組みでございますが、この法律に伴

う政令並びに環境省令、これが３月１日に

閣議で、政令が閣議で決定されたと。今月

の３月６日に交付されるというようなこと

が、３月２日の新聞に一部掲載されており

ました。したがいまして我々としましては、

その政省令の中身が、まだ具体的には把握

しておりませんので、今後の検討課題とい

うふうには考えておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  ぜひとも検討課題のうちにですから、町

としてもごみが減る問題ともなってきます

ので、一般廃棄物として出されるごみもす

ごく少なくなってくるんじゃないかと懸案

されますので、どうか取り組みをぜひ進め

ていっていただきたいと思います。 

  時間的にも時間がなくなってまいりまし

た。４項目できないんですが、次、省エネ

について、福島の原発以降、省エネが全国

各地で取り組まれておりますけれども、エ

ネルギー政策の大きな転換が課題となって、

電力分野だけの問題ではなくて、社会全体

で考えていかなければならないテーマとな

っています。町として室内の照明を半減し

たり、昼などは消灯したり、処置をして消

費電力の削減に努めているというのはまた

承知してますし、冷暖房の温度設定も適正

に処置をしているのは、これは承知してお

りますが、このほかに何か省エネルギー的

な処置はしているのか、もしあるのであれ

ばお答えを願いたいと思いますので、よろ

しくお願いをします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  議員御指摘のあったとおり、原発等の再

稼働が困難な状況とか、あるいは火力発電

が増加すれば地球温暖化となって、環境全

体から考えると悪影響が出るというような

ことから、現在、町として取り組んでおり

ます節電については、今現在、町内の施設

１３あるわけでございますが、その中でデ

マンド監視システム及び空調の自動制御シ

ステムいうのを今現在やっているというこ

とでございまして、例えば役場でございま

すと２階にそういう装置が設置しておりま

して、注意報あるいは警報というふうにな

ってくるわけです。それについては２階の

冷暖房を切るというような措置で何とか電

気の過剰な使用量にならないようにという
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ような方法をとって節電をしているという

ことでございまして、大きな町の施設につ

いてはそういう電力の使用量を控えるとい

うようなシステムを導入してるというとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  私が質問した以上にはされてないという

ことで確認させていただきました。 

  町の、さっき１３施設あるとおっしゃい

ましたが、この各施設の内外の照明、電気

ですね。照明灯の電気使用量は幾らぐらい

かかっているか把握しておりますかどうか、

御回答願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  先ほど１３施設いいますのは、デマンド

を使用している施設でございまして、町全

体では８９施設ございます。年間の使用量

というのは約４８４万キロワットを使って

いるという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  全体的な、多分電気使用量だと思うんで

すが、電球とか、これに勘案するとまた別

の問題だと思うんですが、今、旧型の蛍光

灯からＬＥＤの照明装置にかえると踏み切

っている市というのは非常に多くなってき

ています。大阪府では幹線道路の照明を全

部リース方式にしてＬＥＤ化するよと。千

葉県の茂原市では市内全域の防犯灯、これ7,

４５０本あるんですが、これも全てリース

方式によってＬＥＤ化を昨年の９月に完成

しております。豊能町内の自治会の皆さん

からも町内の防犯灯をＬＥＤ化にしてほし

いという要望も出ておるように聞いており

ますが、このように交換した町村の節電効

果はいっぱいいろいろなんですが、平均で

電気代の５０％を削減されていると言って

るんですね。神奈川県の箱根町、これが一

番多いんです。６２％、電気代、蛍光灯か

らＬＥＤにかえたら６２％節電できました

と。そしてリース期間中、これ８年間で計

算してます。約2,０００万円削減されまし

たというふうな報告も上がってきておるん

ですが、このリース方式というのは非常に

いい方法なんですが、町において全施設の

旧型の蛍光灯をＬＥＤ照明にかえた場合の

電気使用量の削減というのをしたことがあ

るかどうか、この点確認させていただきた

いと思います。あるかないか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  電気使用量につきましては各施設で全部

になっておりますので、照明灯に係る電気

使用量というのは算出はしておりませんし、

できないと、現実はできないというふうに

考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  できないけれども、これをかえると必ず

効果が出るものなんですね。家庭でも多分

御承知のとおり、ＬＥＤにかえた方がいっ

ぱいおると思いますね。ぜひとも調査をし

て、省エネと経費削減に努める努力をして

いっていただきたいと思うんですね。今回

の町長の町政運営方針の中にも、節約意識

と経費の削減というのをうたっております
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ので、各施設の旧電灯からＬＥＤの照明を

導入するといったことも考えていただきた

い。経費は莫大にかかると思うでしょうけ

ども、そうかかりません。リース方式にし

ますと。これは環境省が調べた資料です。

蛍光灯の場合はこれなんですが、この蛍光

灯からランニングコストで見ますとこの分

ですね。これはＬＥＤにかえた場合に、リ

ースにした場合、こんだけ削減されるんで

す。年間約2,０００万円の削減と。それと

コスト的にも、リース代でこのお金、経費

は全部賄えるんです。これは１年に2,５０

０時間蛍光灯を使えばもうリースのほうが

安いという計算が出てます。多分2,５００

時間以上なります、蛍光灯、各施設合わす

と。そういうことを考えますと、ぜひとも

このリース方式というの考えてもらわない

かん方式だと思うんですね。今までも赤々

とついてますと、かなり電気使用してるん

ですね。あとでまた言いますけども、管球

１本当たりの１年間の平均の点灯時間は約3,

４００時間だそうです、環境省の調べによ

ると。電気の使用量の単価は１キロワット

１8.８円の設定で、１本当たりで計算する

と、旧蛍光灯では管球の交換なんかで１９

９円かかる。電気使用料については2,７６

３円、１本当たり、年間ですね、かかるん

ですね。合計の2,９６２円ということで、

こういうのありますようにかかってるとい

う状況なんですね。こういう試算をこの計

算でいくと、１年間の削減が１本当たり７

１１円。たかが１本と思うでしょうけども、

さっき言った施設、相当の数の施設があっ

て、公共的なものにこの白熱灯の電球、蛍

光灯を使っている。これを全部かえると、

１本当たり年間７１１円ですから、７１１

掛ける何本かという計算出れば、かなりの

削減率が出ると思います。どうかこういう

計算をしてやっていただきたいと思うんで

すね。１本当たりＬＥＤですと２１ワット

しか使わないんですね。かなり、普通の蛍

光灯だと４３ワットなんです、ワット数で

言いますと。ですからこの差を見ても歴然

とわかるとおり、かなり安く経費を抑える

ことができる、約８年間で、これ蛍光灯交

換も８年から１０年もつと言われている。

４万時間、かえることは不要です。このよ

うなものを蛍光灯からかえるとＬＥＤなの

で、ＬＥＤを少し考えてもいいんじゃない

かというふうに思ってますので、ぜひとも

町にもこのような方式を進めていってもら

いたいと思うんですが、そのお考えを示し

ていただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  私も昨年８月から実施をされております

福岡市の例を調べておりますけれど、高橋

議員が言われたとおりの効果があるという

ふうに実績でも出ております。一度になか

なかできませんけれども、一遍実験といい

ますか、そういったようなことをやる施設

を、どこが一番効果があるかとかいうこと

をちょっと選び出しまして、そういうリー

ス会社等とも話し合いをして、一遍試験的

にどこかのやつをまずはやってみてはいか

がかというふうに、今のところは考えてい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  ぜひともモデル施設をつくって検証して

みるのもやはりいいことではないかと思い

ますので、ぜひともこのモデル施設をつく

ってぜひやっていただきたい。モデル施設
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つくるにも、購入したら経費高くつきます

から、これはリースという方向で考えてい

っていただきたいと思うんですね。それと

町内にある各自治体が持っているところの

防犯灯あたりも、蛍光灯あたりですね。こ

れもリースにかえて差し上げると、これも

リース形式で考えて差し上げればいいと思

うんですね。そういった方策もあるので、

自治会が買われるところの契約する場合、

少なかったらいかんので、窓口が町一本に

してリースにしてあげるとかいうような方

法もあると思いますので、そういう方向も

ぜひとも検討していただきたい。そうする

ことによってＣＯ２が削減図れますし、節電

効果も図れる、なりますので、どうか御検

討をよろしくお願いをしたいと思います。 

  あと教育問題あったんですが、本当は１

２月にも聞く予定でした。残念ながら時間

がなくて聞けなかったんですが、また折を

見て次の回、僕いないかもしれません。い

ないかもしれないけども、どうか教育行政

についてもしっかりとメスを入れていただ

きたいと思いますので、次の機会に回しま

すのでよろしくお願いします。これで公明

党３番の高橋の質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、山下忠志議員を指名いたします。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

たので、６番・公明党、山下でございます。

一般質問をさせていただきます。 

  一般質問に先駆けまして少しお願いがご

ざいまして、私、一昨日朝食をとっており

ますと、何か口の中に違和感を感じまして、

がりっときたら、奥歯の義歯が５本、がば

っととれまして、大変今はしゃべりにくく

て空気も漏れてお聞きにくい、不明瞭な点

がございますけれども、その辺をよくお聞

きいただいて御答弁を願いたいなと思いま

す。そして大分時間も延長になりましたん

ですけども、前向きな御答弁をいただきま

すと早く終わるんじゃないかと期待してお

りますので、その辺もあわせてよろしくお

願い申し上げます。 

  それでは通告をしておりますが、まずは

通学路安全対策について、昨年１２月にも

このような質問をしております。そこをも

う少し、１２月度のほうを確認をさせてい

ただいて質問に移りたいと思います。１２

月度の議会だより、これにも報告させてい

ただいてますが、豊能町の通学路の現状確

認はどのように把握されているのかという

ところを質問いたしますと、いろいろな御

協力をいただいて２３カ所あると、国に報

告しているということをお聞きしておりま

す。答弁をいただいております。そして５

カ所については本町でもう既に対応してい

る。そのほか１８カ所については所管の官

庁と連携して、平成２５年度の国の予算の

動向を注視して対応していきますというこ

とで、補正予算は大分遅くなりまして、こ

れから遅くはなりますけども、平成２５年

度の国の予算も決まっていくと思います。

そこで、豊能町の通学路の危険箇所の平成

２５年度の計画はどのようになっておるの

か、その辺をまずお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  通学路の危険箇所の平成２５年度の対策

の件でございますが、午前中にも御答弁申

し上げましたが、昨年の秋の関係者の合同

点検の結果を受けまして、豊能町が改修す

べき箇所、対応すべき箇所というのは１０

カ所ございました。またさらに追加の３カ
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所を聞いておるところでございます。 

  そこで平成２５年度にありましては８カ

所、当初予算に計上している箇所で対応す

る予定でございます。内訳は、ほとんど工

事の内容的には、道路の区画線、防護さく、

カーブミラー設置、啓発看板設置、これら

の内容の豊能町が管理する道路に対して安

全対策を講じる予定でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  そうしますと、１８カ所残っておるうち

８カ所ということでございまして、１０カ

所はまだ改修されない、対応されない、プ

ラス３カ所追加、そうしますと１３カ所残

る、平成２５年度には対応できないという

ことでいいんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  道路管理者として豊能町が対応すべき安

全が必要な箇所というのは１３カ所でござ

います。ですから来年度は８カ所、平成２

５年度予算で計上いたしておりますので、

残りが平成２６年度の対応になるというこ

とでございます。 

  申しおくれましたが、１カ所につきまし

ては今年度のほかの予算で対応すべき所の

工事現場でしたので、そこに防護さくを一

つつくるということで対応が可能というこ

とでございますので、本年度で１カ所対応、

来年度８カ所、平成２６年度３カ所の予定

ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  具体的に１２月度質問いたしましたとこ

ろ、豪雨で東能勢小学校の間、あれをこの

ときは府道側溝に流し込む対策を講じてま

いりますと、工事は遅くとも年度内を予定

しておりますということを聞いておりまし

たね。具体例でございますけれども、これ

のほうは年度内に終わるんでしょうかね。

その辺を再度確認させていただきます。も

しか終わらなければ、おくれる理由はどう

したものかということもお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  東能勢小学校の町管理の隣接道路の件で

ございます。時系列とともにお答えさせて

いただきます。 

  議員から御指摘の件、昨年の１０月２３

日の朝早く、集中豪雨で側溝があふれ府道

に流出した件でございます。その後１１月

１９日でございますが、池田土木と町と現

場で立ち会いをいたしまして、基本的に池

田土木が府道の改修として実施し、西側側

溝、これも学校側でございますが、東側側

溝、のせの里側でございますが、年度内に

工事を終えるということを予定しておりま

したが、１２月８日ですけれども、これま

た池田土木と町とのせの里で３者で現場立

ち合いを行いまして、隣接道の横断してい

る配水管がのせの里から出ていることを確

認をいたしまして、生活排水が流れており

ますので、排水をとめないと工事ができな

い状況になるということで、のせの里さん

のほうに排水経路の調査を要請して、公共

下水への接続を要請したところでございま

す。１２月２５日でございますが、池田土

木と町とのせの里で現場立ち合いを行いま

して、排水経路の立ち会いを行ったわけで

ございますが、まだ複雑で特定できず、の



 

 2－85 

せの里のほうに排水経路の調査を要請した

ところでございます。年が明けまして２月

１３日でございますが、池田土木と町と協

議をいたしまして、東側の側溝、のせの里

側でございますが、年度内に工事をする予

定であると。ただし西側側溝はのせの里の

ほうの排水管の対策のめどがつき次第改修

したいということでございまして、若干年

度はまたぐということが判明をいたしたと

ころでございます。できるだけめどがつき

次第早急に行いたいというのが池田土木の

事務所の考え方でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  のせの里の西側ですね。これもやはり期

日をいつまでにというのをやっぱり明示し

てから、この日までにやってくださいとい

うのを表示して、明示して、やっぱり取り

組んでいただくのが、私、大切やないかと

思いますけど、その辺いかがでございまし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  教育委員会といたしましては、のせの里

に強く働きかけていきまして、池田土木事

務所とも早急に工事を行いたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  今までいろいろな議員がおっしゃってお

られましたけど、やはり期日も目標をつけ

ると。そこをやはり大切にこれからも進ん

でいただきたいなと思います。それがあっ

てこそ交渉も成り立つ、またいろいろな手

も打てると思うんです。確かにそれは世の

中おくれることがございましょうが、やは

り目標値をきっちりつけるということが大

切だと思います。 

  豊能町の教育委員会、いち早く危険箇所

もいろいろな方の協力を得て仕上げられて、

国にも出されて、そして公表もされておる。

こういう公表までされておるのは大阪府下

で、私が調べたところは４３自治体がある

んですけれども、私が調べたところ５カ所

しかないですね。これは豊能町の教育委員

会、一生懸命にやられたなと、私は敬服し

ておるところなんですが。ですからそうい

うことをやれる豊能町の教育委員会ですの

で、次の段階もぜひすばらしい成果を出し

ていただきたいと思っております。 

  それでそれ以外に、先ほど建設環境部長

からお聞きしましたところ、平成２５年度

の工事は、さくとか標識とかそういうもの

でございますけども、あれは２月１５日前

後だったと思うんですけれども、東ときわ

台小学校の生徒が下校時にけがをされて、

大きなけがをされたという事故がございま

した。この辺教育委員会、どのようにつか

んでおられるでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、御指摘されました東ときわ台の小学

生の問題については、申しわけございませ

んが把握しておりません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  これは東ときわ台、小学生２年の方です



 

 2－86 

ね。女の子なんですね。下校時に次の習い

ものがあるからと言われて慌てて下校され

た。それで歩道から次の曲り角で転倒され

て、確か皿を骨折されて、顔面も打撲され

た。女の子は顔が命でございます。跡が残

らなければいいのかなと思うんですけども、

大変大きな事故だったと思います。皿を割

られてるんですからね。これは私も調べて

まいりました。一応、素人でございますが、

やはり小学校から少しおりたところでござ

います。こういったきれいなところでござ

いますけれども、東ときわ台小学校から箕

面森町に通ずるあのバス通りですね。あそ

この少し小学校から１００メートルもいか

ないとこですね、９丁目のとこで。これは

一義的にはその児童が急いでかけて帰られ

たいうのがございますけれども、私これ道

路的にもやっぱり不備があるん違うかなと

思っております。といいますのがこの道路、

豊能町の歩道は段がありますよね。下手で

ございますが断面図なんですけども、これ

が、歩道があってそこから、ここが道路な

んですが、道路に交わるとこが下がってる

んですね、当然。歩道は高くなってますよ

ね、豊能町の。それでまたこれが東西で傾

斜してるんですね。複合的になってるんで

す。この傾斜からここの交わる道路にかか

るとこに急に傾斜がきつくなる。こういっ

たところもぜひ調べていただいて、そうい

う一つの事故を契機に、こういう危険な場

所があるんやな、これは子どもさんの注意

力に全部、自分でその注意力だけでこうい

う事故をなくせというのは難しいと思いま

す。やはりこういうのは、こういうバリア

はやはり極力、お金はかかると思いますけ

ども、今回のこの交付金の措置があるとき

にしっかりと私は対処すべきじゃないかと

思うんですが、これは町長に一回お答えい

ただきましょうか。教育長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ちょっと双方の理解が。 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後５時１１分 休憩） 

（午後５時１２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  私、失念しておりまして、先ほどの答弁

でございますけれども、小学校２年生の女

子が帰りがけに両手に荷物を持っていたた

めに、本来手でつくべきところができなく

て顔からいったというのは承知しておりま

した。申しわけございません。ただ、そん

なに大きな事故とは聞いておりませんで、

校長先生が病院に連絡をとって養護教諭が

ついていったことと、それから家庭訪問を

されて説明をされたということは聞いてお

りました。それはやはり今、議員が御指摘

のとおり段差のところでつまずいたという

ふうにのも聞いておりましたので、ひざが

どうこうというまではなかったものですか

ら、そこまでは大変失念しておりまして申

しわけございません。十分それについては

把握しておりますので、今後またいろいろ

な事象が出てきましたら、また建設課のほ

うともいろいろ御相談はさせていただきた

いと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  私も明くる日に見にいったんですけど、

跡がこのぐらい残ってたですね、血の海の。

そやから大分大きな事故なんですよ。救急

車を呼ばれても、やっぱりその間、当事者

はなかなか来ない。あのときの１分、５分
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って長いんですよね。それでまた運ばれた

らなかなか、最初運ばれたところは整形外

科がないということで、最終的には池田か

どこか大きな病院に行かれたそうですけど、

やっとそこで処置をされたということで、

なかなか親御さんにとっても本人にとって

も大変だったなと思っております。小学生

の荷物、一義的にはそうなんですけども、

やはりそういう道路にもやはりこれから見

直すべきとこがあると思います。 

  それと、この道路見ますと、花壇がある

んですね、それとは以外に。歩道に花壇が

張り出してるんですね。私も６６歳になり

まして、このごろひざが大分悪くなってき

て、行く行くはよくあるシニアカーにお世

話にならなあかんかなと思うんですけど、

こういうのが障害になってくるんですね。

以前は、これはたしかこの辺の東ときわ台

のとこは見ばえ、写りばえがよく、緑豊か

で、こういう植え込みが、多分景観がよか

ったと思います。しかし経年してくると、

やはり住んでる方も変わってくると思うん

ですね。やはりこの辺も見直して、前向き

にこういう花壇の見直しも、今回ぜひ、工

事はすぐに経費的に難しいかもわかりませ

んが、こういう箇所をしっかりと押さえて

おく、そして次の段階に、平成２５年度に

無理であれば平成２６年度ということで、

こういう箇所をしっかりと把握するという

とこが肝要ではないかと私は思っておりま

すが、町長いかがでございましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさにおっしゃっていただいてるように、

まずはしっかりと把握させていただいて検

討させていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午後５時１５分 休憩） 

（午後５時１６分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  こういった町の管理すべき道路とか、歩

道がたくさんございますが、これはまた総

務建設常任委員会もございますので、そち

らのほうで詳しく論議したいと思いますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

  次に２番目に移らさせていただきます。

ワクチンの接種についてでございます。子

宮頸がんなどの３ワクチンの定期接種が国

のほうで決まりました。これを受けて町も

しっかりと計画されておると思いますけど

も、どのように計画されておるのか、平成

２５年度、この辺をお聞かせ願いたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  子宮頸がんワクチンを初め、小児用肺炎

球菌、ヒブワクチンの接種につきましては、

平成２５年４月１日から予防接種法の改正

が予定されておりまして、一類疾病の定期

予防接種に位置づけられます。 

  本町としましては、今でも医療機関等に

ついては任意接種で接種医としてやっても

らっておるんですが、４月１日からの定期

接種に向けまして、町内医療機関初め住民

の皆様に町報、ホームページ等による周知

を実施してまいりたく思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  次に接種率なんですが、平成２４年度の

計上されてたのがたしか３７％ぐらいだっ

たと思うんですけども、これについて今ま

で接種率はどのようになってきたか、平成

２４年度に対象として、それを教えていた

だきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  ３ワクチンの話でよろしいでしょうか。

子宮頸がんでよろしいですか。子宮頸がん

ワクチンでございますが、平成２４年度は

２1.９％の接種率でございます。それもち

ょっと補足します。平成２５年１月末現在

で、３月末という平成２４年度実績ではご

ざいませんが、その点御容赦願いたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  今回から国において予算措置もされるよ

うになっております。ほとんど、９割され

るんですかね。そこで大切なのは接種率の

向上だと思います。この辺は平成２５年度、

豊能町はどのように、接種率向上に向けて

の対策はとられるのか、その辺お聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  ちょっと、子宮頸がんワクチンに特化し

て回答させてもらえますか。それとも３ワ

クチン。子宮頸がんだけですか。 

  お答えします。 

  子宮頸がんにつきましては、町内の小中

学校にも御協力いただきまして、接種に関

する勧奨用チラシの配布を実施する予定で

ございます。それとあと町報ですね、ホー

ムページ等で周知をして接種率向上に努め

てまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  昨年も私、同じ質問をしたと思います。

そのときもどのように向上される計画です

かといえば、チラシ、ホームページ、同じ

内容だったと思います。そこで私は、ちょ

うど対象年齢者が小学校から中学校へ入学

される時期に団体接種を学校単位でされた

らどうですかという提案をさせていただき

ました。今現在、平成２５年度１月現在で

２1.９％、３７％の計上してても、それに

も至らないですね。ここは大いに反省され

て、私の提案されたことを、提案したこと

を、あのときもたしか一回医師会とも相談

してみますという返事もあったと、私の記

憶が間違っておらなければあったと思いま

す。その辺もあわせて、団体接種について

どうお考えかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  接種率の向上には、今、議員おっしゃい

ましたように学校等で実施する集団接種が

有効だとは思いますが、保護者の方としま

しては、集団接種でなく医師からの説明を

しっかり受けて、納得・安心してから受け

る個別接種が望まれていると考えておりま



 

 2－89 

して、現段階では集団接種は考えておりま

せん。 

  先ほど、平成２４年度２1.９％、確かに

それが１月末の実績でございます。任意接

種の場合は個人負担がございまして、子宮

頸がんの場合は１回につき4,０００円、２

回受ける必要だったと思うんですが、そう

いう自己負担がございます。定期接種にな

りましたら接種費用は無料だということで、

住民の方に周知等をいたしましたら接種率

の向上は、接種率は向上するものと私は思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  お金だけじゃないと思いますね。私、摂

取するタイミング、その場所が大切だと思

っております。そして個別が、以前も聞か

れたら、対象確認をどのようにするのか、

その辺が不安と。またワクチンの保管場所

がないとか、保管箇所が。そういう返事で

なされたと。こういうワクチンですと学校

単位ですが、幸い豊能町は小さい単位、学

校の在籍ですので、その日にお医者さんが

使う分だけ持ってこられたら、もう十分携

帯でいけると思うんです。この辺前向きで

検討する考えございませんか。町長、一回

お答えいただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  前向きに考えていきたいと思います。医

師会の会合でも少し、正式な場ではないで

すけれども、そういったことができないか

ということは話したりはしたこともござい

ましたし、前向きには考えていきたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  本当に子どもさんが少なくなって、やは

り大切な母体でございますので、豊能町の

宝と言ってもいいと思います。その辺をし

っかりと町を挙げて守っていく、育ててい

くというのが大切だと思いますので、この

辺で本当に口先だけにならず、この辺も前

向きに捉えてぜひやるべきだと私は思って

ますので、ぜひよろしくお願い申し上げま

す。 

  次に移らさせていただきます。太陽光発

電助成制度について。原発が休止しておる

中、太陽光発電やクリーンエネルギーの発

電などが、代替発電の需要がますます重要

になっております。そこで我が町としても

太陽光発電の、まずはリード役として個人

のおうちの太陽光発電の助成制度をもう一

度見直したらいかがか。ぜひ取り組むべき

だと考えておりますが、いかがでございま

しょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  太陽光発電の助成制度についての取り組

みということでお尋ねでございますが、こ

の件につきましては、議員から昨年も、ま

た平成２１年にも御質問いただいておると

ころでございます。本町といたしましては

具体的には補助制度というのを考えておら

ないというところでございます。国におき

ましては１０キロワット未満の太陽光発電

設備につき１キロワット当たりにつき約３

万5,０００円という補助制度がありますが、
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町独自の制度というのは、創設は今のとこ

ろ考えておりませんのでよろしくお願いし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  きょうも午前中に、町のキャラクターと

かございました。やはり豊能町のＰＲとい

うことにつきましても、やはり何でも一番、

全国一番になるのはなかなか難しいことで、

ワーストワンはなりやすいですけども。そ

こで豊能町は大阪府下で一番ということで、

豊能町の助成制度をぜひつくって、そして

大阪府下でこの太陽光、取り組みがナンバ

ーワンと、このぐらいのＰＲの、私にはＰ

Ｒの素材にもなるん違うかなと。また豊能

町のクリーンさも売れるんじゃないか。こ

ういう自然クリーンを大切にしている、自

然環境を大切にして、また環境にも優しい

まち豊能町、ここに一遍住んでみたいなと

いうぐあいにＰＲもできると思うので、こ

の辺もぜひ、考えておらないじゃなくして、

取り組むべきだと思います。 

  そこで観点を変えまして、戸知山、これ

も以前したことあるんですけど、ここに町

がまず、あいてるとこに太陽光をつけたら

いかがかなというのも提案しましたが、あ

そこはそのままと、自然で残すという当時

の返事でございました。私その前に、あそ

こは太陽光に適しているかどうかの日照テ

ストを、これをぜひまずはやるべきだと思

いますがいかがでございましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  以前にそういうお話があったというふう

に記憶をしております。ただ、そういう調

査等について、町独自でやるというような

ことについては、今のところまだちょっと

考えておらないというようなところでござ

いまして、一応あそこについてはどういう

形で今後将来利用するかということについ

ても、根本的にはまた考えていかなければ

ならないというふうには思っておりますの

で、ちょっとそういう利用方法というのに

ついて根本的に考えた後に、そういうこと

も一つの方法として考えてはいきたいとい

うふうに思いますが、方向が定まってから

させていただきたいというふうに思ってい

るところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  戸知山の使い方が決まってからというこ

とで、町長もスピード感が大切だと、かね

がねおっしゃっておられます。なかなか今

まで戸知山、ずっと今まで遊ばせてきてお

るわけですね。きょうあすに決まらないと

思います。太陽光の工事いうのは割と簡単

で、今度能勢町で美化センターの跡に、こ

の３月から発電します。ああいう事例もご

ざいます。ぜひ、まず日照、使い方、撤去

するときも大したことないと思います。大

した基礎工事はやらないと思います。撤去

するときも割と楽な、そんな大がかりな工

事をしなくてもできると私は踏んでおりま

すけども、ぜひ、このスピード感を持った

計画の立案ということを、豊能町長いかが

でございましょう。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  戸知山の使い方につきましては、現在職

員の方と検討しているところでして、早い

うちに使い方は決定していきたいと思って
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おります。その中で今、議員が御指摘いた

だいたようなことも勘案いたしまして、今

後戸知山の使い方については考えてまいり

たいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  早いことっていいますけど、目安として

平成２５年度なのか平成２６年度なのか、

その辺の再度確認をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  平成２５年度中には一定の方向を出して

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  そのほか、新光風台のダムに行く、あの

Ｓ字カーブのとこなんかも適しているんじ

ゃないかと思います。それはまた考えてい

ただきたいと思います。 

  次に、私また違う観点から見ますと、豊

能町の一戸建てのおうちは８割以上あるん

違うかなと思います。あれも立派な資産だ

と思うんですね、見方を変えれば。あそこ

にぜひ、そしてまたかたまってあるんです

ね。新光風台であろうがときわ台であろう

が、私が住んでいる希望ヶ丘、まとまって1,

０００世帯、2,０００世帯とあります。あ

れをぜひ売りにして、豊能町長みずからト

ップセールスマンとして、関西には有力な

関連メーカーがたくさんあるんです。先ほ

ど川上議員のとこでございましたけども、

尊敬する人物像というのが京セラの稲盛さ

ん上げられてました。あそこに京セラとい

う会社もございますし、また松下さんのパ

ナソニックもありますし、シャープさんも

ございます。ああいうとこに働きかけて、

こういうすばらしい位置があって、大阪で

近くてまとまった屋根があると。これをぜ

ひ活用しませんかとセールスに行くことは

いかがでございますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  太陽光発電につきましては、私の家の屋

根の上にもつけております。それで、私の

場合は補助金がない場合でも、国の補助金

もなし、町の補助金もなしでつけておりま

す。 

  売り込みという話ですけれども、どうい

った形になるのか、また御紹介いただいて、

今ちょっと想像つかないのが、売り込んだ

ときに企業にとってのメリットというのが

必要だと思うんですけれども、なかなか、

当然つけるに当たっては住民さまも負担が

要る。もちろん多分企業の方が全て無償で

出していただくのであれば、それはすごく

ありがたいんですけれども、そういったこ

ともあると思いますので、なかなか売り込

む、売るポイント。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長、想像できないで答えんで結構

です。 

○町長（田中龍一君） 

  またそのあたりは、もし何か議員で、こ

ういったところであればお声がけできるん

じゃないかということがあれば、教えてい

ただきましたらぜひ一度お話には行きたい

と思います。 

  以上でございます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  しっかりこの辺も調べられて、屋根貸し

でその持主にもメリットがございます。そ

の辺もしっかりと、やはりそれをまとめて、

まず公募するんやったらニュースリリース、

この辺も使って、どんどん出していただい

て、そして企業にも訴えていく。まずマス

コミをうまく活用するということも大切で

ございますので、その辺をまずしっかり勉

強してやっていただきたいなと思っており

ます。 

  最後になりましたですけども、一つ私、

本日、町長で気になった点がございまして、

答弁の中で、職員の皆さんという言葉がた

びたび出てきてたと思います。職員の方は

公でございますし、町長はそのトップでご

ざいますので、私が自分の妻をつかんで奥

さん、奥様って呼んでいるようなもんでご

ざいます。やはりこの辺はしっかりとわき

まえていただいて、この辺から注意してい

ただきたい。最後にこの辺を御指摘して、

私、山下の一般質問は終了といたします。

ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で公明党の一般質問を終わります。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月６日午前９時３０分より会

議を開きます。 

  本日は長時間、どうも御苦労さまでした。 

 

散会 午後５時３５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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